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      　近ちか頃ごろオスタス市を騒さわがす怪かい盗とうドクトル・バーチをご存ぞんじであろうか。彼かの怪盗は殺人を行わず、警けい官かんや警けい備び員いん以外には決して手を出さない。あまつさえ「レド・ビァ事じ件けん」において多数の市民の命を救すくった。昨今の政せい治じの腐ふ敗はい、不ふ況きようの中で、ブルジョワジー階級の倉庫から鮮あざやかな手並みで盗ぬすみ出す彼かの怪盗の行いは、市民の溜りゆう飲いんを下げるものであるのは理解できる。で、あるが、私はここで市民諸君に警けい鐘しようを鳴らすべきであると考える。彼の怪盗の行動がいかに浪漫ロマンに充みち満ちたものであったところで所しよ詮せん犯はん罪ざい者である。犯罪は憎にくまれるべきものであって、賞賛されるべきものではない。そしてそれを具ぐ現げん化かする人物として、現在存在しているのが探たん偵ていＭ氏である。氏が登場して以来、ドクトル・バーチの快かい進しん撃げきは鳴りを潜ひそめる。現在のところ、六対二で、Ｍ氏の圧勝。頼たのもしい限かぎりである。（当局の規き制せいにより、Ｍ氏の詳しよう細さいの公表はご容よう赦しやされたし）

オスタス・ニューズウィークリー

「市民の意い識しきの在あり方を考える」より抜ばつ粋すい



    

  
    
      　石と煉れん瓦がと曇どん天てんと霧きり。

　滅めつ法ぽう気が滅め入いる構こう造ぞう物ぶつで出来ている、この街の名前はオスタス。

　それでもこの国随ずい一いちの都会であり、正午近くのこの時間ともなれば、労働者、商人達でこの「レスフル通り」もごった返す。

　二人乗りの幌ほろ無し蒸じよう気き自じ動どう車しやのギヤは、油を注さしたばかりなのに動きづらくて固かたい。ギヤを入れる度たびに車体は揺ゆれる。

「乗り心地ごこちが悪くてすまんな。オークの整せい備び士しは腕うではいいはずなんだが……」

　髭ひげを蓄たくわえ、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶっている大おお柄がらな青年紳しん士しが呟つぶやく。身体からだつきは四角く、顔つきは精せい悍かん。

「あ、いえ。別にいいです」

　助手席に乗っているのは紺こん色いろの上下を着て、白いシャツにリボンタイをし、ハンチングを目深に被った鳶とび色いろの髪かみの少年だ。深い青せい灰かい色しよくの瞳ひとみで、年の頃はまだ十五を過ぎるか過ぎないか、といったところだろう。整った顔の少年で、鼻が高い。

　横を荷物をどっさり載のせた蒸気自動車が過ぎていく。避よけるためにギヤを入れ替かえた紳士は、「おっとぉ！」と声をあげ、少年は舌したを噛かんだ。

　尻しりを痛いたくしながら、紳士はとあるビルヂングの前に車を付けた。石で積まれ、霧に巻かれた建物。一階の角には雑ざつ貨か屋やがある。

「今から会うやつはな、身元は確たしかではないし、得え体たいも知れない男だがまぁ悪い奴やつじゃないから。面めん倒どう見てやってくれ」

　大柄な紳士は少年に向かってそう言うと、車を降おりる。

　少年は驚おどろいたように頭かぶりを振ふる。

「いえ、面倒とか。むしろ世話になるのはこっちなんですし」

「どうかな、それは」

　紳士は少し笑って話を終わらせると、どうやら空き部屋ばかりらしいこのビルの三階、その一室のドアをノックした。足あし下もとからは埃ほこりが立ち、天てん井じようから鼠ねずみの声がする。

　磨みがかれた木のドアには磨すりガラスの窓まどが填はまっていて、彫ちよう金きんの流りゆう麗れいな飾かざり文字で書いてある。

「マルタ・サギー名めい探たん偵てい事じ務む所しよ」

　見み慣なれない単語に少年は呟く。嫌いやそうに眉まゆをひそめて。

「名探偵？」

　見上げられ、紳士は苦く笑しようする。ノックもせずにドアノブを掴つかみ、少し苦心して引くと開いた。

「いるか？　マルタ。トーリアスだ」

　その声に、思いがけず遠くから声が返ってきた。

「奥おくの部屋のようだな」

　背せ中なかを大きい手で押おされ、少年は中に入り、ドアを閉めた。トーリアスと名乗った紳士は少年を置いて右手のドアの向こうに消えていく。

　少年は室内をぐるりと見回す。

　がらくたばかりだ。ユニコーンの骨こつ格かく標ひよう本ほんは壊こわれたのを直した痕あとがあるし、黄おう金ごん蝙蝠こうもりの凧たこは、せっかくの糸が色いろ違ちがいのまま天井から吊つってあるし、壁かべに貼はられた世界地図はインチキだ。だいたいこの世界の輪りん郭かくは流動して定まらないモノだということはみんな知っているから、世界地図なんかあるわけないのに「詳しよう細さい世界地図」とか書いてあるのはどう考えてもインチキだ。時計が数えて全部で八個こ。壁にも机つくえにも。時間は合っていない。全部バラバラだ。

　突とつ然ぜん奥の部屋で、何かが崩くずれる音がして、少年はたまらずそちらに向かった。

「警けい部ぶ!?　何か」

　少年の言葉に警部は苦笑し、目の前、足下の状じよう態たいを指差した。雪な崩だれた本の上に、何な故ぜか逆さかさまになった男が一人。

　年はまだ若い。十代だ。肌はだが見たことのない色で、黄色がかっていてきめが細かい。黒い髪はまっすぐだ。シャツの上に千ち鳥どり格ごう子しのベストを着ている。

　トーリアス警部は目を半分閉じて肩かたをあげ、笑いながら言った。

「さて、紹しよう介かいしよう。これが件くだんの名探偵、マルタ・サギーだ」

　驚く少年に、マルタ・サギーは額ひたいの横に指を二本立てて、

「うぃす」

　と言って軽く振ふった。





　マルタ・サギーの瞳は黒い。少年が見たこともないくらい黒い。ガス台で湯を沸わかし茶を淹いれて、マルタ・サギーは二人の前に置く。トーリアスは少年を見ずにぼそりと呟く。

「飲まなくてもいいからな」

「え、ええ？」

「ひどいなー警部。そりゃ俺は紅こう茶ちや淹れるの下手だけど。で、何の用事？」

　マルタは行ぎよう儀ぎ悪く、椅い子すを逆向きにすると背もたれを抱かかえ込みつつ紅茶を飲んだ。そして自分で淹れた紅茶に顔をしかめて、それから笑う。

「ハハハハ、不ま味ずいな、相変わらず。まぁティーバッグでしか淹れたことがないんだから、許せよ警部」

「だから、ティーバッグとやらはここにはないんだから、淹れ方を覚えろ」

「やだよ面倒くさい。あーあー腹はら減へったなぁ。今、まさにこの時、日清のカップラーメン今食えたらなんでもするんだけどなぁ」

　マルタはティースプーンを銜くわえてぶらぶらさせながら、椅子の背もたれに顎あごを載のせ、椅子の脚あしを二本宙ちゆうに浮うかせて子こ供どもの様にバランスをとって遊んでいる。



    

  
    
      　変な男だなぁ、と少年は思いつつ紅茶のカップを手に取る。そして眉をひそめる。禄ろくでもない安物だ。どんなにひもじくても、ここの市民であれば紅茶とその道具には金をかけるものなのに。少年の隣となりで警部が顔をあーあ、と言わんばかりに押さえる。少年は一口含ふくんで思い切り噴ふき出し、そのまま立ち上がって床ゆかにカップを投げつけた。カップはいい音を立ててきれいに割われる。

「不味い！」

「だからって叩たたき割ることないだろう！」

　マルタも椅子を倒たおして立ち上がる。

「ふざけるなこれは冒ぼう涜とくだ！　この味のない茶色の水のどこが茶だ！」

　少年は泥どろ靴ぐつのまま、テーブルの上に仁に王おう立だちになる。マルタもどかりとテーブルの上に乗り、

「僕はこれでいいんだよ不味いけど！　ていうか、フツー出された茶、投げるか!?」

　額がくっつかんばかりに叫さけぶ。

「こんなもの茶じゃない!!」

「人のもてなしの心をなんだと思ってんだ!!」

　ぎゃぁぎゃぁと降ってくる二人の声に、トーリアス警部は自分のポケットからキャンディを一つ取り出して口に放ほうり込みながら、懐ふところから封ふう筒とうを取り出してひらひらさせる。

「おいマルタ。マルタ・サギー」

　マルタは、その封筒を見ると凍こおり付いた様に黙だまった。

「ボーナスだ」

　警部の手からマルタは封筒をひったくる様に受け取り、中身を確かく認にんして嬉うれしさのあまり封筒を抱だきしめて奇き声せいをあげる。警部は淡たん々たんと続けた。

「ちょっと訳わけありなんだよ、その子。で、お目付役をしてくれるなら、って条じよう件けん付きのボーナスだ」

　マルタの顔が強こわばり、笑え顔がおが一気に消えた。

「じゃぁこんな金いらない。金もらってもこんなんいらないもん！」

　けれどマルタへの答えは警部の口からではなく、目の前の少年の口から出た。

「へー、そう？　お腹なか減ってんでしょ？　金ないんでしょ？　これが欲ほしかったら僕の面倒を見ることだね。僕はリッツ・スミス。ごらんの通りの人間族だ。妖よう精せい族とかの血は一いつ切さい入ってないよ？」

　言うと少年、リッツ・スミスは帽子を取った。短く切った鳶とび色いろの髪かみの毛と、青せい灰かい色しよくの瞳ひとみ。少し上を向いた鼻とそばかすのある肌。

　その瞳がぐいっと迫せまって猫ねこの様に光る。

「よろしくね？　探たん偵ていさん。僕が助手だ。嫌いやでもおいしい紅茶を淹れてやるから覚かく悟ごしろ！　取り敢あえず」

　言ってリッツはマルタの手から封筒を取る。

「あっ」

「いいカップを買ってくるからな？」

　にい、と笑ったその白い歯は犬歯が目立った。そしてマルタが封筒を取り返すよりも早く、リッツは音高くテーブルを蹴けって外に出て行った。

「待てこのうわあ！」

　マルタはテーブルからバランスを崩くずして転げ落ちそうになったが、その先に幸か不幸か警けい部ぶが座すわっていたので、変な格かつ好こうでテーブルと警部の上に倒れるだけで済すんだ。

「と、いうわけでだな。依い頼らいだ、マルタ・サギー」

　蛙かえるの様に自分の胸むねの上に顔を突つっ込んでもがいているマルタに向かって警部は言い、マルタ・サギーは警部のシャツに顔をつけたまま視し線せんだけを上げ、にやりと笑う。

「……毎度ありがとうございますぅ」

　警部は溜ため息いきを吐つく。

「本来お前みたいな反はん則そく野や郎ろうに仕事回したくないんだが」

「もぉー。かわいそうな迷まい子ごの僕を飢うえ死にさせないでくださいよ」

　言いながらマルタはぽんぽんと警部の腹はらを叩たたき、テーブルの上に座った。

「聞きましょう。どんな事じ件けんですか？」

　そしてその黒い瞳が静かに輝かがやく。

「……今回カード使いは絡からんでますか？」

「わからん。だが、ドクトル・バーチが絡んでるのは間ま違ちがいないな」

　警部の前に靴くつのままであぐらをかいたマルタは、顎を突き出して顔を歪ゆがめる。

「ああ、我わが永えい遠えんのライバルね。でも、なんで奴やつが」

「これが」

　警部が懐に手を差し込み、何を取り出すか見るまでもなく、マルタ・サギーは苦く笑しようして溜息を吐く。

「それか」

　出された物はエンボスの名めい刺し。飾かざり文字で「ドクトル・バーチ」と書かれている。マルタは一いち応おう受け取ると、つまらなそうに裏うら表おもてを見る。

「これ、偽にせ物ものですよ」

「ほう？」

「良くできてますけどね。ちょっと荒あらい」

　その言葉に警部は少し考えて言葉を続けた。

「……続けるぞ。まぁ、事件の内ない容ようだが。ヘンデバウム侯こう爵しやく家けの子息と、リイタプス伯はく爵しやく家けの令れい嬢じようが、昨夜の舞ぶ踏とう会かいから姿すがたを消してな。で、深夜になって両家にこのドクトル・バーチのカードが届とどいてだな」

「そんなん駆かけ落ちじゃないんですか？」

　言ったのは息を切らし、両手に包ほう装そうもしていない箱と袋ふくろをいくつも持ったリッツだった。

「……早いな」

　驚きよう異い的てきなスピードにマルタは驚おどろく。リッツは横目で見ながら、テーブルに物を置いていく。

「一階にあるじゃないか雑貨屋が!!　ほら！」

　紙にくるまれたサンドイッチを投げ渡わたされ、マルタは目を輝かせる。

「うわぁ食べ物だぁ！」

　ガス台にマッチで火をつけて湯を沸わかしながら、リッツは肩かたを落として呟つぶやく。

「……ちょっといたたまれなくなってきた。警部、わかりました、こいつの面めん倒どうは僕見ます」

　がふがふとサンドイッチを食べ、ばっちり喉のどに支つかえさせて目を白黒させるマルタを尻しり目めに、警部はリッツに言う。

「ああ、頼たのむよ。で、さっきの話だが。駆け落ちの線はないんだ。両家とも代々仲が悪くてなぁ。その二人も順調に仲が悪かったそうだ。そしてお互たがい家か宝ほうの宝石がなくなっている。舞踏会でその二人がお互い身につけていたそうだ。で、怪かい盗とうドクトル・バーチのカード」

「僕の出番なんか、げほ、ないじゃないふか」

「そうでもない。両家ともに、犯はん人にんはドクトル・バーチで二人は生命の危き機きにあると言うんだ」

「バーチがそんなことするか。カード偽物だし。まぁロミジュリカモネギだけど」

「なんだそれ。何かの呪じゆ文もんか？」

「まあ、僕の世界の言葉で。げふ」

「……はい、どうぞ」

　リッツが紅茶を淹いれたカップを差し出した。薄うすい陶とう磁じ器きの、白いカップとソーサー。紅茶の色は透とう明めいな赤で、いい匂においがした。マルタは一口飲んで溜息を吐く。

「……おいしい」

　リッツがつまらなそうに眉まゆを跳はね上げる。

「お前のが不ま味ずすぎるんだ」





「で、トーリアス警部。僕たちどこに行くんだ？」

　二人乗りの蒸じよう気き自じ動どう車しやに、無理矢理三人乗っている。マルタとリッツが小こ柄がらとはいえ、警部は箪たん笥すみたいだし、席は狭せまいので、マルタはほぼ半分立っている。そして意味もなく腕うで組ぐみをしているので、すぐ転びそうだ。だからリッツは仕方なくマルタのベルトを掴つかんで固定してやっているのだが、こいつの助手になるのはこういういらん雑ざつ事じが多いんだろうなと考える。

　マルタの質しつ問もんに、ゴーグルをしたトーリアス警部がギヤを替かえながら答えた。

「ホテル・デアステロだ」

「へぇ！　あそこトロールがやってるから馬ば鹿か高いって評ひよう判ばんですよ。給きゆう仕じが全部エルフで、気が利ききまくりだって。噂うわさだと『達人』のカード使いがいるんだそうです」

　リッツの言葉に、マルタが鼻から溜ため息いきを吐つきながら呟つぶやく。

「カード使いねぇ……」

「なんだよマルタ。カード使い信じてないのか？」

「今まで会った奴は大たい抵ていインチキだったんだもんよ」

「まぁ……カード使いと魔ま法ほう使つかいにゃ、実じつ際さい会った奴はいないっていうけどさあ。いるんだよ、きっと、どっかに！　多分！　おそらく！　きっと！」

「どこにだよ。どうしてそんな意地になってんの？」

「だっているっていう話なのに、会ったって話もいたって話も聞いたことないんだけど、でも、絶ぜつ対たいいないって保ほ証しようもないし、そういうのってなんていうか、憧あこがれっていうか稀き少しよう価か値ちっていうか、浪漫ロマンっていうか」

　頬ほおを紅こう潮ちようさせて握にぎり拳こぶしで鼻息でリッツは言うが、トーリアスはその勢いきおいの切れ目にハンドルを切りながら淡たん々たんと言う。

「話を続けていいか？」

　ハンドルを戻もどして警部は言い、二人は何度もうなずいた。

「で、ホテル・デアステロのスイートに、両家の代表に来て頂いただいているから」

「はーそりゃまたご苦労だな」

　帽ぼう子しを押おさえつつ、マルタは言う。

「ったく、どっちかの家は嫌いやだ、警けい察さつ署しよは汚きたないとうるさいうるさい。もちろんホテルの部屋代はあちらで折せつ半ぱんにして頂くつもりだがな」

「ああー！　焼き栗ぐり屋だ焼き栗屋!!」

「暴あばれるなマルタ!!」

　道みち端ばたに出ていた屋や台たいを見て、マルタが騒さわぎ、リッツがベルトをひっぱる。警部が車のバランスを崩しそうになりながら、ハンドルを切って言う。

「……むこうについたら食べさせてやるから、なんでも!!　………だから頼たのむぞ、名めい探たん偵てい、マルタ・サギー!!」

　急カーブで振ふり回されながら、マルタ・サギーは黒くろ髪かみをなびかせて、昼の霧きりの中で笑った。





　ホテル・デアステロのドア係は中性的で黒目が大きく、耳がとがっていて妖よう精せい族のものだとわかった。いらっしゃいませと言われ、微笑ほほえみとともにドアを開けられる。

「結けつ構こう堂々としてるんだな」

　インチ単位で沈しずんでいる感じのする絨じゆう毯たんを踏ふみつつ、リッツは背筋を伸のばして歩いている。

「そんなことない。怯ひるみっぱなしだよ」

「案外いいとこの出かな？」

「まさか」

　リッツは笑って即そく座ざに否ひ定ていした。





　最上階のスイートルームの応おう接せつ室しつは本ほん来らい二間続きなのだが、天てん井じようまでの衝つい立たてを片かたづけて、広々とした空間にされている。大きな窓まどが取られ、バルコニーやサンルームまであった。どうせ毎日霧ばっかりで使えはしないというのに。

　窓はマルタの身長の三倍くらいありそうだった。マルタはその大きい窓を背に立ち、両家の面々を見み据すえる。窓の両側にはマルタの全財産より倍以上高価そうなカーテンが、マルタの家や賃ちんより高価そうな金の房ふさで留とめられている。

　変な髭ひげの身なりのいい鷲わし鼻ばなの老人が、大きな声で怒ど鳴なり散らしている。

「そもそもなぜ侯こう爵しやく家けよりも爵位の低い伯はく爵しやく家けが、あの舞ぶ踏とう会かいに出席していたのか理解に苦しむ！」

「あれがヘンデバウム侯爵」

　トーリアス警部のささやきに、マルタとリッツはうなずく。

「それはご主しゆ催さいのリーゼンデン侯爵様におっしゃってくださいな。私どもは正式なご招待を受けて出席させていただいたのざますからね」

　充じゆう分ぶんに手入れはしているが、年ねん齢れいは隠かくせない老婦人が悠ゆう然ぜんと答える。

「あれがリイタプス伯爵夫人。ちなみに伯爵は五十年ほど前にお亡なくなりだ」

「女じよ傑けつだな」

　リッツが言うのにマルタが答える。

「女じよ怪かいだろ」

「聞こえざんしたよそこの小こ僧ぞう」

　伯爵夫人の横目の言葉に、マルタはけれど少しびくりとしつつも帽ぼう子しをとって礼をした。

「申し遅おくれまして。僕はマルタ・サギーと申します」

「存じませんけどねぇそんな探偵」

　つんとして言われたその言葉に、正直リッツはむっとした。なぜだかはわからない。

　だが、マルタは悠然と帽子をかぶり直して、いかにも自信ありげに微笑んだ。

「そうでしょうとも。何しろ僕の名は特別に秘ひ匿とくされなければならないのです。僕は厳げん密みつには探偵などでは全くないのですから。けれど同時に全まつたき名探偵でもある」

「……何言ってンだマルタ」

　呟つぶやくリッツに警部が笑んで言う。

「聞いとけ。いつもの口上なんだ」

「さて、今回の事じ件けんの概がい要ようを、僕はトーリアス警部から説明を受けています。もう一度、ここで確かく認にんさせて頂きましょう。事件の発生は昨夜の舞ぶ踏とう会かい。そこで両家のご子息・ご令れい嬢じようが消えられたのですね？　まぁオスタス・クレイジー・ニュース紙あたりはこれで、二人が愛し合って駆かけ落ちという見出しが」

「ふざけるな！　我わがヘンデバウム家の者がリイタプスの者などと！　だいたい令嬢のシレア・リイタプスは不ぶ細さい工く性しよう悪わるだと有名じゃ！　レインもリイタプスを嫌きらっておったしの！」

　老人が立ち上がって言うのに、老婦人は扇おうぎを口元につけて、つん、と顔を横に背そむける。

「まあなんて言いぐさざましょう。別の噂うわさではレイン・ヘンデバウム氏は背が低くて博打ばくち狂ぐるいだとか。ほっほっほっ。どこのトンチキがそんな若者に一ひと目め惚ぼれなどするものですか。それになにより、昨さつ今こん巷ちまたを騒がす怪かい盗とうドクトル・バーチのカード。これは何かの陰いん謀ぼうざますわきっと。この後身みの代しろ金きんなどの要求が来るんざましょうね。我が伯爵家は支し払はらえるでしょうが、ほほ、落ち目の侯爵家はどうざましょ？」

「なんだとこの」

　ヘンデバウム侯爵が椅い子すを蹴け立たてて立ち上がり、召めし使つかいがあわてて侯爵を制止にだか支えにだか走る。

「ドクトル・バーチは営えい利り誘ゆう拐かいなどしませんよ」

　淡たん々たんと言ったのは、マルタ・サギーだ。

「僕のライバルを愚ぐ弄ろうしないで頂いただきたいですな」

　その言葉にヘンデバウム侯爵は咄とつ嗟さに答えが出てこない様子だったが、リイタプス伯爵夫人がすかさず言った。

「ライバルとか名めい探たん偵ていとかおっしゃいますけどね。ライバルを依い然ぜん逮たい捕ほできない名探偵というのは、一体どんなものざんしょうねぇ」

「そ、そうだ、おかしいではないか」

　尻しり馬うまに乗る形でヘンデバウム侯爵が叫さけぶ。

　マルタ・サギーは一歩前に出て、胸を張ると鼻で笑った。

「全く、これだから頭のしなびた方々と話をするのは苦労だ。よろしいですか？　探偵がいて、怪盗がいる。その関係の美学をおわかりにならないというのは、いかにも野や暮ぼではありますまいか」

「お、おい、マ、マルタ。お前何言ってるんだ？」

　思わずリッツはおろおろと言い、トーリアス警けい部ぶに止められる。

「まあマルタがアホなのはいつもだから」

「アホじゃ名探偵じゃないじゃん」

「まあそれはこれでこれはそれなんだ」

　何がだ、とリッツが突つっ込む隙すきさえなく、マルタは艶つやのある声でまくし立てた。

「そも、逮捕するのは警察で、謎なぞを解くのは探偵だ。はき違ちがえないで頂きたい。だいたい事件だなんだ勝手に騒さわいでいるのはあんた方だ」

「事件以外の何だというんじゃこれが！」

「私たちの大事な孫たちが消えて、犯はん罪ざい者しやのカードが舞まい込んだ！　これは当然誘拐ざますわ！」

　老人、老婦人ともにこの時ばかりは同じことを言う。マルタはにやりと笑って腕うでを緩ゆるやかに動かした。

「おや、ご意見が合います様で。ですが、結構物事というのは────見たまんまなことが多いし。意外なことはね、単たん純じゆんにその方に見えていないだけのことでしかなかったりもします」

「やかましい、探偵。能のう書がきはええから、レインがどこにいるのか教えろ」

「そうざます、シレアをここへお出しなさい！　正直謎などどうでもいいんざます！」

　マルタはふふんと笑うと、一度目を閉じて上着の内ポケットに指を滑すべり込ませた。

「おっしゃいましたね？……さてここからが誓せい約やくです。あなた方はここから先の、ここでの出来事を口外してはいけない。絶ぜつ対たいに」

　マルタの黒い瞳ひとみが、一同をねめるような視線で撫なでていく。

　まるで手て品じな師しか道どう化けのようだとリッツは思う。

「あなた方が言ってもいいのはただひとつ。“〝マルタ・サギーは名探偵である”〟ということだけです。よろしいですね？　返答をどうぞ」

　侯爵と伯爵夫人は、低い声で応こたえる。

「……了りよう解かいした」

「かまいませんわよ」

「それでは」

　マルタの指が内ポケットから引き出された。人差し指と中指で一枚のカードが挟はさまれ、引き出される。それは手のひらに収まるほどの大きさで、外からの光を緩く反射した。

　マルタは、薄うすく笑んだ自分の口元にそれをかざすと低く、小さく呟つぶやいた。

「I'm Marta Saggy!　Open your fuck'in gate of THE POWER. I will use the card…….」

　カードから、金きん粉ぷんのようなものが噴ふき出して渦うずを巻いて広がる。マルタは高くカードを掲かかげると高らかに宣言した。

「"DETECTIVE名探偵"!!」

　リッツは限げん界かいまで目を見開いてマルタ・サギーを凝ぎよう視しする。

　カード使いというものが、この世に存そん在ざいするという。滅めつ多たに出会うことはない。選ばれた者だけが、異い界かいのどこかにある店でカードを買えるという話だ。カードは誰だれが作っているのかわからない。種類がいくつもあって、複ふく数すう使いこなす者もいるという。

　リッツは初めてカード使いに会った。

　会ってみたかった。

　どこにいるのかもわからなかった『カード使い』。

　その存在に、リッツは憧あこがれていた。目の前で行使されるこの世界以外の力。痛く唾つばを呑のみ込んでリッツは瞬まばたきもしない。

　マルタの手の中でカードすべては金粉に変わって崩くずれる。

「……？」

　緊きん張ちようしていたが、何も起きない。伯爵夫人がふん、と鼻息も荒あらく言う。

「虚こ仮け威おどしざますわね」

　だが、マルタは悠ゆう然ぜんと笑んで顎あごを上げ、腰こしの横に下げた右手の指を一つ鳴らした。パキリ。

「スリー？」

　ホテルの小間使いがドアから入ってくる。なんだか当とう惑わくした様子だ。

「あのう。皆みな様さまにお会いしたいという方がおられるそうなんですが……」

「状じよう況きようをわきまえるざんす。今そんな場合では」

「ツゥ」



    

  
    
      　マルタは指にわずかに残っていた金粉を、ふっと吹ふき、帽子の位置を直す。口元の微笑ほほえみはそのままで、目元の表情がやわらかくなる。扉とびらの開く大きな音がして若わかい男女が一組、転がる様に室内に入って来た。貧びん乏ぼう人にんの身なりで、だがその姿が明らかに板についていない。

「ワン」

　マルタが歯をむき出して笑う。老人達が言う。

「レイン!!」

「シレア!!」

　男の方ががたがた震ふるえて言う。リッツはその姿を見て、言うほど悪くないじゃんと思う。

「お祖じ父い様さま申し訳ありませんでした!!　実は僕はシレア嬢じようとは以前いかがわしい酒場で出会って恋こいに落ちていたのですー!!　って何余よ計けいなことまで言ってるんだ僕は!!」

　シレア嬢とおぼしき女性が、涙なみだながらに訴うつたえる。

「こんなボンクラでも好きになってしまったんです!!　酒場は、だってあそこなら誰もうるさいこと言わないんですもん!!　大ッ人ー、って感じもしたし！　で、パーティーなら家宝持ち出して逃にげ出せるかなって」

「な、な、なんで家宝が必要なんだい」

　伯爵夫人がおろおろしながら言う。

「だって売うっ払ぱらえばいいお金になるじゃないー！　そんなこともおわかりにならないだなんてお祖ば母あさまったら頭悪くてシレア悲しいイイイイイ!!」

　なぜか慟どう哭こくするシレアの肩かたを抱だきつつレインが続ける。

「そして僕たちは有名な怪かい盗とうであるところの、ドクトル・バーチの犯はん行こう声せい明めいを出せば、捜そう査さの目がそちらに向くかと思い、カードを偽ぎ造ぞうしたのです！　前に一度本物を見る機会があったので偽造は楽でした！　友人の家に彼が現れたことがあったのです！」

「そしたら少し前にドクトル・バーチが私たちの前に現れて！　迷めい惑わくだから名乗り出ろと！　でもって私たち闇やみ雲くもにここに来たんですの！　足が勝手にこのホテルに向かったのは神様のお導みちびきでしょうかしら」

　その言葉を聞いて、その場にいた全員が、同じ人物をゆっくり見み据すえた。

　微び妙みような視線を一身に浴あびているにもかかわらず、マルタは余よ裕ゆうを持って微笑んでいる。

　そしてゆっくり帽子を取ると、腰を折って礼をした。

「……これにて一いつ件けん落らく着ちやくです。おつきあいありがとうございました」





　身内の喧けん嘩かに巻き込まれるのはまっぴらだ、とトーリアス警部は早々にスイートルームから二人と自分を連れ出して、静かな廊ろう下かを歩いていく。

　リッツは少し歩いてから我を取り戻もどし、

「お前推すい理りもへったくれもねぇじゃねぇかよ！　で、カード使いならそうだって言えよー！」

　と言って、顔を赤くして涙目で、マルタの尻しりを蹴け飛とばした。

　マルタはただ、笑っていた。



    

  
    
      　さて、怪かい盗とうドクトル・バーチが初めて犯はん罪ざい史し上じように登場したのは、市民の記き憶おくには強く残っているであろう、「スレイリードラゴン誘ゆう拐かい事じ件けん」の時であるが、この誘拐事件には、彼は全く関かかわっていないと思われる。根こん拠きよとしては、「誘拐？　下げ衆すの所しよ行ぎようだ」と常つね々づね言っているという関係者の談だん話わ。その談話と彼の言葉を信じるなら、そうであろうし、また、彼の第一の犯罪である「雪の女王盗とう難なん事件」は、「スレイリードラゴン誘拐事件」と時を同じくして発生した。事件はより大きい事件に隠かくれるものではあるが、まさしくこの時からドクトル・バーチは我われ々われの前に姿すがたを現あらわしたのである。

　以後の彼の活かつ躍やくはもう皆みなさんご存じであろう。彼を憎にくむべき凶きよう悪あくな犯罪者と呼ぶ人間もおり、また逆ぎやくに英えい雄ゆう視しする人間もいる。その華か麗れいな窃せつ盗とう術じゆつ、殺人を行わないこと、未いまだはっきりとその顔を見た者がいないこと、窃盗現場にカードを置いていくやりかたに、浪漫ロマンを感じる者も多い。そのカードは彼の名乗りでもある。それはあたかも「窃盗」という芸げい術じゆつ行こう為いの仕上げに残されるサインのようだ。（後略）

オスタス・クレイジー・ニュース　　　　　　記者・レダール・カレント



    

  
    
      　オスタス・クレイジー・ニュースを読み終えると、泥どろ色いろでごわごわした皮ひ膚ふの丸くて小さい身体、服装はシャツとベストとズボンとネクタイのゴブリンは、絨じゆう毯たんを革かわ靴ぐつで踏ふみつけて主あるじを捜さがす。

「ドクトルー。新聞で褒ほめられてますよう。ドクトルー」

「やかましいぞ、ジャック。お前の読む新聞など、どうせクレイジー・ニュースだろう？　そんな三文新聞で褒められても嬉うれしくもないし、誰だれかのためにやっている行為でもないのだから、いちいち聞かせるな」

　奥おくの部屋で、身み支じ度たくを整えている音がする。

「えーでも、ドクトル、先日新聞の投書でへこんでたじゃないですか。『某ぼう怪盗にもの申す』とかいう題だいの」

「……やかましいぞジャック」

　布ぬの地じが風をはらむ音がして、ドクトル・バーチが現れる。奥の部屋からマントルピースのある部屋へ。

　黒い長い巻まき毛を一つに結び、鍔つばのある帽ぼう子しをかぶり、高い折れ襟えり付つきの黒いマントをつけている。ゆったりしたフリルブラウスに、ウエストを締しめるズボンと、膝ひざ丈たけのブーツ。幅はば広ひろの革製のベルトを締めている。黒の革の手て袋ぶくろをきゅっと鳴らして手に填はめると、ドクトル・バーチは静かに言った。

「車を出しなさい」





「新聞はいいね。様々なことを教えてくれる。そうは思わないか、ジャック」

「あたしにとっちゃクレイジー・ニュースもねたみそねみ新聞もオスタス・ジャーナルも大だい銀ぎん山ざん新聞も一いつ緒しよですけどね」

「どこが一緒なものか」

　ドクトル・バーチの四人乗りの蒸じよう気き自じ動どう車しやは、内側に革を張り、意い匠しようを凝こらした豪ごう華かなものだったが、外側は特に目立つ様なものではなかった。

　ゴブリンのジャックの身体は小さく、そのままではとうてい運転など出来ないものだからアクセルとブレーキには金管で作ったペダルバーがついていて、椅い子すも特注だ。その全すべてにドクトル・バーチの趣しゆ味みが反はん映えいされていて、いちいち小こ粋いきな装そう飾しよくがなされている。

　後部座ざ席せきのドクトル・バーチは鍔広帽の鍔を、水すい晶しよう細工の八角形のステッキの持ち手でくい、と押おし上げ、辺あたりの様子を見て呟つぶやく。道は馬や馬車、人で混こみ合い、自動車はすっかり止まってしまっているのだ。

「……何かあったのか？」

「の、ようですね」

「困こまったな。リーゼンデン侯こう爵しやくの仮か面めん舞ぶ踏とう会かいに間に合わないではないか」

「ドクトル、その格かつ好こうで踊おどりなさるおつもりですか？」

「まさか！　私だって場所はわきまえているよ。だが、変装をして踊りの輪に入ったら、好みでもない相手と手を取って踊らなければならないだろう。考えただけで不ふ快かいきわまりないな。まぁ……あの黒くろ髪かみの少年探たん偵ていと踊るのであれば、悪くはないがな」

「ああ……マルタ・サギーですか。なかなかご執しゆう心しんですな。いちいち邪じや魔まする厄やつ介かい者ではないですか」

　ジャックのその言葉に、ドクトル・バーチが笑う。

「楽しい相手じゃないかね。しかもカード使いと来ている。……私にまで不ふ可か侵しんの効こう力りよくを行使するとは面おも白しろい。力の僕しもべになるのも時として楽しいし、何を措おいても、あの黒髪と象ぞう牙げの肌はだは稀き少しようだよ」

「あたしにとっては頭の変なのっぺり顔の生意気な餓が鬼きですけどね。……どうします、ドクトル。動きませんよ？」

　ふむ、とドクトル・バーチが考え込んだ時、車の窓が軽く叩たたかれた。

　警けい官かんがのぞき込み、帽子の庇ひさしに手をかけて愛あい想そよく微笑ほほえんでいる。

「どうします？」

　ジャックの問いにドクトル・バーチは唇くちびるを余あまり動かさず、ハンドルで窓を下げながら答えた。

「いいさ。あちらも仕事だ」

　窓を開けると霧きりが忍しのび込んでくる。湿しつ気けと冷たさを感じながらドクトル・バーチは微笑んだ。

「何かあったのですか？」

　その微笑みに警官は頬ほおを染そめつつ答える。

「はっ、あの、この先のリーゼンデン侯爵の仮面舞踏会において、ドクトル・バーチが現れたのであります!!　リイタプス家の令れい嬢じようとヘンデバウム侯爵のご子息と両家の家宝を盗ぬすんでいったようです!!」

　内心噴ふき出しながらもドクトル・バーチは驚おどろいた顔で頭かぶりを振ふる。

「……それは恐おそろしいことですね。夜や分ぶんご苦労かと思いますが、どうぞがんばってください」

「は、はいっ恐きよう縮しゆくであります！」

　ドクトル・バーチの美び貌ぼうに頬を赤らめたまま、警官は勢いのある敬けい礼れいをする。

「ああ、そうだ、少し進みましたら右に曲がって抜ぬけて行かれるとよろしいですよ」

「ご親切にありがとう」

　そう言ってドクトル・バーチは窓を閉しめ、ジャックはすこし動き出した道にゆるゆると車を進め出した。

　ドクトル・バーチは息を吐くと不ふ機き嫌げんに言う。

「……どういうことだ？」

「ま、ドクトルの偽にせ者ものが現れたということでしょうな」

　そうであるにしろないにしろ、もはや舞踏会どころの騒さわぎではないようだ。警官に教えられた通り、右の細い道に車が入るなり、ドクトル・バーチは目を閉じ、指で額をおさえながら苛いら々いらと呟いた。

「ジャック、今夜の働きは中止だ。家に帰って本でも読むとする」

「どこか劇げき場じようにでも寄よって、歌劇でも楽しまれた方がいいんじゃないですか？」

「……いい。こんな夜はなんだか厄介に巻き込まれそうだ」

　少し考えたドクトル・バーチは顎あごに手を当てて、不機嫌にマントの襟えりを直した。辺りには人気はなく、車通りもない。毎日のことではあるが霧が濃こいから速度は出せない。機関の蒸気も霧の中に溶とけて行く。

「……街がい路ろのガス灯とうが、今日は亡もう者じやの目の光のようだな」

　背中をすっかりシートに預けてドクトル・バーチは呟く。

「ドクトルは詩し人じんですな」

　ジャックの呟きに、ドクトル・バーチは視線を向けずに鼻で笑った。

「さてね。誰でもが思うことではないかな？　全く、このオスタス市の霧は厄介だ。まとわりついて離はなれない。不思議なものだな」

　そんなこと思ったこともないですが、とジャックは思ったが生せい来らいの頭の良さで黙だまり込んだ。

　車は濃い霧の中をそのまましずしずと進んで行ったが、蒸気のエンジン音に紛まぎれて何かおかしな音が聞こえて来た。

「……？　なんだ？　せっかくの静せい寂じやくが台無しだ。酔よっぱらいか？」

「……なんですかね。速度を出しますか？」

　音は足音だ。霧に濡ぬれた路面を走ってくる二人分の足音。遠えん慮りよのない全力疾しつ走そうだ。思いっきり走っている。車内にその音が聞こえたというのはすでに至近距きよ離りだということだ。ジャックの質問にドクトル・バーチが答えようとしたその瞬しゆん間かん、車の扉とびらの取っ手を思い切り掴つかまれ、あろう事かロックを壊こわして扉が開いた。

「!!」

　驚きにステッキを握にぎり直すドクトル・バーチの胸むねに飛び込む様に、闖ちん入にゆう者しやは車の中に入り込む。最初は男、次は女だ。二人とも夜や会かいの格かつ好こうだったが、女の足は裸足はだしだった。

　不ふ覚かくにも身動きがとれなくなったドクトル・バーチは、相そう当とうの質量に押さえ込まれる息苦しさを感じながら叫さけぶ。

「ジャーック!!」

　返事をするまでもなく、ジャックは闖入者の頭にぴたりとライフルを突つきつける。小こ柄がらなジャックが運転席から構えるのにぴったりの大きさだ。ジャックは乱れのない姿勢で構えている。

「起きあがって速すみやかに離はなれなさい。妙みような動きをしたら殺します」

　淡たん々たんとしたゴブリンの言葉に、男は顔を青ざめさせる。

「あ、あの、勘かん違ちがいしないでくれ。強ごう盗とうとかじゃないんだ」

「外はずしませんよ」

「た、た、頼たのむ、え、ええと」

「あ、あたしたち追われているんです!!　助けてください!!」

　二人の言葉にも興味なさそうに、ドクトル・バーチは苛いら々いらと溜ため息いきを吐つく。だが、次の瞬間男のブローチに気がつき、目を見開いた。深い青色、周まわりには真しん珠じゆがあしらってある銀細工。目を転じれば娘むすめの首くび飾かざりは紅玉で周しゆう囲いは金細工だ。二人とも石の大きさがかなりある。

「知るか。出てけ」

　ジャックの言葉に硬こう直ちよくする二人に、ドクトル・バーチは薄うす笑わらいを浮うかべる。

「いいや、ジャック。レイン・ヘンデバウム侯爵子息と、シレア・リイタプス伯爵令嬢には我わが家においでいただくこととしよう」

　ドクトル・バーチの手が動いて、腰こしのベルトに触ふれる。そして、右手が一いつ閃せんすると、娘の肩かたに細い注ちゆう射しや器きが刺ささり、娘はくたくたとその場にくずおれる。

「シレア!!」

　血相を変える男の叫びが車内に響ひびき、ほぼ同時に、

「沼ぬまの魔ま女じよ謹きん製せいの睡すい眠みん薬やくだ。安心しろ」

　と呟きながらドクトル・バーチは男の首に注射器を突き立てた。





　当然ながら二人を部屋に運び上げるのはジャックの仕事で、その間、ドクトル・バーチには二人の前に姿を現すために必要な準じゆん備びがあった。室内の灯あかりを蝋ろう燭そくに切り替かえて、着ているものも襟えりの高い服にし、顔の半はん面めん、目と頬ほおを覆おおう黒い布のマスクをつける。マスクには、細こま々ごました刺し繍しゆうとビーズの飾りが付いている。

　ジャックは二人が横たわるベッドの上から椅い子すにかけたドクトル・バーチを見つめ、ベッドから飛び降りた。

「なかなかよいようですよ。お美しいし、輪りん郭かくが曖あい昧まいで怪かい盗とうっぽいです」

　指を鳴らしてバーチは命じる。

「よし、起こせ」

「はい」

　ジャックはポケットから小さな茶色のガラス瓶びんを取り出すと、蓋ふたを開けて二人の鼻先で振り覚かく醒せいを促うながす。そしてそそくさとバーチの横の暗がりに立つ。

　二人が身じろぎをして起きあがるのを感じて、ドクトル・バーチは低く言う。

「お目覚めかね。レイン・ヘンデバウム侯爵子息、並びにシレア・リイタプス伯爵令嬢」

　二人は抱だき合って起きあがる。二人とも夜会服のままで、泥どろだらけで多少ゴミの臭においがする。先せん刻こくバーチが香こう水すいをかけたお陰かげで複雑な臭いになっている。

「……愛し合った二人が夜会のどさくさで駆かけ落ちか。それは別によい。ロマンティックだ。多少無計画に過ぎ、一ひと月つき後ごの破は綻たんがたやすく想像できてもな」

　その言葉にシレアはきっとドクトル・バーチを睨にらみ付ける。

「……そんなことありません。私とレインは」

「黙だまりなさい」

　肘ひじ掛かけに肘を突き、手の甲こうに頬を軽く預あずけたドクトル・バーチの声は支配者の響ひびきを持っていた。

「私がお二人にお伺うかがいしたいのはただ一つ。なぜ私の名を利用したのかね？」

「……私の？」

　二人同時に言って、きょとんとし続けた。

「君らは馬ば鹿かかね」

「あっド、ド、ド、ドクトル・バーチ!?」

　二人は手に手をとりあってずり下がり、ベッドからきゃぁとかぎゃぁとか言って落ちた。

「馬鹿の様だな」

「左さ様ようですね」

「すすすすすみませ──ん!!　ごごごごごめんなさいいいいい!!」

　ベッドの向こうでシレア・リイタプスの組んだ拳こぶしが震ふるえているのだけが覗のぞいている。

「わわわわわ悪気はなかったんです!!　でもオスタス一番の怪盗、有名な人気犯はん罪ざい者しやの名前を出せば知名度が高いので、納なつ得とくされやすいかと!!」

　少し間があって、ドクトル・バーチは長い足を組み替えて、まんざらでもない様子で呟つぶやいた。

「ほう」

　隣となりでジャックがまた始まったと内心溜息を吐く。

「それにしても困こまったことをしてくれたな。こんな無ぶ様ざまな犯罪が、私の仕し業わざと思われてはたまらん。迷めい惑わくだから名な乗のり出たまえ」

「そ、そんな」

　ドクトル・バーチはにべもなく言葉を続けた。

「ああ、そうだ、君らの持っていた家か宝ほうは、預かってある。今ホビットの工こう房ぼうに偽にせ物ものを作らせている」

「待ってくださいあれがないと僕ら困こまるんです!!」

　つまらなそうに優ゆう雅がにあくびをして、手て袋ぶくろの指先を見ながらドクトル・バーチは言い放つ。

「別べつ段だん困らんよ」

「……え……？　どういう……」

　ドクトル・バーチは立ち上がる。

「あの区く域いきにはトーリアス警けい部ぶがいるからな。……この部屋は自由に使え。逃にげられないけれど、まあ、一晩くらいそれもよかろうさ。明日の夜は君たちは家だ。くつろぎたまえ。風ふ呂ろに入れよ。おやすみ」

　二人きりになった部屋でレインが不ふ審しん気げに呟く。

「明日には家に帰る……？　一体どういうことだ？　ねぇシレア」

「ドクトル・バーチって素す敵てきねぇ……！」

　レインの言葉も耳に入らず、頬の横で手を組んでうっとりと言うシレアに、レインが呟く。

「え、でも、あの人多分……」

　だがその呟きは、やはりシレアの耳には届かなかった。





「酔すい狂きようもいいとこですよ、ドクトル」

　薔ば薇らの花びらを浮うかべた浴よく槽そうに心地ここちよさげに浸つかるドクトル・バーチに、タオルを持ったジャックが言う。

「そうかね。合理的だろう」

　オレンジウッドの棒ぼうで、爪つめの甘あま皮かわの手入れをしながらバーチは言う。

「ごたごたの種たねは目の届くところに、だ」

「まあ長い間じゃないのが救いですけどね。しかしトーリアス警部がそんなにすぐマルタ・サギーに依い頼らいしに行きますかね？」

　棒をツッツッと振ふって、バーチは言う。

「リイタプス家といえば出て来るのは多分伯爵夫人だろうし、同じようにヘンデバウムも侯爵だろう。その二人を相手に、あのすぐにイヤになる面めん倒どうくさがりのトーリアスが、何時間もつものやらな。それに今日は何日だ？」

「……二十三日ですが。ああ、そうか」

「そういうことだ。マルタ・サギーは金がない。トーリアスはそういうところは親切だからな」

「二十五日はオスタス全域給きゆう料りよう日びですからな」

「もちろんお前のも忘わすれていないよ。安心したまえ」

「あればありがたいですが、なくてもかまいませんよ。お父様のドクトル・バーチへのご恩おん」

「やめろジャック」

「失礼を」

　ドクトル・バーチは勢いよく浴槽からあがる。白い肌はだを、薔薇の匂においの湯が滑すべっていく。





「これでどうかね、ジャック」

　ホテル・デアステロの小間使いの制服を着たドクトル・バーチは、化け粧しようを終えて鏡の中のジャックに微笑ほほえむ。

「はい、お見事です」

　実際、どうしたのだかわからないが身長も小さく見えるし、髪かみの色も目の色も違ちがう。肌の色やその質しつ感かんまでもが違うのだ。バーチの肌はなめらかだが、小間使いの肌は少し焼けていて張っている。そばかすまでもが再現されていた。

「この小間使いの名はデイジー・トゥルカー。スイートルーム付きの小間使いだ。本人は休きゆう暇かを取っているが、今日の当番が急病。かわりにと、連れん絡らくをホテル側はデイジーに寄よ越こす。だがその電話は、私のところに来る様に」

「はい、あたしが細工をしました」

「よし。では行こう」

「あの、一応お伺いしますがドクトル」

「なんだ」

「別段あたしら、用事がない様に思いますが。ホテル・デアステロなんざ」

「馬鹿者。侯爵と伯爵夫人があそこのスイートを借り切ったのだぞ」

「それは知ってますよ。でも盗ぬすむ物も何もないのに」

　ドクトル・バーチは楽しげに微笑む。

「マルタ・サギーがカードを使う。私にとってこれ以上の見み物ものはないよ」

「あれで何なん遍べんも痛いたい目見てるじゃないですか」

「それはそれ、これはこれだ」

　鼻歌まで歌いながら、ドクトル・バーチは玄げん関かんに向かった。

「ったくもぅ。ドクトルは本当にあの変な子供がお好きだな」

　気が知れない、と思いつつジャックは火の始末を確かく認にんしてから部屋を出て行った。





「で、あの二人はどうしたね」

　ホテル・デアステロに向かう車の中で、わざと働き者風に爪を汚よごしながらドクトル・バーチはジャックに言った。

「明け方に目め隠かくしして車に乗せてぐるぐる回って、睡すい眠みん薬やく嗅かがせてウィーダー教会に置いてきましたよ。目立たぬよう庶しよ民みんの服を与あたえておきました」

　ウィーダー教会は、ホテル・デアステロから一番近い教会だ。

「お前の仕事はいつも間違いがない」

　ハンドルを回しながら短くジャックは言った。

「当然です」





　ホテル・デアステロの駐ちゆう車しや場じように車を停とめて、ジャックは葉巻に火をつける。今日の霧きりは昨日よりましだ。窓を開けて、霧の中に煙けむりを吐はき出す。ホテルの裏にあるこの場所は、クラクション程てい度どは聞こえるものの、随ずい分ぶん静かだ。

　霧の中に背の高い細い糸杉の影かげが見えている。鳥の声がする。地面に影が落ちるのは、なかなかいい気分だ。





「I'm Marta Saggy!」

　マルタ・サギーは探たん偵ていだろうか。

　怪かい盗とうドクトル・バーチはスイートルームの扉とびらの前から、彼がカードを使うのをうっとりと見つめながら考える。バーチが変装しているのはホテルの小間使いであるので、支配人をはじめとするホテルの人間が控ひかえる、ドアの側そばに一いつ緒しよに並んでいる。ここからでも、マルタがカードを使う姿はよく見えた。

　そう、どちらかといえば、彼の職業はあくまでカード使いであって探偵ではない。

「……Open your fuck'in gate of THE POWER.」

　だが、そんなことはどうでもいい。自分にとってマルタ・サギーは充じゆう分ぶんライバルの資格を有しているのだから。

　マルタが掲かかげたカードから金粉が広がる。扉の近くに立って待たい機きしているホテルの人間達も小さく歓かん声せいを上げる。

　馬ば鹿か者もの。ここは拍はく手しゆで迎むかえるべきところだ。

　内心そう思い、ふふんと鼻で笑う。

「I will use the card…….」

「あの、すみません。支配人、ちょっと」

「今いいところなんだ邪じや魔まするな！」

　外から声がして、思わずバーチは息だけの声で怒ど鳴なる。もちろん視線はマルタを見たままだ。その行動に支配人は目を丸くする。

「……デ、デイジー？」

「"DETECTIVE名探偵"!!」

　そう叫さけぶマルタの姿をほれぼれと見てから、ドクトル・バーチは、

「あたしが行きますわ支配人」

　とそそくさと廊ろう下かへ出て行った。

「トゥルカー君、君が行っても何ら解決はしないと思うが」

　支配人の声は扉で遮さえぎる。





「お客様、こちらの階はただ今立ち入り禁きん止しですので」

「いや、シレアとよく話したんですけどやっぱり両家の溝みぞをこれ以上深めるのはいけないことだと」

「離はなしてください～～行かなきゃいけない気がするんです～～」

　各自一人ずつ、各階付きの給きゆう仕じ係がかりを腰こしにぶらさげて、力ずくで歩いてくるのは当然シレアとレインだった。

　今はデイジー・トゥルカーであるところのドクトル・バーチは四人の前に颯さつ爽そうと立つと、にっこりと微笑んだ。

「お二人をお通しするようにとのお達しです」

「あ、ああ、そ、そうなんですか。助かりました、警備の人たちが二人ともお腹なかこわしちゃって」

「では私たちは戻もどりますね～」

　汗あせだくになった給仕係は拳こぶしで汗を拭ふいて、持ち場に戻っていく。

「あ、あの……ありがとう。お祖ば母あさまが私たちを？」

　頬ほおを赤くするシレアに、ドクトル・バーチは低く言う。

「そんなわけないだろう。ほら、これを持っていけ。好きにするがいい」

　差し出されたのは大おお粒つぶの赤の宝石に金細工のネックレスと青の石に銀細工のブローチ。それぞれの家の家宝。

「ドクトル……ですの？」

　息を呑のむシレアに、ドクトル・バーチは鼻で笑う。

「怪盗たるものこれくらいの変装は定じよう石せきだろう」

「ああ、やはりあなたは、そういう格好の方がお似合いですよ。思った通りだ」

　レインがウキウキと言い、バーチは魂たましいまで凍こおりそうな視線で睨にらみ付ける。

「レイン・ヘンデバウム。何のことだかはわからんが、そのことを一度でも口に出したら、私がお前を殺しに行くぞ」

　レインはぞっと身を竦すくませ、シレアはそのやりとりが理り解かいできなかったが、理解できない方が良さそうだと女の勘かんで判はん断だんし、ネックレスを受け取る。

「……これは……本物ですか？」

　その問いにはバーチは笑う。

「さあ、どうだろうかな。……どちらにしても美しいのは確たしかだよ」

　青のブローチをレインに投げて、ドクトル・バーチは小走りに廊下を駆かけ出す。

「急げ。駆け込んで注目を浴びろ。有う無むを言わさずしゃべるがいい」

　振ふり向いた口元が、薄うすく微笑みを浮うかべる。

「若者の勢いで、老人のがらんどうの見み栄えを破は砕さいしてやれ」

　そして一度二人を振りきり、部屋に入ると部屋の全員に告げた。

「あのう。皆みな様さまにお会いしたいという方がおられるそうなんですが……」

　そして始まる茶ちや番ばん劇げき。

　茶番でも何でもいい、嘘うそでも本当でも。この二人が結ばれても、そうでなくても。

　ぎゃぁぎゃぁ言う二人におたつく、権けん威いの見本のような二人の老人は端はたで見ていておかしかったし、余計なことまでしゃべり出すレインもおかしかった。

　不ふ愉ゆ快かいでばかばかしい老人達の歴史を、若者の恋こいがぶちこわしていくのは痛つう快かいだ。

　そう言えば、マルタの隣となりに立っている少年は初顔だ。助手でも雇やとったのだろうか。

「これにて一件落着です。おつきあいありがとうございました」

　マルタはそう言っていつもの優ゆう雅がな礼をして、帽ぼう子しをかぶり直す時に、帽子の陰かげからこっそりドクトル・バーチにウインクをした。

　あるいはかわいいデイジー・トゥルカーに。





　屋や敷しきに帰って変装を解といたドクトル・バーチは、髪かみを洗あらって乾かわかしても、まだ今日は日が高い、と思って窓の外を見ながらジャックに言う。

「ジャック。散歩がてら、デパートメントに行ってくるよ。車はいらない。お前も外に出ていいぞ」

「それは嬉うれしいですな。公園に行くとします」

　使ったタオルを畳たたみながら、ジャックは弾はずむ足取りで上着を取りに行った。





　オスタス一のデパートメント。ドゥアンドベン百ひやつ貨か店てん。市民の通つう称しようはドゥビーデパート。ドゥ氏が禿はげでベン氏が太っちょ。子供までみんなそのことを知っているのは、広告の歌の文もん句くにあるからだ。

　ドクトル・バーチは自分が選んだ物をフロアに積み上げている。上客に支配人が出てきて相手をしていた。

「本日もお気に召めして頂いただける物がありまして光栄でございます。全すべて本日中にお屋敷にお持ちしてよろしいですか？」



    

  
    
      「うん……そうだな」

　ドクトル・バーチは少し考えて言った。

「買った服に着き替がえていこう。美容室は空あいているかね」

　そしてどこかで歌劇でも見て帰ろう。……まあ、私は当然かわいくなどない。どちらかと言えば絶世の美女だから。着替えて、髪を整え、爪つめを塗ぬって化け粧しようをする。

　今年のドレスは体の線を出すのが流行だ。花の刺し繍しゆうと黒のレース。胸を大きく開け、足あし下もとは人魚の足ひれの様な裾すそ。ビーズの飾かざりのヒールを履はく。

　背は高いが、四し肢しと腰細く、胸と腰回りがあり、胴どうはくびれていて、まるで匂におい立つ様な色気に溢あふれている。みずみずしい赤い唇くちびると、宝石めいた緑の瞳ひとみ。長い睫まつげに白い肌はだ。

「お似合いですわ、マリアンナ・ディルベルタ様」

　ドクトル・バーチ、またはマリアンナ・ディルベルタは、美容係にうっとりと言われて微笑ほほえんで立ち上がる。

「ありがとう」

　別に、あの少年探たん偵ていに恋こいなどしてはいないけれど、あのウインクがもしも、かわいいデイジー・トゥルカーにだったら少し悔くやしい。もっとも、ここで着飾っても仕方がないのだが。

　ふふ、と笑うとドクトル・バーチは香こう水すいの香かおる髪を揺ゆらして歩き出す。

「女心は不思議なものよな」

　さて、あのブローチとネックレスをどうしようかと考えながら、ヒールの音高くドクトル・バーチはコートを羽は織おって霧きりの中に消えていった。





　ホテル・デアステロでトーリアス警部に食事を奢おごってもらってから戻って来たらもう夜だった。

　今日から助手のリッツは茶を淹いれてやりながら、食事の間も婉えん曲きよくにさんざん言ったことを、まだぶつぶつ言う。マルタがカード使いであったことは、未いまだに少し複ふく雑ざつだ。

「カード使いならそうって言えよ。つか、あんなん推理も捜そう査さもあったもんじゃないじゃん。ドクトル・バーチのお陰じゃないか……って、ドクトル・バーチってどんなんだろ。会ってみたいなー」

　温めたカップにお湯を注そそぐと、脳のうの奥おくまで届く様な香りが辺り一面に広がる。ご満まん悦えつで匂いを嗅かぐリッツは、リッツの寝ね床どこを作っているマルタを呼ぼうとしてふと気がつく。

　雑ざつ然ぜんと物が置いてある棚たなの上に同じ文字らしきものが書かれている紙があった。

「なんだこれ。呪じゆ文もんかな」

　リッツはそれきり興味を失って、マルタを呼びに行った。

　リッツにはわからなかったが、それには漢字でこう書いてあった。





　鷺さぎ井い丸まる太た。

　自分の名を忘れない様に、といくつも書かれた言葉だったが、その文字が意味を持つのはまだまだ先のことである。



    

  
    
      　親しん愛あいなるジョゼフ

　私たちのこの文通も、もう丸三年を迎むかえますね。大陸での生活は如何いかがですか。オスタス市は相変わらず霧きりの日が多いです。吸きゆう血けつ鬼き（歴れき史しある名とはいえ、この呼よび方はなんとかならないものでしょうか）の私にはありがたい街ですが、ケンタウロスの貴方あなたは、いかにも陰いん鬱うつそうでしたわね。こちらでは最近、ドクトル・バーチという素す敵てきな怪かい盗とうと、その好こう敵てき手しゆである探たん偵ていＭ氏が新聞を賑にぎわせています。最近では私の学校に、彼らの行動を研究する同好会が出来て、私も加わりました。彼らの対決のことをつぶさに調べるのはなかなか楽しくてよ？　よかったら、と思い、レポートを同どう封ふうします。楽しんでね。息いき詰づまる対決がいくつもあるわ。このことについて話し合えたら素敵だと思っています。

（以下用よう箋せん三十八枚・新聞記事の写うつしとレポート）

愛をこめて　ナンシー



追つい伸しん　そういえばいとこのガディッタが大学を辞やめました。お金持ちの家でお手て伝つだいをして、美お味いしい血の男の子を探さがすんだそうです。私には貴方だけです、ジョゼフ。飢うえ死にしない程てい度どには、なんとかしますね。

　それでは私の美味しいジョゼフ、どうかお願いですからくれぐれも身体からだに気をつけて。



    

  
    
      

　　　　一日目。（気温二十七度／夜になって晴天）




　マルキース高こう原げんは、オスタスに近い避ひ暑しよ地ちである。夏になるとオスタスは蒸むす。逃のがれ場所のない蒸し風ぶ呂ろに、都市一つがなってしまうのだ。金持ち、貴き族ぞく達の夏用の別べつ荘そうがマルキース高原には林りん立りつしている。その中の、特に趣しゆ味みの悪い、言ってしまえば成なり金きん趣味の別荘に、マルタ達はいた。

「不思議な事があるものでなぁ。ああ、一応自じ己こ紹しよう介かいをしてくれたまえ。礼れい儀ぎだろう。ワシはスゥロンだ」

　うわっ金きん満まん家かの豚ぶた。

　マルタ・サギー名めい探たん偵てい事じ務む所しよの助手、鳶とび色いろの髪かみと青せい灰かい色しよくの瞳ひとみ、顔にそばかすのある人間族の少年のリッツ・スミスは内心そう思うが黙だまり込こむ。

　目の前の今回の依い頼らい主ぬしは、豚ではなくノームだ。

　ノームらしく身長は高くなく、立ってもマルタの腰こしまでくらいしかないだろう。ノームの特とく徴ちようである白い髭ひげを蓄たくわえてはいたが、その二つの部分以外は全くノームらしくなかった。

　リッツの目からはスゥロン氏は、豚のなかでも性格の悪いだらしないのに酷こく似じしているように見えたので、他の二人がどう思ったのか知りたくて、ちらりと視し線せんを走らせる。

　リッツの前に立っているのは箪たん笥すみたいな身体の髭の紳しん士し、トーリアス警けい部ぶで、表情に変化はない。にこにことした笑え顔がおのままだ。

「オスタス第二分署のトーリアスと申します。そしてこちらは探偵Ｍ氏。年は十七と若わかいですが、怪盗バーチとは何度も対決をし、きゃつの企たくらみをいくつも阻そ止ししております」

　掌てのひらで示しめされ、紹介されたのは白いシャツとネクタイと、千ち鳥どり格ごう子しのベストと大きめの上着と革かわ靴ぐつといういでたちで、だらりと立っている黒髪とうす黄色の肌はだの、名探偵マルタ・サギー。

　案あんの定じようマルタは何か言いたげに僅わずかに口を開いて、それからかぷんと音がしそうに口を閉じて微笑ほほえんだ。

「あー……僕は探偵Ｍと申します。仮かりの名なですがご容よう赦しやを」

「依頼主に対するのに、仮か名めいとはどうかと思うがな」

　あからさまに不ふ機き嫌げんにスゥロン氏は言ってマルタを睨にらみ付つけた。だが、マルタはいつものように笑い、いつものように言った。

「生憎あいにく、僕の名は特別に秘ひ匿とくされなくてはならないのです。お嫌いやでしたら帰ります」

　その変に押おしの強い笑顔にか、帰るという脅おどしにか、スゥロン氏は不満げに言った。

「ならいい」

　マルタは更さらににっこり笑う。

「ありがとうございます。では、紹介の続きを。こちらは僕の助手で」

「リッツ・スミスです」

　リッツは帽ぼう子しをとってぺこりと頭を下げる。

「助手なので僕より年下で十五歳さいでぇす」

　どうやらリッツが年下なのがやたら嬉うれしいらしくマルタはわざわざそう付け加え、リッツは多少イラッとした。

　一人だけ大きな安あん楽らく椅い子すにどかりと座すわっている金満家の豚、ではなくてスゥロン氏について、この高原の別荘に来る前にトーリアスに聞かされた情報を、リッツは思い出して整理する。

　爵しやく位いはないが金はある。そのうちどこかの令れい嬢じようでも娶めとって、爵位を買ったりするだろう。汚きたない仕事ばっかりやって金持ちになった成金で、見方を変えればまあ苦労人と言えなくもない。すんごく無理をすれば。

　そうトーリアスは言った。

　頭がはげていて肥ひ満まん体たい。目は美しい青色だが欲に濁にごっている。髭はノームの特徴で真っ白。全すべての指に指輪が填はまり、とどめに七色のユニコーンの刺し繍しゆうのガウンを着ている。

　うん、間ま違ちがいない。成金だ。

　リッツはトーリアスの言葉を思い出して納なつ得とくする。

「不思議なのだよ。ワシの家にはデバンスの絵など一枚もないのだ。だというのに、彼かのこそ泥どろがカードを寄よ越こしおった！」

　バンと、芋いも虫むしのような指で、スゥロン氏はテーブルにカードをたたきつけた。そんな時にも彼は立ち上がりはしない。

　マルタは失礼、と言って、テーブルの上のカードを検けん分ぶんした。彼にとっては馴な染じみのカードだ。柔やわらかい、ぼってりとした紙にエンボスの浮うき出し文字で「ドクトル・バーチ」。色はない、浮き出しだけで書かれた上品なカードだ。オスタスの霧のような。マルタは鼻先にカードを持っていって匂においを嗅かぐ。リッツも知っている。特徴のある香こう水すいが噴ふかれているのだ。杜ね松ずの匂いが立つ香水だ。

「……確かに本物ですね」

　マルタはスゥロン氏にではなく、トーリアス警部とリッツに言ったが、スゥロン氏が何な故ぜか大きい声で答えた。

「で、あるから！　今こそきゃつめを捕つかまえるよい機会であろう！　盗ぬすまれるものはない、だのに奴やつは来る！　捕ほ縛ばくに集中できるというものだろう！　なぁ警部殿どの！」

　言われたトーリアスは苦く笑しようして、

「善ぜん処しよしましょう」

　とだけ言った。

「ああそうしてくれたまえガッハッハー！」

　スゥロン氏は誰だれも聞いていないのにそう言って、リッツはなんかすげぇ豚だなと思った。これが金持ちになるための秘ひ訣けつかなと、ちょっと、感心した。





　マルタ達に用意された部屋で、マルタはベッドに仰あお向むけに横になり、リッツはそのベッドの横にちょこんと座すわり、トーリアスは椅子に座った。

　窓まどからは鳥の声と、涼すずしい風。あかるい夏の日ひ差ざしだ。蝉せみの鳴き声もする。温度は高いがやはり高原の別荘地である。蒸むし暑あついオスタス市に比べれば快かい適てきこの上ない。

「さて、諸しよ君くん。一体どういう事だと思う？」

　トーリアスの質問には、マルタがぼけーと天てん井じようの細さい工くを見つめながら答えた。

「そーんなの。単たん純じゆんなハナシでしょー。つまり、バーチと豚、どっち信用するかっていう」

「あ、やっぱ豚っぽいよなスゥロン氏」

　リッツの言葉にトーリアスはにやにや笑い、マルタはだるそうに横になったまま言う。

「ぽいっちゅうか見たまんまだな。さて、ここで問題です。信用すべきはどっち？」

　マルタの問いに、答えはトーリアスとリッツの口から同時に出た。

「バーチ」

「僕も同意見。ということは、豚は嘘うそを吐ついている。ところでリッツ、デバンスって知ってるか？」

　マルタに聞かれ、リッツは何も考えずに答える。それくらい調べてきた。

「ローワイヤ・デバンス。三年前に酔よっぱらってドブに填って他た界かい。その遺い作さくは全て国宝級との評ひよう価かを受ける名めい画がで、値ね段だんはまぁ、バカ高い。水辺が好きでそれがモチーフの作品も多い。と。そんなとこ？」

　聞きながらマルタはのたのたと起きて、ベッドの上にあぐらをかく。

「そんなとこ。豚が嘘を吐いているということは、デバンスの絵を豚は隠かくし持もってるって事だ。おそらく未発見の作品だろうな」

　トーリアスがなぜか浮かれて言う。

「脱だつ税ぜいだ。国税局に密みつ告こくしたら、ウハウハだな。俺の同期に出世させたい奴がいるんだが、マルタ、密告してもいいか？」

　マルタはまたすぐばたりとベッドに仰向けに倒たおれ頭の下に腕うでを組み、顔の半分にハンチングをのせて笑う。

「好きに。あー、でも、まぁそしたら……まぁ、今回はそれじゃぁ我わが宿しゆく敵てきとの対決はなしかなあ。もう、警部の電話一本で国税局来て、それで終わりじゃない」

「まぁ、とはいえ、ドクトル・バーチは逮たい捕ほしたいんでな。一いち応おう警けい備び態たい勢せいは敷しかせて貰もらうぞ。……だが、まぁたしかに、今回のは逮捕する相手が違うかも知れんが」

　トーリアスはそう言って、軽く唇くちびるを舐なめた。風が入って窓まど辺べのカーテンと、一同の髪を揺ゆらして過ぎる。マルタはうっとりと目を閉じて呟つぶやく。

「……しかし、ここは涼しくて良いな。しばらく滞たい在ざいするのも悪くないけど……」

　マルタの呟きに、リッツが堂どう々どうと宣せん言げんする。

「言っとくけどマルタ。バーチの予告は今夜だし、宿に泊とまる金なんかないからな」





　さあ、これから侵しん入にゆうだという時にバーチはわずかに迷まよいを覚えた。

　落ち着くために緊きん張ちようを僅わずかに緩ゆるめて息を吐はく。

　オスタスと違い、メリデン山脈近くのこの避ひ暑しよ地ちは、マントをはためかせる夜風が心地ここちよい。三み日か月づきの下、件くだんの屋や敷しきの屋根の上で、黒マントに黒い鍔つば広ひろ帽ぼう、長いブーツに目め元もとを覆おおう黒い仮面といういでたちの、ドクトル・バーチは考える。

　デバンスの絵画は欲ほしい。あれは美しく価値があり、別荘の壁かべに飾かざるには「夜風」という作品はぴったりだ。この屋敷の豚ノームが持っているという。だが、あの豚を当とう局きよくに引き渡わたすのも魅み力りよくだ。スゥロン。奴は価値がない。バーチにとってとても醜みにくい。芸げい術じゆつ品ひんを資し産さんとしか見ない男。金のために人を見み殺ごろしにする男。そのための証しよう拠この品を、自分が盗んでしまっては。

「……さて、どうするかな」

　夏空の潤うるむ月光の下、屋根の上でバーチは考え込んだ。足あし下もとには犬や警察官達がうようよいる。その上、この屋敷は三方を断だん崖がいで囲かこまれてその下には河が流れている。落ちたら怪け我がは免まぬかれまい。

　もちろん退たい却きやくの用意は万ばん全ぜんではあるがどうするべきか。

「今こん晩ばんは。ドクトル・バーチ」

　静かな声に虚きよを衝つかれて振ふり向むくと、そこには月を背に黒髪の少年探偵が立っていた。

「マルタ・サギー……」

　マルタは口元を皮ひ肉にくに上げて言う。

「こうして言葉を交かわすのも、何度目かね？」

　言うとマルタは苦笑した。

「今回は停てい戦せんの申し込みだ。盗ぬすむのを諦あきらめてくれないか。ここで僕に会ったことで、君は多分に不利になっているし、トーリアスはスゥロン氏に税金を納おさめて欲しいって言ってるんだ。今回は名探偵僕のカードを使う余よ地ちはないだろうし、だから……」

　突とつ然ぜん、月がかげった。異い様ような気け配はいに、バーチは反はん射しや的てきに懐ふところのポケットから動物が忌き避ひする匂いの香水を取り出して辺りに振りまき、更さらにマントで身体からだを覆おおう。それでも激しい羽は音おとが響ひびき、速度を持った動物が身体に思い切りぶち当たる衝しよう撃げきが来る。全力で踏ふんばらなければいけない位だ。



    

  
    
      「う、わァッ！」

　マルタの悲鳴が聞こえた。バーチはマントを払はらいのけると反射的に手を伸のばす。

「マルタ！」

　だが、バランスを崩くずしたマルタの身体にその手は届かない。マルタの身体が、闇やみの中に呑のまれていくのを茫ぼう然ぜんと見つめた後、バーチは唇を噛かみしめて立ち上がり、屋根の上から疾しつ風ぷうの如ごとく姿を消した。





「……全く、酔すい狂きようも過ぎますよドクトル」

　怒おこった様ような誰だれかの声が遠くする。香水と、甘あまい体たい臭しゆうの混ざった香り。それと、蒸じよう気きエンジンの稼か働どうする匂い。揺れている。自動車の中だ。誰かの体温。柔やわらかい身体……。

「……やかましい、放ほうっておけるか……手て当あてをせねば……」

　切せつ迫ぱくした声。いい匂いだ。暖あたたかくて柔らかい。鼻はな面づらを軽くこすりつけてみる。暖かいのに、凄すごく寒い。不思議だ。

「……正しよう気きの沙さ汰たでは……よりによって、マルタ・サギーを……」

　水の中か、砂時計の砂に埋うもれている様だ。

　声が遠い。

　意識が滑すべり落おちる。

　マルタ・サギーって、誰だ。





「マルタがいない？」

　駆かけ回まわって息を切らし、緊きん張ちように顔を蒼そう白はくにしたリッツの報告に、警備の隊列から抜ぬけたトーリアスが眉まゆを跳はね上げる。

「またどっかふらふらしてんじゃないのか？」

「僕が、探して、いないって言ってるんですよ」

　リッツの声こわ音ねは低く口元は引き締しめられている。その様子にトーリアスは息を吐き、帽ぼう子しを被かぶり直す。

「……ともあれ、バーチの予告時間が来なければ動けん。お前は引き続き捜そう索さくしてくれ。予告時間が来たら、何人か選んで『探偵Ｍ氏』の捜索に当てるから」

「……わかりました。それと、先ほどのコウモリの大たい群ぐんを見ましたか？」

「ああ、見た。バーチの何かだろうかなぁ」

「今までの記録には、ありませんでしたよ」

　それぞれの帽子の庇ひさしの下で鋭するどく視線を合わせて、二人はまた離はなれた。





「失礼します。スゥロンさん」

　警備のサイクロブスが部屋の扉とびらを開けて、リッツを中に迎むかえ入れる。サイクロブスはスーツと専せん用ようの黒眼鏡めがねをかけていて、スゥロンの百倍知的そうだった。

「なんだね」

　言ってスゥロンは安楽椅子から視線を投げる。リッツの顔を見ても誰だか思い出せないらしく、ぼんやりしている。会った時と同じ部屋で、スゥロンも同じ様子だ。少しは動けとリッツは内心言う。

「探偵Ｍの助手の、リッツ・スミスです」

　リッツが名乗るとあーとかうーとか言って、ブランデーグラスをメイドに差さしだし、豊ほう満まんな身体と眼鏡とひっつめ髪のメイドは、黙だまって酒を注つぐ。

　きつい薔ば薇らの香りがして、視線を向けるとテーブルの上に薔薇が大量に入れられた壺つぼがあった。灯あかりが暗くて何色だかはわからない。

「なんだね、用よう事じは」

「……先せん刻こく、コウモリの大たい群ぐんがこのお屋や敷しきの上を飛んで行ったんですが、何かご存ぞんじでは？」

「ああ、山だからなァ。あるだろうさ、そういうことも」

　スゥロンは気だるげにそう言って、酒を飲んだ。

　その瞬しゆん間かん、十二時の鐘かねが鳴る。

　スゥロンはリッツに向かってにやりと笑えんだ。

「……どうだい。絵なんかない。だからバーチも諦あきらめたのさ」



　　　　二日目。（気温二十八度／一日快晴）




　時間は日付が変わってまだ夜や半はん。

「ちょっと、ドクトル。出てってくださいよ邪じや魔まくさい」

　湯と洗せん面めん器きを持ってきたジャックを、ドクトル・バーチは綺き麗れいに無む視しして、包ほう帯たい姿で眠ねむるマルタの寝ね顔がおに見とれる。

「弱った姿も、また、いいな」

　うっとりと溜ため息いきを吐つくバーチは、巻いた黒くろ髪かみを緩ゆるくまとめた部屋着姿だ。部屋着は上じよう等とうの絹きぬ製せいのドレスで、腰こし回まわりだけを帯で締しめている。ベッドの横にわざわざ椅い子すを持ってきて、マルタの寝顔を見つめているのだ。

「全く、酔すい狂きようも過ぎるってんですよほんとに」

　ジャックはゴブリンだ。小さな身長とずんぐりむっくりの体つき。頭には髪がなく、いくつかの突とつ起きがあり皮ひ膚ふはごわごわだ。だがその物もの腰ごしは落ち着いていて深い知ち性せいと品ひんを感じさせる。シャツと蝶ちようネクタイ。茶色のチェックのベストと揃そろいのズボンと革かわ靴ぐつのジャックは自分の主人に向かって遠えん慮りよ無なく小こ言ごとを言う。

「わざわざ屋根から落ちた厄やつ介かい者を助けて手当てしてやって、こんな状じよう況きようでそいつの目が覚さめて正しよう体たいがばれたらどうするんですか。せっかく築きずいたドクトル・バーチの伝説が……」

　てきぱきと洗面器に湯を入れ、タオルを浸ひたして絞しぼって、ベッドの方に向くとマルタがぼんやりと黒い瞳ひとみを開き、バーチが硬こう直ちよくしていた。

　ついでにジャックも硬直する中で、マルタの黒い瞳が室内をくまなく見つめ、そしてその薄うすい唇くちびるが二人を見て、力のない言葉を吐はいた。

「……あの」

「え、あ、なんだ」

　律りち儀ぎにバーチが身を乗り出して訊きく。

「ここはどこで……僕は誰だ……？」

　ジャックは手に持ったタオルを床ゆかにぼたりと落とした。





　明あけて朝。スゥロン邸ていの客きやく間ま。

　マルタの為ために用意されたベッドは、結局カバーもめくられないままだった。朝の光が入り込む室内で、リッツはそのベッドの中心にあぐらをかいて靴も脱ぬがずに座すわっていた。

「おかしい」

　ぼそりと声に出して呟つぶやいてみる。

　そして勢いきおいよくベッドを降りると、帽ぼう子しをきゅ、と被かぶり直して外へ出る。

　何かあったとしたら、あの時だ。

　あの、コウモリの群むれ。

　リッツは屋敷の外、裏庭に出ると歩き回って渓けい谷こくを見る。

　小こ枝えだや枯かれ葉はを踏ふみながら、夏とはいえ早朝の冷える高原の空気を吸って進んでいくと、崖がけから生はえた一本の木が、奇き妙みような形で折れているのを見つけた。上から何かが落ちて、ひっかかったような折れ方だ。

　リッツはきつく唇を引き結んだ。





「記き憶おく喪そう失しつですか。はぁ」

　ドクトル・バーチの話を聞いたジャックはきょとんとする。二人がマルタを運び込んだのは夏の別べつ荘そうで、オスタスの本宅より内ない装そうも家具も涼すずしげな物がしつらえてある。零こぼれんばかりに花が生けられた花か瓶びんが載のる大だい理り石せきのテーブルで、二人は話をしている。朝の光が差し込んで美しい。

「名前も過去も全すべて忘れている。うーむどうしようジャック」

　白地に水色のパイピング飾かざりのサマードレスに、オレンジのショール。髪かみをきつく後ろで結むすんだバーチが考え込む。

　窓まどからの光がカーテンに和やわらげられて、淡あわい影かげを落とす。

「知りませんよあたしゃ」

　足のつかない大人の人間用の椅子にちょこんと座ってジャックは淡たん々たんと答えた。

「そんな。相談に乗ってくれ」

　めずらしくすがられ、ジャックは溜ため息いきを吐いてやれやれと言う。

「別に、偶ぐう然ぜん拾ひろった振ふりして戻もどしてきたら良いじゃないですか。トーリアスんとこでも」

「嫌いやだもったいない」

　言うと思った。

　ジャックは内心そう思う。

「じゃぁ。記憶が戻るまで面めん倒どう見るしかないんじゃないですか」

　やれやれとあからさまに溜息を吐いてみせたが、あっさり無視される。もともとバーチはこのセリフを自分に言わせたいだけなのだと、判わかってはいたが。バーチはどこか浮うかれた様に楽しそうに言う。

「……仕し方かたないよなぁ……そうだよなぁ。やはりあれか。怪かい盗とうとしてのモラルか？　ライバルに恥はじをかかせたくないという……いやぁ……そういう慈じ善ぜんも大変であるよな」

　言っていて途と中ちゆうで言い訳わけを思いついたらしく、にやにやしながらバーチが言って、ジャックが冷静に答えた。

「ドクトル、言ってることが滅め茶ちや苦く茶ちやです」

「やかましい。いいかジャック。決めた。私は夏を満まん喫きつするぞ」

　満足げに笑い、オレンジに塗ぬった爪つめ、指先を軽く動かすバーチに、ジャックは言った。

「かまいませんがね。スゥロン氏の方はどうなさるおつもりです」

　ふん、とバーチは鼻で笑う。

「……盗ぬすむ先が国営の美術館になるだけのことさ。その為の手伝いを、多少しようとは思うがな。まあ、マルタの助手ががんばってくれるだろう」





　空気は涼しく、僅わずかに開けられた窓からは、木の葉と草のすれる音が心地ここちよく聞こえてくる。目が覚めた時にはすでにさわやかに日は昇のぼっていて緑を灼やいていた。

　夏の高こう揚ようと、快かい適てきさが身体からだを包む気候だ。

　で、ベッドは上等、シーツはリネンウォーター仕上げで香かおりはラベンダー、調ちよう度どは上品、着ているのはシルクのパジャマで、傷には清潔な包帯を巻かれ、医者は美人の女主人と来ている。自分はと言えば身体は辛つらいし具合は悪いし頭は痛いし、最悪だ。その上自分の名前も思い出せないし、思い出そうとすると頭痛がする。

「マルタ」

　ここの主あるじらしい黒髪の女性は、間ま違ちがいなく自分をそう呼んだ。

　糊のりの利きいたシーツの感かん触しよくを楽しみながら、マルタは寝ね返がえりを打って考える。

　彼女は美人だ。

　てきぱきと処しよ置ちをし、診しん察さつをした。いい匂においがした。

「……ゆっくり休むのが一番です。ここは私の別荘ですから、よければいつまででも」

　そう、にっこり笑った。

　マルタはふ、と笑うとまんざらでもなく言った。

「……お言葉に甘あまえちゃおっかねぇ……」

　自分が誰だかわからないなら、快適な境きよう遇ぐうを幸運と思う以外、一体何が出来るというのか。誰か識しき者しやに教えて貰もらいたいねとマルタは思って、また眠りに落ちる。

　そしてその落下感の中思う。

　こんなことが前もあった。

　知らない場所、判らないところに投げ出されて、途と方ほうに暮れてから開き直る。

　ここはどこだ？

　僕はどうしたらいいんだ。

　こんな別のところで。

　それに比べれば、今は比べものにならないほど快適で、なぜだか強く安心もしていた。





　オスタスは夏だ。

　この季節には晴れる日も多く、オスタスにはそこここに薔ば薇らが咲さきほころぶ。オスタス・ローズと呼ばれる蔓つる薔薇で、尖とがった花か弁べんと小さな花をいくつも持つ、黄色やオレンジや赤や白の花だ。この薔薇は、蒸むし暑あつい気候を好む。老人がぐったりし始めたら、この薔薇の盛りだ。そのため、薔薇の異い名みようは「年寄り殺し」。

　マルタ・サギー名めい探たん偵てい事じ務む所しよの窓を大きく開ければ、道の喧けん噪そうや砂さ埃じんと共に風と熱に歪ゆがんだ夏の光が入ってくる。主のいない探偵事務所。いつもマルタが座すわる椅い子すと机の、その机の上にリッツは座ると膝ひざを立てて考え込む。今日も蒸し暑い。シャツがぺったりと肌はだに張り付いて不快極きわまりない。

　マルタが行方ゆくえ不ふ明めいなのにもかかわらず、スゥロン氏に無む理り矢や理り今朝、警けい察さつ、トーリアスともども追い返された。目め障ざわりだという理由だった。さすが豚ぶたノーム。成功の秘ひ訣けつは理り不ふ尽じんさだろうかとリッツは思う。だが、豚ノームの言葉に従ったのは、自分自身少し落ち着くためだった。

　窓からの重たい風に、カーテンが揺ゆれる。とても暑いがリッツはボタン一つも緩ゆるめない。理由は、なんとなくだ。

　夏の光に背中を灼やいて暗い雑ざつ然ぜんとした室内を睨にらみ付ける。

　スゥロン氏は絵を持っている。ドクトル・バーチがスゥロン氏を気に入らず、その隠かくし財産を暴あばくと同時に盗もうとした。スゥロン氏は隠し場所に自信があるらしく、（当然、警察はその捜そう査さなど出来ないわけだし）警察に届けを出した。

　そしてバーチを狙ねらって、いくつもの罠わなをかけて、マルタがその罠にひっかかってしまったというなら、姿を消したマルタは。

「……バーチが匿かくまってる」

　呟つぶやきは口から漏もれたがリッツは気が付かない。

　だとすると、かえって安全だろう。

　死んでなければ。

　怪け我がをしてなければ元気に戻ってくるだろうが……。なんだか本能的にいやーな気がするのは何な故ぜだろうなと、リッツは思う。

　そして、バーチの気き性しようからすれば……。

　ふん、とリッツは鼻を鳴らして机から降り居間に行って何か探していたが、暫しばらくしてから叫さけび声が響ひびいた。

「マルタぁっ！　わかんなくなるから鉄道時刻表は定位置に戻もどしておけっつったろうが！　ああもぉ、何でこんなところに入れるかな!?」

　とんでもない所から出てきた様だ。鍋なべの中とか。





「私の名はファントム。それ以上は聞くな」

　高原の昼。

　木こ陰かげに出された白いテーブルで昼食（マルタにとっては朝食）を摂とりながら、マルタは黒髪の女性に訊きいた。

　あなたは誰か。自分とどんな関かかわりがあるのか。そしたらこの答えだ。

　ナイフとフォークで、ベーコンを切りながらマルタは相手を見つめる。

　大きい胸。間違いなく美人で、しかも色っぽい。上品で金持ちだ。男言葉なのも不思議に似に合あっていて抵てい抗こうはない。昼の光の中、高く小鳥が鳴く。ベーコンはまだじりじりと音を立てていて、口に入れると火傷やけどしそうに脂あぶらが熱かった。割ると湯ゆ気げの立つパンを千切って口の中に入れる。

「……世せ話わになっているんだから、従したがうべきなんだろうが……だが同時にいつまでも世話になるわけにもいかないし。……誰かに心配をかけるべきでもないだろうし……だからの質問なんだけど」

　そう言った時にわずかに胸が痛んだ。心配。誰か。いるのか。そんな。マルタは自分の思し考こうと気持ちに僅わずかに驚おどろく。バーチは微笑ほほえんで言う。

「君と私は知り合いだ。おそらく、君の交友は私は全すべて知ってるだろう」

　おっかけですもんな。

　そう思いながらジャックはサイドテーブルで紅茶の用意をする。

「安心しなさい。君を心配する人達、彼らは全てわかっている。治なおるまでここで療りよう養ようするといいよ、マルタ」

　パジャマの上にガウンを着て、食事をしているマルタはフォークを銜くわえて頷うなずいた。にっこり笑って言う。

「ありがとう、レディ」

　相手が悪い。





　というわけで相手を変えてみた。

「で、僕は誰なんだ」

　パジャマにガウンに包帯で、スリッパのままマルタは女主人の留守を見み計はからって、ジャックに訊いた。ジャックはアイロンをかけている時にそう言われ、

「ご主人様に訊いて下さい」

　と答えたが、その後いちいち付いてこられ、

「レディ・ファントムの本当の名は？　僕は何故怪我をしてる。彼女と僕の関係は？　ここはどこだ？　地図はあるか？　僕って家族とかいるのか？　僕の交友ってどんなだ？」

　とかやられたものだからたまらない。

「やかましいガキですね全まつたく」

　アイロンがけ、掃そう除じ、食事の支し度たくに裁さい縫ほうを終えて、ようやくジャックは口を開いた。そして今まで縫ぬっていたシャツとベスト、ズボンと帽ぼう子しを畳たたんでマルタに渡わたした。

「ハイ。あんたんですよ」

「……あ、ありがとう」

「……それとこれ。……全く何で出来てるんだか。一見紙ですけど水に濡ぬれても劣れつ化かしないなら、違うんでしょうねぇ」

　と差し出されたカード。

　金色の枠わくの中に黒い線で枠が取ってあり、分ぶん割かつされた上の窓にはクエスチョンマークとエクスクラメーションマークがデザインされている。その下の小さな窓には小さな文字で何かが書いてあった。

「……それ、なんて書いてあるんですか？　私には読めない文字なので」

　裁縫箱をしまいながらジャックは言い、手にそのカードを持ったマルタは訊かれるままに茫ぼう然ぜんと読み上げた。

「名めい探たん偵ていのカード。……呪じゆ文もんにより発動。その世界の偶ぐう然ぜんや、関係者の本能や心理に支配力を及およぼし、強制的に事じ件けんを終しゆう結けつさせる。……なんだこれ？　玩具おもちや？」

　名探偵のカードの効こう力りよくを、嫌いやと言うほど知っているジャックは溜ため息いきとともに言う。

「それにしてはタチが悪いですが、なんにしろあなたのものですからお返ししますよ」

「なんか特別なもんなんかい」

　顔の上に掲かかげてひらひらと表裏を見ながらマルタは言う。

「特別ですよ。この世のある種の法ほう則そくを望のぞみのままに一ひと時とき動かす魔ま法ほうのカードです。カード使いでないあたしらにわかるのは、今まで報告されてるカードについての話が本当だとするなら、あたしらのあずかり知らぬところでカードを使った何かが行われてるってコトだけですよ」

「へっえー」

　感かん心しんした様にマルタは言い、無む意い識しきにカードの角を人差し指の腹に立ててきりりと回した。

「ともあれ返しましたからね。後で文句言わんで下さいよ。それと」

　ジャックは僅かに言いよどんだが、結局言った。

「レディ・ファントムには出来れば優やさしく接せつしてあげて下さい」

「？……そりゃ、もちろん」

　マルタはわけもわからずそう言った。

　ジャックはそれ以上説明も何もしなかった。





　鉄道を乗のり継ついで、リッツは再度、スゥロン氏の山さん荘そうを訪たずねた。

「探たん偵ていＭは一足先にオスタスに戻もどっておりました。お騒さわがせを。彼は捜そう査さ中でしてこちらには来られませんが、ドクトル・バーチはまだスゥロン氏の所持品を諦あきらめてはいないということで、僕に見み張はりを頼たのみました」

　嘘うそだけどな。リッツは内心そう呟つぶやく。

　窓を開け放った部屋で、相変わらずスゥロン氏は豚ぶたっぽかった。そして相変わらず安楽椅子に座っていた。

「デバンスの絵などないと、先日はっきりしたろうが。まあいい。貴き様さまがいれば警けい察さつがこないというなら、暫しばらく客間の一つも貸してやろう」

　しっし、と追い払はらわれる様にリッツは手を振ふられる。廊ろう下かに出ると、リッツはその足で客間に行って、服を脱ぬいでごそごそと横になり、眠ねむ気けが来るのを待った。夜にならないと、目的の彼女は来ないはずだった。ひっつめ髪がみ、眼鏡めがね、豊満な身体からだの彼女。自分の予よ想そうが当あたっているなら。あの日、スゥロン氏の部屋の薔ば薇らは、その時まで香かおり、そして同時に枯かれていたはずなのだから。





　夏の日差しは強く、影かげは濃こい。高原の緑はさわやかで、光を反射してまぶしい。庭先には薔薇の蕾つぼみが溢あふれている。マルタはあてがわれた部屋の窓からその景け色しきを見やる。日差しは強いが、風は涼すずしい。

　鍔つばの広い帽ぼう子しと、白地に青のリボンのついたワンピースを着たレディ・ファントムが現れて、鋏はさみを手に咲さいた薔薇を切っていく。

「……部屋に飾かざるのか？」

　声をかければ視線を上げて、紅くれないの口元を微笑ませる。

「まぁ、そんなところかな。……調子はどうだ。私の診しん察さつでは、怪け我がは大したことはないようだが」

　そして黄色の薔薇を口元に当てて小さく笑った。

「……もう少し、人生の午ご睡すいを楽しむかね。マルタ・サギー」

　マルタは顎あごを上げて笑うと首を横に振った。

「……やめとくよ。何かすることはあるか？　世話になってるんだから手伝わせてくれ」

「そうだなぁ。では、私と一いつ緒しよに夕食のメインを調ちよう達たつしに行こう」

「わかった。店は遠いのか？　歩いていける？」

　その言葉にはファントムは答えず、微笑みのまま言葉を続けた。

「肉と魚、どちらが？」





　三十分後、二人は別荘近くの渓けい流りゆうにいた。ファントムは男物の服を着て髪かみをくくり、帽子を被かぶっている。マルタもジャックに出されたズボンとシャツを借りて外に出た。自前の服はまだ、何となく着たくなかった。麻あさの帽子も借りた。確かにこれがないと日差しが痛い。

　渓流の岩の上に立って、釣つり糸を垂たらす。仕し掛かけも餌えさも、ファントムがやってくれたので、なんとなくマルタの面めん目ぼくは潰つぶれたが、面めん倒どうくさくなくていいやと思って素す直なおに従う。

　指示通りにポイントに釣り針を投げ、あとはだらりと待つ。

「ファントム」

「何だね」

「……僕が肉を食べたいって言ってたらどうなった？」

「厩きゆう舎しやから馬を出して、ライフルを用意したさ」

　マルタは少し黙だまってから言った。

「金持ちなんだな」

「記き憶おく喪そう失しつの君を養えるくらいにはな」

「すみません」

　反射的に首を竦すくめて言うマルタに、ファントムは声高く笑う。

「気にするな。まあ、申し訳ないと思うのなら、明日祭りにつきあいたまえ」

「祭り？」

　マルタはなんとなく、竿さおを移い動どうさせ、水みな面もが煌きらめいている辺りに針はりを持っていく。水の甘あまい匂におい。風が渡るとさざ波が起こる。水面に張り出した木の枝が揺ゆれて、影を揺らす。光を散らす。

「ああ。この別荘地の祭りでな。屋や台たいが出て、みんなで踊おどる。花火も上がるんだ。ジャックと行ってもいいんだが、せっかく君が居るんだし」

「ああ。そりゃ、楽しそうでいいな。僕も貴方あなたとだったら、連つれが美人で鼻が高いよ」

　マルタは別に何も考えずにそう言ったが、言われたファントムは、僅わずかに顔を赤くしてぼけーっと突つっ立たった。

「あれ。おい。引いてるぞ」

「えっ、うわ！」

　マルタに言われて慌あわてて釣り竿ざおを引いたが、バランスを崩くずしてしまう。マルタは咄とつ嗟さに釣り竿を放ほうり出して、ファントムの手を取ると、ぐい、と引き寄せた。

　一いつ瞬しゆん、腕うでの中に入る、細い骨こつ格かくと柔やわらかな身体。身体に染しみた香こう水すいの匂い。どこかで嗅かいだ匂いだ。知っている匂い。杜ね松ずの。

「あ……す、すまない」

　ファントムは僅かに頬ほおを赤らめ、マルタから離はなれた。そして照れくさそうに笑うと、

「ありがとう」

　と言って、岩の上に落ちた釣り竿を拾った。

　マルタは、何かが思い出せそうで、その自分の中の感覚の糸を手た繰ぐった。同時に、自分の頬が熱いので、真っ赤になっているだろう事も予よ想そうした。





　マルタと一緒に釣った魚を、マルタと一緒に料理して（ジャックは自分がやるだろう後片づけのことを考えて、いい顔は当然しなかったが）夕暮れの中、マルタと一緒に食べて。

「……あァッ、至し福ふく……ッ！」

　怪かい盗とうドクトル・バーチの装しよう束ぞくに着き替がえながら、バーチは胸の前で拳こぶしを握にぎりしめて天を仰あおいだ。

「いや、いいですけどね、ドクトル。テキトーなとこで返しておやんなさいよ？　万が一マルタ・サギーの記憶が戻って、あたしらのことがバレたらどーすんですか」

「その時はその時さ。出来るだけ長く、この奇き跡せきを味わっていたいと望むのは贅ぜい沢たくかね？」

「自じ殺さつ行こう為いです。つまらないことになりますよ」

　あまりにきっぱりとジャックに言われ、バーチは身み支じ度たくの手を止めてジャックを凝ぎよう視しする。

「……何な故ぜ、そう言える？」

「ご存じでしょう、ドクトル。夏は、短いから煌きらめくものです。虹にじは、消えるからこそ美しいのです。それは真しん理りなんですよ。全すべての心の痛みを知るもの達が同じ事をきっと言うでしょう」

　ジャックはてきぱきと、バーチの装備を確かく認にんしながら更さらに言った。

「または、腹はら八はち分ぶん目め、とね」





　スゥロン氏の厨ちゆう房ぼうの、塩しお壺つぼに入れた睡すい眠みん薬やくは良く効きいた様だ。

　蚊か帳やの中で全ての住人は安らかに眠ねむり、警備の人間は椅い子すの上で眠る。夏の月は高く潤うるんで高原を照らし、涼しい風は虫の音と共に眠りを守る。



    

  
    
      　バーチは涼りようを取るために開けられた二階の窓から易やす々やすと侵しん入にゆうし、スゥロン氏の応接室に向かう。

　今回は雪せつ辱じよくだ。予告のカードは出していない。むしろスゥロン氏の隠かくし財産を暴あばきにかかるつもりだ。カードは出していないがトーリアスに暑中見み舞まいは出しておいた。税ぜい務む署しよのご友人とスゥロン氏の屋や敷しきにどうぞ、と、バーチの署しよ名めいで今日の夕方に。どんなに急いでも、トーリアスがここへ着くのは明日にはなるだろう。だって今日の段階では葉は書がきは郵ゆう便びん庁ちようの仕分け袋ぶくろの中だ。

　ふ、とバーチは緊きん張ちようした。

　人の気け配はい。

「やっぱり、隠し場所はここだと思ったよな？」

　知った声がした。

　スゥロン氏はいつも座っている安楽椅子でだらしなく眠っている。月光が照らし、カーテンがはためく。迷めい路ろの庭に面したここは、外からは入れない。白いカーテンがマントか何かの様に見える。月光に照らされているのはテーブルの上に座って、片足をあげて倒たおした姿し勢せいで座り、その足首を両手で掴つかんでいるリッツ・スミスだった。

「この豚、いっつもここにいるしね。メイドさんに話聞いたら、この椅子で寝ね泊とまりしてるっていうんだもん」

　リッツはテーブルからするりと降りる。

「……直じかに話すのは初めてになるかね。リッツ・スミス」

　スゥロン氏の高たか鼾いびきが響ひびく中、バーチは微笑ほほえんで言う。

「そだね、ドクトル・バーチ。いつもどうも」

「夕食は摂とらなかったのかい。よく眠れるようにとの、私の心づくしだったのだが」

　リッツは半はん眼がんになると口くちの端はしを上げて、少し自じ慢まんげに言った。

「力強い味方を得えたんでね。食べない方がよろしいとの忠ちゆう告こくを頂いて、従った。紹しよう介かいしよう、バンパイアのガディッタ嬢じようだ」

　月光が深くする闇やみの中から、浮うかび上がる様に現れたのは、奇き妙みように肉感的なメイドだった。あの日、スゥロン氏の隣となりにいたメイド。ひっつめ髪がみに眼鏡めがねの。

「ハァイ、ドクトル・バーチ。オスタスの怪盗にお会いできるなんて光栄。先日はうちのコウモリ達が失礼したわね」

「どういたしまして、ミス・ガディッタ」

　バーチは微笑んで優ゆう雅がに礼を取った。おかげでオイシイ思いをしておりますとはさすがに言えないが。ふと気になった問いを口にする。

「不ぶ躾しつけな質問で恐きよう縮しゆくだがね。スゥロン氏の雇こ用よう報ほう酬しゆうに見み合あうだけのものを、リッツ・スミスは提てい供きようしたのかな」

　リッツはその質問にぐっと詰つまり、ガディッタはころころと楽しげに笑う。

「だって彼ったら童どう貞ていなんですものー。月一のお食事の契けい約やくだなんてうれしいわァ」

「言うなー！」

　顔を真っ赤にして言うリッツに、バーチはくくっと笑った。

「ほぅ」

　リッツはバーチをぎろりと睨にらむ。

「その代わりに、僕と契約したんだ今回一回だけじゃなくて、これからも力を貸してくれるって！　フッハッハ、バーチ！　これでお前の進しん退たいも危あやういぞ！」

「あっらー。でもあたしドクトル・バーチのファンだからそれがらみのことはやらないわよぉん」

「なんだと!?」

「おお、それは助かる。ありがとう、ミス・ガディッタ」

　バーチは黒い手て袋ぶくろ、微笑んだ口元で上品な投げキスをガディッタに与あたえ、ガディッタは嬉うれしげに身をよじった。いゃぁんとか言って。うわ役立たねぇとげっそりするリッツにバーチが言う。

「それで、絵は見つけたのかねリッツ」

　リッツは息を吐はく。

「そこだろ」

　リッツが指を指したのは、スゥロンの足あし下もと。

　安あん楽らく椅い子すの下。

「はァいンお任まかせ」

　ガディッタはノームとはいえ椅子ごと豚ぶたっぽいスゥロンを持ち上げる。バンパイヤは老ろう若にやく男なん女によ全員もれなく力持ちなのが特とく徴ちようだ。ぐーすか寝ているスゥロンと椅子を、バーのウェイトレスがトレイを持つ様に持って、にっこり笑う。

「ハーイどーぞーん」

　バーチはその床ゆかの上にかがみ、手袋の指先で床を撫なでる。寄よせ木の床に僅わずかに隙すき間まがある。リッツも額を合わせる様にかがみ込んで見つめた。

「……鍵かぎ、かな」

「リッツ・スミス。コインを持っているか？　７テンタ硬こう貨か」

　リッツはポケットを探さぐって、コインを掴つかみ出し７テンタ硬貨をより分けてバーチに渡わたした。

　そんな二人をガディッタは、スゥロン氏付き安楽椅子を、暇ひまつぶしに人差し指で支えてくるくる回しながら見下ろしている。

　バーチは床の隙間にリッツのコインを入れる。それはすっと空間に沈しずんで消えた。

「僕の７テンタ！」

「騒さわぐな。吝りん嗇しよく家かと思われるぞ」

「おいこらバーチ僕は吝嗇家なんじゃなくて、貧びん・乏ぼうなんだよ」

　ものすごい目で睨まれてバーチは当とう惑わくした。

「あー……そうか。……悪かった。その、後で、返すから。うん。悪かった」

「頼たのむぞ？　ホントにもう」

　貧乏なんだからなと涙なみだ目めでぶつぶつ言われ、もう一度くらい謝あやまった方がいいのかなとバーチが思った時、どこかにコインが落ちる音がして、それから歯は車ぐるまが回る音と振しん動どうが伝わった。

「……！」

　じりじりと床が開いて行く。丁ちよう度どスゥロン氏が入れるくらいの入り口が開き、そこにははしごがしつらえてあった。

「……貯ちよ金きん箱ばこ式しきとは、まぁなんとなんと。いかにもだ」

　バーチは言って、マントをばさりと捌さばいて中に入っていく。

「バーチ」

「なんだ」

　上からリッツに声をかけられる。リッツは僅わずかの間まの後、言いにくそうに、けれど静かな声で言った。

「マルタ、お前んとこにいるんだろう。返してくれないか」





「ま、潮しお時どきでしょうな」

　バーチの話を聞きジャックは言った。ゴブリンなのに頭ず脳のう明めい晰せきなジャック。それ故ゆえにゴブリン達とは暮らせないジャック。ジャックは間ま違ちがわない。

　それは判わかっているのだが。

　バーチの装しよう束ぞくのまま、ファントムは目元の仮か面めんを外す。

「だがなあ、楽しいんだ。楽しいのだよこの状じよう況きようは。あー嫌いやだ。あーもったいない」

　指に仮面を引っかけてぶんぶん回しながら眉み間けんに皺しわを寄せてぶつぶつ文もん句くを垂たれていた。

「……絵はどうしました？」

　とりあえず聞いたジャックにバーチは答える。

「ともあれ告発だ。リッツに任せるさ。年少だが彼はやる。玄げん関かんのところの飾かざりの絵は、お預けだ。それより！　マルタだ！　どうしよう！」

「なんだ呼んだか!?」

　ちょろちょろと屋や敷しきの中を歩き回っていたマルタが、丁度外を通りかかったらしく、勢いよく扉とびらを開けた。

　全員が息を呑のんだ。マルタはファントムの姿を見た。その瞳ひとみが、みるみるはっきりと焦しよう点てんを結び、マルタは叫さけんだ。

「バーチ!!」

　先刻勢いよく開けた扉が勢いよく戻もどってきて、頭から突つっ込もうとしたマルタの頭をしたたか打って閉まった。

　どさ、と人間が倒れる音が扉の向こうで聞こえた。倒れる時に後頭部を打つちょっと硬かための音も。

「……ま、潮時でしょうな」

　バーチ同どう様ようドアを見つめ、ジャックは言った。



　　　　三日目。（気温二十九度／夜半に十分間の雷雨）




「なんにも覚えてないのか」

　リッツが嫌いやそうに言い、頭を包帯でぐるぐる巻きにしたマルタは、スゥロン邸ていの客間のベッドに横たわったまま眉まゆ根ねを寄せて答えた。

「優やさしくしてくれ」

「答えろよ」

「覚えてない」

　リッツは溜ため息いきを吐つくと額ひたいに指を当てて首を振ふる。

　マルタは包帯を頭に巻いた姿で、玄関先に放ほう置ちされていたのを今け朝さ、メイドが見つけてここに運び込まれたのだ。

　その時一時間に亘わたってぎゃいのぎゃいの言って声が嗄かれたので今はこのテンションで済すんでいるが、ベッドの中のマルタはこれ以上またなんか言われたら嫌だナーとか考えていた。

「……まぁいいや。養よう生じようしてくれ。僕は向こうを手伝ってくるよ」

　案外大人おとなしくリッツが立ち上がり、部屋を横切って扉を開ける。途と端たんに国税局員がスゥロン氏を問いつめる声だのスゥロン氏が意味もなく邸内を逃にげ回る音だのがうるさいくらい響ひびき、扉を閉められたら遠のいた。

　マルタは目を閉じて溜息を吐く。

　なんか、結構いい思いをしていた気がするのだ。なんか、いつもの暮らしの百倍良かった気が。ふわりと、いい匂においがして視線をむけると、枕まくら元もとにリッツが忘れていったらしいバーチのカードがあった。嗅かぎ慣なれた匂い。バーチの香こう水すいの匂いだ。一度捜そう査さの為ために調ちよう香こう師しに嗅いで貰もらったら、市し販はん品ひんではなく特別に調ちよう香こうされたものの様だと言っていた。杜ね松ずの。

　バーチのカードをくるくると表裏見て。

　今朝まで入れて三日間。

　自分はどこにいて何をしていたのだろう。

　マルタはごそごそと、ベッドの横に畳たたんでおいてある自分の上着とベストを探さぐって、それをみつける。

　名めい探たん偵ていのカード。

　このカードの前に、全すべての事じ件けんは謎なぞではない。

　三日間のことを思い出せはしない。だが、なんだか切なくなる様な、夏の河の水みな面もの煌きらめきを思い出す。

　冷たく甘あまい、清きよらかな水の匂におい。

「……I'm Marta Saggy. Open your fuck'in ……」

　マルタの呪じゆ文もんに反応して、カードが僅かに振しん動どうして発はつ光こうし始める。だが、マルタは溜息を吐くと、カードをくるりと回して掌てのひらの中に収おさめた。

「いいや」

　奇き妙みようにさばさばとマルタは言って、見もせずに枕元にカードを放ほうり出す。

　わけのわからない三日間が人生にあったって別にいいし。謎は謎のままだっていいし。

　マルタは大きく欠伸あくびをして、布団ふとんに潜もぐり込こんで誰だれも聞いていないのに、

「おやすみなさい」

　と力の抜ぬけた声で言って眠ねむりに入った。

　その後なぜか逃げ回るスゥロンが、この部屋にこっそり隠かくれ、それを見つけて大おお騒さわぎになったりしていたのだが、マルタは目を覚ますことなく両手を上に伸のばして幸せそうにぐーすか眠っていた。

　枕元では、バーチのカードと名探偵のカードが図はからずも重なって、高原の夏の風に吹ふかれていた。

　そしてマルタのポケットには「リッツ・スミスへ」と書かれた７テンタ硬こう貨かが入っているのだが、それを見つけるのはリッツがマルタの服を洗せん濯たくする時のことになる。





　その日、恙つつがなく避ひ暑しよ地ちの祭りは開かい催さいされ、花火も上がった。

　バーチは思い切り清せい楚そに着飾って出かけ、寄よってくる男を片かたっ端ぱしから振るというタチの悪い八やつ当たり行こう為いをし、ジャックに散さん々ざん怒おこられた。



    

  
    
      



　お誕たん生じよう日び、

　お誕生日、

　大切な貴方あなたの、

　貴方の大切などなたかのお誕生日。

　お誕生日には丸いケーキを一つどうぞ。

　クリームでお作りします飾かざりのお花。

　フルーツをお載のせしましょう宝ほう石せきの様な。

　ご希き望ぼうでしたらお合わせします、

　お好きなものでお作りします。

　全すべての方のお口に合う

　丸い大きなケーキをどうぞ。

　どんなものでもお気き軽がるに。

　美お味いしい甘あまいケーキを切って、

　皆みなさんでどうぞ召めし上あがれ。

（語り）

　特別な日の特別なケーキ、

　スコーリ通り二番地の三

　ティルマカット洋よう菓が子し店てん。

　お電話番号は５９４２番です。

　ご予約はお早めに。



ティルマカット洋菓子店の歌（二番）

作詞・作曲　ロミ・ハッキンソン









　オスタス市は昼ひる餉げ時どきだ。

　オフィスのビルからは人が溢あふれてカフェやレストラン、総そう菜ざい店てんなどに向かい、手早く食事を詰つめ込こんでいく。まぁ二時間働いたら次はすぐにお茶の時間となるのだが。

　そしてこの、マルタ・サギー名めい探たん偵てい事じ務む所しよもお昼の時間だった。

　テーブルに載っているのはパンの耳とスープと砂さ糖とうと塩。

　鳶とび色いろの髪かみと青せい灰かい色しよくの瞳ひとみ、そばかすが目立つ人間族の少年、リッツ・スミスが紅茶を淹いれている。

　紅茶の香かおりがキッチン兼けん食堂の中に立ちこめて、黒髪黒目のマルタ・サギーはパンの耳に手を出したいのをこらえる。リッツの淹れる紅茶は美お味いしい。機き嫌げんを損そこねるとありつけない。

　今日の午前はリッツはいつものシャツとベスト姿で大工道具を手にしていた。普ふ請しんは安くはないが、何しろこのアパートは年代物で、壁かべにひびが入っていたり、床ゆかは割れていたりする。そこに輪わをかけてマルタが散ちらかしたり壊こわしたりする。それをリッツが片づけ修しゆう繕ぜんし、整えて、飾かざる。今着ているマルタの千ち鳥どり格ごう子しのベストも先日繕つくろってくれたし、シャツのボタンもつけてくれた。

　良くできた助手だ。

　ちょっと怒おこりっぽいけど、そこは年下だからしょうがない。僕の方が大人なんだし、別にリッツに怒られても気にならないし。

　紹しよう介かいしてくれたトーリアス警けい部ぶには感かん謝しやしないといけない。

　ふと気になってマルタは流ながしの前に立つリッツに訊きいた。

「いくつだっけ」

「あんたの年なら十八って前に聞いたよ」

　リッツはカップから湯を捨て、軽く布ふ巾きんで拭ぬぐうと音を立ててポットから注そそぐ。いい香りが更さらにひろがって、マルタは上機嫌だ。リッツの努力でいい茶葉を安く買っているし、オスタスのお茶は美味しい。

「じゃなくて、君のさ」

「十五。てか、なんで年？」

　薄うすい磁じ器きのカップがマルタの前にそっと置かれる。

「なんとなく。誕生日は？」

　見上げて言われ、リッツは自分の席に自分のカップを置く。間ま違ちがいなくこのカップのセットが、この住すみ処かの中で一番高価だ。リッツは胸の前で手を組んで食前の祈いのりを捧ささげる。

「一昨日おとといだったかな。ま、どうでもいいよ」

「よかないよ」

　驚おどろきと共に僅わずかに強い調子でマルタが言う。

「僕がいいって言ったらいいんだよ。天の神よ、私たちに今日二度目の糧かてをありがとうございます。僕はがんばってますんで、肉とか食べてもいいと思います。いただきます」

　思い切り嫌いやみのこもった祈りを、いつも通り普通に捧げてから、リッツはパンの耳に塩をかけて食べ始めた。





　マルタの自じ室しつはがらくたの山だ。天てん井じようから模も型けい、でたらめの地図の壁かべ、机は整せい頓とんされず、本は山さん脈みやくの如ごとし。その山脈の本の中から、マルタは迷まようことなく無む造ぞう作さに一冊抜ぬいた。その本の山は崩くずれたが、マルタに気にする様子はない。紐ひものしおりが挟はさんであるページを開く。その後ろでは連れん鎖さ反はん応のう的に山脈の形が変わって行っていたが気がつきもしない。

　出てきたのは偉えらそうな髭ひげの軍人の顔の描えがかれた１ビンツ紙し幣へい一枚。マルタの虎とらの子こだ。手て触ざわりは円より悪くざらざらしている。印刷も粗そ悪あくだ。だが、ここでは確かに金だった。

「うむむむむむ。円に換かん算さんすると、ざっとせんにひゃくえん。……丸いケーキには微び妙みようだなぁ。でもやっぱり丸くないとなぁ。うん」

　部屋の中じゅうの小こ銭ぜにを合わせて14テンタと32ギル。それももちろんポケットに突つっ込む。

「リッツ！　出かけてくるよ。君夕方とか夜とか、外出するかい？」

　かつかつと革かわ靴ぐつの底を鳴ならして廊ろう下かを歩きながら、マルタが言い、リッツが答える。リッツは事務室にいて、何か、タイプライターを打っていた。

「いいやー。僕この資料を整せい理りしないといけないから、あ、インキリボンを買ってきてくれよ。タム・デク社の黒。青じゃないよ！　頼たのむね！」

　言われて外に出てマルタは少し泣きそうになった。

　だってインキリボンは14テンタ50ギルするのだ。１ビンツ札さつが崩れてしまう。

　廊下に出て、扉とびらを背に溜ため息いきを吐つく。

「ああ……お金が欲ほしいなぁ」

　高校の恩おん師しの言葉が耳の中でよみがえる。

　本当のことを教えてやる。世の中は働かないと金が稼かせげんので飢うえて死ぬのじゃ。

　ああ先生。ここでは別に死にはしないよ。他人がいらないものなら無料ってオスタスには結構あるしさ。素す晴ばらしい多た様よう性せい。人間しか食べられない生き物とかいるし、ドングリしか食べない種類もいるし。パンの耳くらい余るさ。

　だけど。

「肉かケーキか、だよなぁ」

　金がなくても死にはしないが、こういう時には金がなくて困る。水くさい助手の誕生日くらいは少し豪ごう勢せいに祝いわってやりたいじゃないか。





　マルタ・サギー名探偵事務所と同じビルの一階の雑ざつ貨か屋やは、道に面した角かどにビールや魚の揚あげ物もの、ちょっとした持ち帰りの食事やサンドイッチを売る一いつ角かくを設もうけている。いつもいつも世話になってはいるのだが、マルタにとって今回大事なのはもう一つの目玉商品である数種類のケーキだ。

　この雑貨屋の主人はフェニックスで、中からしか鍵かぎがかからない、天井からつり下げられた大きな鳥とり籠かごに入って四し六ろく時じ中ちゆう店内を見み張はっている。

　フェニックスといってもなにか訳ありらしく、身体からだに纏まとう炎ほのおの色が、フェニックスの特とく徴ちようである金と赤ではなく、その色にもう二色、うす汚ぎたない緑と黒が混ざっていて、その上に身体の半分の火は燃えていなかった。羽う毛もうも生えていないから、彼の通り名は「鶏とり肉にく屋や」だった。精せい肉にく店てんのケースの中に入っている丸鶏みたいだからと。彼の目は鷹たかの様な金色で気の弱いモノなら正面から見たら倒たおれそうだったが、通常は色いろ眼鏡めがねをかけていたのでマルタでも視線を合わせることが出来た。普通の眼鏡では溶とけてしまうので、その色眼鏡は、とても高こう価かな特とく製せい品ひんで、その返へん済さいをするために店をやっているのだというのは、違うとわかって言っている常じよう連れん客きやくの冗談だ。

「当たり前だ高価に決まってる。フェニックスの炎に溶けない金きん属ぞくなんざそんじゃそこらにあるもんか。この籠だってそうだ」

　客のからかいに、上機嫌でいつもの返事をしている彼に、マルタは声をかける。

「こんにちは。リッツが誕生日だったっていうんだよ、ミスター・ブルネル」

「マルタ。挨あい拶さつをしたらこっちが挨拶をするまで待てと言ったろう。挨拶の次には天気か政治か新聞の話だ。何でいっつもいきなり本題なんだ」

　ミスター・ブルネルと呼ばれた店の主人は、マルタにそう言って溜息を吐く。

「僕はどうも社しや交こうが上う手まくなくて、すまないね。君の厚こう意いを無むにするつもりじゃないんだが」

「覚おぼえる気もねぇんだろう。まァいい。それで？　リッツが誕生日だって？」

「しかも一昨日」

　やれやれと息を吐くマルタに、厨ちゆう房ぼうでハムをスライスしている調理服のオーガーがげはげは笑う。種族の特徴そのまま、大おお柄がらで筋きん肉にく質しつで、目の虹こう彩さいが縦。コック帽ぼうをかぶっているから角つのは見えない。

「嫌きらわれてんじゃねぇのか雇やとい主ぬし！」

「だとしても君には関係ない。ハムを均きん一いつに切る事に腐ふ心しんしたまえよ、ヘンリー」

　唇くちびるをとがらせて言うマルタに、オーガーのヘンリーは肉切り包丁を向けて言う。

「相変わらず口だけはへらねぇな。財さい布ふの中身は減へってんだろ？」

「僕は確かにこの店に世話になっちゃいるがね。それは全すべてミスター・ブルネルのお陰かげであって雇い人の君は何ら関かん与よする立場にはないよ」

　ヘッ、と鼻息の音がしそうなほど偉そうに腕うでを組んで言うマルタに、ヘンリーは肉切り包丁を震ふるわせる。

「やめろ二人共」

　ミスター・ブルネルはやれやれとそう言って、狭せまい空間に山ほど商品が積まれている室内に立つマルタと、外に行列を待たせている厨房のヘンリーに眼めを走らせる。

「一昨日リッツが誕生日だったのはわかった。で」

「お金がないんだよ店長！」

　マルタは大げさに両手を開いて嘆なげいた。

「そうだな。あったらうちのツケと借しやつ金きん返して貰もらうさ」

　マルタはそれ以上何も言えず、何事もなかったように店の外に出て行った。

「ちぇっ。店長のケチ」

　すっかり道の外に出てから頭の上で手を組んでマルタはそう言ったが、店の中から低く、

「マルタ、聞こえたぞ！」

　という声がしてマルタは軽く何歩か走って逃にげた。そしてまた霧きりの中をだらだら歩きながら考える。

　んー。金にかえられるモノ。

　お金がなくても手作りのモノが一番、なんて言うけど。

　だって何にも作れやしないし。歩きながらマルタは面おも白しろくなく笑って一人で言う。視線はなんだか横に流してしまいながら。

「面ぉ白いくらいぶきっちょなんだよね僕ーッハッハッハッ」

　ああ面白くない。

　良く考えたらリッツの好きなモノとか好きなこととか、あんまり知らないし。

　っていうかあいつ暇ひまな時間あるのかな。休みは暇な時に勝かつ手てに取ってくれ。月げつ給きゆう制せいだしと言ってはあるけど。もちろん僕が渡わたせる額がくなんて少し裕ゆう福ふくで節せつ操そうのない家の、子供の小こ遣づかいくらいなもんなんだけど。正直言って入った金は全部渡しているんだけど。何な故ぜか僕がリッツから小遣いを貰っている有あり様さまなのだが。要ようするに経けい理りまでやってもらっている状態な訳なのだが。マルタの考えはぐるぐる回る。

「うーん。困こまったな。リッツはなんか欲しいのかな。肉？　肉かやっぱ。僕なら肉だが。だが肉ったってなぁ。誕生日に肉？」

　川かわ縁べりの柵さくの、石で出来た番ばん地ち案あん内ないの柱の上にしゃがみこみ、マルタは頬ほお杖づえをついて吐と息いきを吐く。もちろんそんな奴やつはあんまりいないから、通行人はちらちらと好こう奇きの視線を注いで過ぎる。

　ユリル河は蕩とう々とうと流れていく。何い時つだって澄すんでいたことなんかない、茶色の水。今日も変わらず濁にごり水。

「訊きくのも野や暮ぼだしなぁ」

　言ってマルタはがりがりと頭を掻かく。

「菓か子し屋やにでも行ってみようっと」

　ここでこうしていても仕し方かたがない。悩なやめるマルタ・サギーにも、それぐらいはわかった。





「こちらは栗くりの甘あまさが足りない。こちらはヌガーが歯について不ふ快かいです。発売は見送ってください」

　ティルマカット洋菓子店はオスタス一の高級菓子店だ。二階には貴き賓ひん室しつがあり、支配人と客人が話をしている。

　客人と言っても特とく別べつだ。

　緩ゆるく巻いた漆しつ黒こくの髪かみを結ゆい上あげ、上品な茶色と黒の縞しまのドレスを着て、色の付いたあでやかな爪つめ、細い指先で銀のフォークを操あやつって白い皿の上の新作のケーキを食べていく。

　横に控ひかえているのは職人長と店長だ。

　その黒髪の客人はことりとフォークを置くと、横に置いてある紅茶を一口飲んで息を吐く。

「わかりました、ディルベルタ様」

「三日後までにどうにかして下さいね。また来ますので」

「はい」

　店長と職人長は彼女を見送って、ほう、と息を吐く。

「相変わらずオーナーはお美しいなぁ」

「胸でっかいですし、お肌はだもつやつやですもんね」

「そういう問題かね」

　先せん刻こくの女性はこの店のオーナーでマリアンナ・ディルベルタという名前だ。彼女が二階から螺ら旋せん階かい段だんを下りてくると、店内がざわめいた。

　三時のお茶菓子を買いに来るご婦人や使いの少年少女がつかの間ま動きを止める。

　自分に集まる、見上げる視線の中で、マリアンナは階段の途と中ちゆうで足を止めて軽く両手を広げて、にっこりと笑った。

「皆みな様さま、ご機き嫌げんよろしゅう。今日もオスタスはよい霧でございますこと。私はこの店の持ち主で、マリアンナ・ディルベルタと申します。ティルマカット洋菓子店では、只ただ今いま新商品を開発中でございますわ。どうぞご愛あい顧このほどを」

　見事な口こう上じようと店主の美び貌ぼうに客達から感かん嘆たんの溜ため息いきと拍はく手しゆが上がる。

　全員がマリアンナ・ディルベルタに注目しているその時、店の扉とびらが開いて、黒くろ髪かみ、千ち鳥どり格ごう子しのベストと白シャツ、ネクタイの見み慣なれない肌の色の少年が入ってきて、ショーケースを見てげっそりしてそそくさと退たい散さんして行った。

　マリアンナは笑え顔がおを凍こおらせると、あっという間に解かい凍とうして言った。

「それでは皆様、素す晴ばらしい午後を！」

　そう言って女店主は階段を下り、優ゆう雅がに店を出ると、途と端たんに叫さけんだ。

「ジャ──────────ック!!」

　彼女の前に自動車が猛もうスピード猛ブレーキで止まり、蒸じよう気き管かんから勢いよく青い蒸気を噴ふき出す。その蒸気の雲を突つき抜ぬけて彼女は車の後部座席に滑すべり込み、音高く扉を閉める。

「ドクトル、何か」

　冷れい静せいな声が運転席から来る。運転しているのはゴブリンのジャックで、小こ柄がらな身体にきっちりと三みつ揃ぞろいと蝶ちようネクタイをつけている。とりあえず車を発進させると、後部座席から何か慌あわただしく着き替がえをしている音がし、返事が来た。勢いきおいよくジャックの座席の背もたれを掴つかんで楽しげに。

「マルタだ」

「はぁ」

「菓子を買いに来たぞ、名めい探たん偵ていが」

　子供のようにはしゃぐ、マリアンナ・ディルベルタこと怪かい盗とうドクトル・バーチは、着替えの最後の仕し上あげとばかりアイマスクをして帽ぼう子しをかぶった。バックミラーでそれを見たジャックは淡たん々たんと言う。

「なんで、昼ひる間まッから『ドクトル・バーチ』なんですか」

「名探偵に関かかわるんだ、これが正せい装そうだろう」

「正装はともかく、警けい察さつが来ますよ」

　わずかに間があってバーチは答えた。

「そうか」

「それと、マルタ・サギーはとっくに追い越こしてしまいましたし」

「なんだと!?」

　バーチは窓に音を立てて両手を着いた。そんな事をしたって過ぎ去ったものは見えやしないのだが。

「この先の貸し自転車屋に向かってますから、そこで自転車を借かりて下さい。車では徒と歩ほの人間の尾び行こうは難むずかしいです」

「ジャック、マルタの事になると冷たくないか？」

　後部座席でまた着替えながらバーチは言う。ジャックは答えた。

「お止めはしませんけれど、感心はしておりませんよ」

　だからってバーチもどうする訳でもない。

　帽子の中に結った髪を詰つめ込み、フリルのついたブラウスにウエストの締しまった上着を着て、自転車を漕こぐのならズボンが必要だからはいて、美貌が際きわ立たないような化け粧しようをして、自転車屋の角に停とめた車からすらりと降りる。

　その姿はまるで目立たない、ぱっとしない少し痩やせぎすの街まちの女性だ。どういう仕し業わざか、胸もぺたんこだ。

　下りて街を見み渡わたせば、霧はあるが午後の日ひ差ざしは明るい。秋に近い、オスタスの良い午後だ。

　バーチは貸し自転車屋で自転車を借りて漕ぎ、マルタを探す。軽快に自転車は移動し、やがてマルタをみつけた。

　道の反対側で自転車を停め、バーチはオペラグラスを取り出してマルタの動きの全すべてを見つめる。

「うーん。……こ、こういうのもまた……なんというか、ときめくな」

　バーチは街がい路ろ樹じゆの陰かげにかくれてこそこそとマルタを窃せつ視しする。通行人は見て見ぬ振ふりをして通りすぎていく。

　二人が会うときはいつも、対決の場だ。当然だ、怪盗と探偵だ。そういう時は、マルタも一応探偵の顔をしているし、バーチだって怪盗の立場だ。たまらない緊きん張ちよう感かんの中で二人は会う。というかバーチはマルタを見る。それはそれで大変よろしいのだが、こういう日常の緩ゆるんだ感じもいい。

「さて、名探偵氏は何をしておいでなのかな」

　見ると、マルタは菓子屋の飾かざり窓の前に立ち止まって、張り付いて中を覗のぞいている。そして大きく溜息をつくと、別の菓子屋に移動して同じ事をする。それを四軒けん繰くり返かえしたとき、バーチはようやく呟つぶやいた。

「……なんだ？　マルタは甘かん味みが必要なのか？　金もないくせに」

「リッツ・スミスが誕たん生じよう日びらしいですよ」

「うわ」

　いきなり隣となりに現れたジャックがあっさり告げる。

「お前車は」

「すぐそこに。ちょっとあのぼろビル行って、一階の雑貨屋を通りかかったら、探さぐるまでもなくそんな事言ってました。夕飯までにご馳ち走そうを作ると店中大張り切りです」

「ほう、それはめでたいな。私も祝いたいな」

　ウキウキと言われたその言葉を聞いて、探偵の助手の誕生日を祝う怪盗というのも珍めずらしいなとジャックは思う。まぁジャックだって怪盗のなんたるかなどは小説や映画で知るだけだが。

　だがまぁなんとなくわからんでもない。

　ジャックの個人的な好き嫌きらいで言えば、実はマルタよりリッツの方が好こう感かんが持てる。真ま面じ目めだし、礼れい儀ぎもしっかりしてるし、なんというか、生きるのに真しん剣けんな気け配はいがする。マルタ・サギーはその逆ぎやくで、真剣という気持ちのかけらでさえ気持ちの中にあるのかとジャックは疑うたがっている。あのオスタスの者ではない男。

　マルタ・サギーがどこから来たのかは、ジャックは知らないし興きよう味みもない。オスタスでは珍しい人じん種しゆだが、黒髪、細い骨こつ格かく、黄色い肌、黒または茶色の目という特とく徴ちようは皆かい無むという訳ではない。だが、彼は間ま違ちがいなくオスタスの者ではない。どこがというよりは、全体的にそんな雰ふん囲い気きがあった。

　なぜかバーチはマルタに夢む中ちゆうだが、ジャックには生なま意い気きで礼儀のなってない阿あ呆ほうでちゃらんぽらんな若わか造ぞうにしか見えない。

『カード使い』は特に秘ひ匿とくされなければいけない存在だ。

　多少なりとも裏うら事じ情じように通じた人間は、その事を強く心に刻きざんでいる。もちろん警察でも、ある程てい度どの役やく職しよくを持ったときに、それをとことん教えられる。

　彼らはこの世界のものではない。

　彼らの事情でカードを使い、彼らの事情で事じ件けんを起こし、彼らの事情で何かをしている。

　それはオスタスにはあまり関わりがないが、彼らの力は強きよう大だいだ。どんな事件が起こるか分からない以上、平へい穏おんな市民生活の為ためには隠いん蔽ぺいする必要があった。それに何より女王陛へい下かの命令だ。

　その中でも、とにかく特別なのがマルタ・サギーだ。

　マルタ・サギーの『名探偵のカード』は他人の運命を捕とらえ、従わせる。間違いなくマルタはカード使いなのだが、問題はマルタがオスタスに住んでいるということだった。万が一、マルタ・サギーごと悪用されたらえらいことだ。

　全く、とジャックは思う。

　なんであんなんがカード使いなんだか。

　あんな生きていたいんだかどーでもいいんだかも自分で分かっていなさそうな軟なん弱じやく者もの。

　そんなマルタの横にいる、意い志しのはっきりした鳶とび色いろの目を持つ、背せ筋すじの伸のびた少年は誰だれにでも好感をあたえる存そん在ざいなんだろう。

　その事を考えればマルタはリッツに大変有ゆう益えきなのかも知れない。だが、給きゆう金きんは低く雇やとい主ぬしはマルタ・サギーだ。なんてかわいそうなリッツ・スミス。

「ドクトル。リッツ・スミスをうちで雇いませんか」

　オペラグラスから視し線せんを離はなさず、バーチは言う。

「駄だ目めだ。マルタが困るだろ。何な故ぜだ？」

　答えの順番が変ですよドクトル、とは思いながら、ジャックは答える。

「思いつきをお話ししただけです。お気になさらないで結構」

「そうか。では、ちょっと待っていてくれ。……うーむこれは、なんとかしてマルタにケーキを持たせてやらねばな」

　言ってバーチはオペラグラスをジャックに渡わたして、自転車をその場に置き、小走りに道を渡って、マルタがウインドウに張り付いている菓子店に入っていった。

　ジャックはする事もなく道の向こうの様子を見つめる。

　マルタが長い溜息をついて、肩かたを落として歩き出す。バーチが店から小走りに出て来た。もちろんケーキの箱を持って。大きさからすれば、３ビンツはしそうな箱だ。ティルマカットなら６ビンツ。そこらの菓子店なら２ビンツと７テンタと少しくらい。

　何回かやりとりがあって、マルタにバーチが箱を押おしつける形でそれは完かん了りようし、バーチは真っ赤になって道のど真ん中を車に急ブレーキをかけさせながら、全速力で渡ってきて、自転車に飛び乗りながらジャックに言う。

「屋や敷しきで！　先に帰ってろ！」

「はい」

　ジャックの声をさえかき消すように、バーチは思い切りペダルを踏ふんでその場から逃にげた。





　マルタはリボンに飾かざられたケーキの箱を持って、ひたすら困こん惑わくする。

　さっき、なんだかぱっとしない婦ふ人じんがやってきて、

「ずずずずっと見てます。お身体からだには気をつけてっ。プレゼントです。毒どくとか入っていませんからっ」

　と言うと箱を押しつけてダッシュで逃げて、道向こうの自転車に乗って埃ほこりを巻き上げてものすごい勢いで去さっていったのだ。

「……なんだろう」

　名探偵のカードを使って事じ態たいを解かい明めいしても良かったが、何となくそうする気にもなれなかった。そして、今のマルタにとって問題は、ケーキが手に入るかどうかだった。

　マルタはしばらくその場でさんざん迷まよった。

　迷ったあげく、もう考えるのが嫌いやになってまぁ良いかと思った。

　ケーキは、ケーキだ。

　マルタはケーキの箱を手に店に戻ると、店員に、

「あの、このケーキにチョコプレートで、誕生日おめでとう、って入れたらいくらしますか」

　と訊たずねた。クリームとバニラの香かおる店内で、白いエプロンをつけた可愛かわいい店員はにっこり笑うと、

「８テンタになります」

　と答えた。





　屋や敷しきに帰り着いたバーチは、暫しばらく枕まくらを抱だいて真っ赤になって叫さけんでいた。足をばたばたさせつつ恥はずかしさのあまり叫びまくっていた。

「何が怪かい盗とうだ!!　格かつ好こうがつかない!!　みっともない!!　知ち略りやくはどうしたのだドクトル・バーチ!!　ぎゃぁあ!!」

　漏もれ聞こえるその叫びに、長くここに勤つとめる若いメイドは銀食器を磨みがきながら、

「ドクトルはいい加減自分が即そつ興きように弱いことをお認みとめになるべきですわ？」

　と呟つぶやいた。





　インキリボンを買って、マルタが事務所に戻もどろうとすると、一階の雑貨屋が往おう来らいにテーブルや椅い子すを置いて盛もり上あがっていた。色いろ眼鏡めがねのフェニックスは籠かごから出て梁はりに止まり、オーガーは陽よう気きに肉の載のった皿を、銀紙の三さん角かく帽ぼうをかぶったリッツに差し出していた。近所の売れない楽がく団だんがやってきて、賑にぎやかに音楽を奏かなでる。

　通りすがりの常じよう連れんや、近きん隣りんの店員までがわいわいとリッツの周まわりに集まって、テーブルの上にご馳ち走そうを並べていく。そのなかにはもちろん、大きなバースデーケーキもあった。

　マルタはケーキの箱を両手で持ったままぼけっと立ちすくむ。

　なんだ。

　なんでもあるじゃん。

　そう思ったら、なんだか足が踏み出せなかった。

　つけも払はらってないし。ケーキはわけのわかんない人からのもらいものだし。

　そう思ったら、なんだか足が踏み出せない。

　ふう、と息を吐いて、マルタは帽子の庇ひさしを下げる。

　踵きびすを返して、ユリル河に向かった。

　いつだって澄すんでいたことのない河。

　だからこそ、みんなが愛する河へ。





　水面は、午後遅おそくの光を弾はじいて細かな鱗うろこのように揺ゆれている。この時間になると、買い物帰りの婦人や、今日中にしなくてはいけないことをするために早足で歩く勤め人の姿すがたが目立つ。それと、学校から帰る学生達。

　河かわ沿ぞいのベンチにケーキの箱を置く。

　そしてマルタ自身は川かわ縁べりまで行って、だらしなくしゃがんだ。遠くを見て頬ほお杖づえをつく。

「情けない……。ちゃんと金になる仕事しよ……ツケも払はらって。でもなぁー、トーリアスが持ってくる事件だけじゃこの有あり様さまだし。やっぱアレかー？　店員とか運送とか、しなきゃだめかなー」

「そんなんお前に出来るもんか。人に迷めい惑わくかけるからやめとけドアホウ」

　後ろから声がした。リッツだ。ベンチの傍そばで止まる足音。

「インキリボンは？」

「買ってきた。あるよ」

「ありがとう。……あのさ。これ……どうしたんだ？　ケーキ」

　どこか照てれて、それを隠かくすようにむくれた声がマルタの背中に当たる。

「……知らない人にもらった」

　何だそれは。内ない心しん呆あきれながらもリッツはケーキの横、ベンチに腰こしをかけて言う。

「開けていい？」

「うん」

　石なんか拾って、河に投げ込みながらマルタはどうでも良く答える。箱を開けると、そこには綺き麗れいで大きいケーキと、メッセージの書かれたチョコプレートがあった。

「……このプレートは？」

「ああ、それだけは僕が買った。誕生日おめでとうリッツ。ふがいない雇やとい主ぬしで悪いな。……けど、なんで君、もっと条じよう件けんのいいとこ行かないの？　せっかく有ゆう能のうなんだからさぁ」

　リッツは説明できたらいいのに、とたまに思う。

　マルタはリッツが憧あこがれていたカード使いだ。カード使いは特別な力を持っている、とは巷ちまたの噂うわさだ。

　カード使いがもし本当にいれば、カード使いに助けてもらえるのに。そう思ったことはあった。だが、いざカード使い、マルタ・サギーが目の前に現れるとなんだか複雑だった。

　でも、カードの事はともかく、たまに、自分の話が出来たらいいなぁと思う。

　変な気分だ。今まで話したいとか思わなかったのに、マルタがアホすぎるからいけないんだろうか。秘ひ密みつがあるとなんだか腹はらがもぞもぞするんだ。

「訳ありでね。いただきます」

　チョコプレートの割れる軽い音がして、マルタは振ふり向く。

　頬を膨ふくらませて咀そ嚼しやくし、半分になったプレートを指ではさんでひらひらさせてリッツは言う。



    

  
    
      「おいしいよ。これ」

「そういえば、君の訳ってなんだっけ」

　言って、マルタは立ち上がり、膝ひざを伸のばしながら訊きく。

　だから、訊くなよ。言いたくなるから。

　リッツは苦くそう思う。

「秘密。そのうち分かる。……万が一にもオスタス市民で、普ふ通つうに生きている人には迷めい惑わくをかけたくない。だから、ヨソ者のカード使い。名探偵マルタ・サギー。お前はホントにうってつけなんだ」

　リッツは斜ななめに視線を落とし歯は切ぎれ悪く言う。

「利用させて貰ってる。……ホントなら誕生日祝って貰える立場じゃないんだ」

「まぁ……そう言うなよ。一日必死でケーキ屋巡めぐった僕の気持ちも、少しは汲くんでやってくれ」

　マルタはそう言いながら苦く笑しようする。

　いくつになったんだっけ。十五歳さいだっけ。

　僕が十五の時は、学校行って勉強して。カップラーメン食べてアイスとか食べてゲームして。

「リッツ。安心して迷惑かけていいよ」

　午後の斜ななめの、冬に向けて日々短くなっていく光こう線せん。それに照らされて、リッツの目の前でマルタは笑う。

「……なんたって僕は、君より年上なんだ。お兄さんだからさ。ちょっと情なさけないかもだけど、その分タフかもしれないぜ？」

　一いつ瞬しゆん、驚おどろいてリッツはマルタを見つめる。

　ほんの少しカッコイイ様な気がした。が、所しよ詮せんマルタだと言うことに気がついて苦笑して、チョコプレートを食べてしまう。

「あてにはしないでおくよ。でも、ありがとうマルタ。ケーキ、入手方法はともかく、気持ちは嬉うれしいよ。でも毒とか入ってないだろうな」

　リッツはそう言いながらケーキに蓋ふたをして、両手で持って立ち上がる。

「ああ、ないって言ってた」

　……バーチかな？　となんとなく思う。根こん拠きよはない。なんとなく。

　思うマルタにリッツが言う。

「ミスター・ブルネルが、とにかく今日はツケはいいからって言ってたよ」

　音楽が聞こえる方に、二人は歩き出す。もう少しすれば夕焼けだ。

「あーそれは助かるな」

「ホントだよ。なぁマルター。ヘンリーいいやつだぜー？」

「あいつ、君には愛あい想そがいいもん。僕には喧けん嘩か売るくせにさぁ」

「仲良くしろよ」

　そんな事を言いながら歩いていく。リッツの胸に、ふと一人の男の顔が浮うかんで消える。

「……兄さん……」

「何か言ったか？」

　マルタに問われて、リッツは苦笑する。

「何も」





　その頃ころ、バーチの家では、ジャックをはじめとした全員が、バーチの寝しん室しつの前の扉とびらに立って、

「ドクトル、うるさいですー！」

　と大抗こう議ぎをしていたが、当のバーチは、

「ううううう恥はずかしい～」

　と結局夜まで泣きわめいていた。



    

  
    
      



「つまり、人生の中で逃のがれられない場面の一つなんだよ、そうだろ、リッツ」

　オスタスはもともと多た湿しつで、霧きりや靄もやの多い街である。

　それでも郊こう外がいや山の方に行けば気き候こうはがらりと変わり、この季節は過ごすのにはなかなか心こころ浮うき立つ季節だ。

　けれど、オスタス市し街がいはといえばぬるい雨が降り続く、洗せん濯たく物ものが乾かわかない気き鬱うつな季節なのである。

　夜になれば雨は止やむ日も多いのだが、昼はといえばもう十日も降り続いているのだ。

　そんな訳わけで、鳶とび色いろの髪かみと青せい灰かい色しよくの瞳ひとみ、顔にそばかすのある人間族の少年、リッツ・スミスは、簡かん素そなフリル飾かざりのついたシャツと、毛け織おり物ものの後ろは黒、前はグレーのチェックのベストとズボンと革かわ靴ぐつといういつものいでたちで、部屋の中に張はり巡めぐらした洗濯紐ひもに洗濯物を干している。

　カーテンを開けた窓の外は雨が降り続いているがまだ昼前で明るい。

　雇やとい主ぬしであるところのマルタ・サギーの声を背中で聞きながら、リッツはとても苛いら々いらする。

　マルタはリッツより年上で十七だか十八だか。

　リッツは十五だから、この年代で年がこれだけ違ちがえば大した違いだ。そのはずだ。精せい神しん的てきにも肉体的にも成長がめざましい時期なのだから。

　だっていうのに。

　なんでこいつは。

　なにが人生の中で逃れられないだ。乾いたばっかりのタオルを泥どろまみれにしやがって、自分じゃ洗濯もしないくせに。

「僕だってそう、そりゃ、わかってる。僕は慈じ善ぜん家かでも篤とく志し家かでもない。貧びん乏ぼうな一いち探たん偵ていだ」

　そしてリッツはその一探偵に雇われている助手だ。このどーしよーもないアホったれの助手なわけだ僕はアーハハハハ。背中を向け、洗濯物を干す手を止めずにリッツは口くちの端はしを歪ゆがめる。

「リッツ、リッツなら分かってくれるよな。リッツは優やさしいもんな。な、な」

　不安な子供のように、マルタはリッツの後あとをついて歩く。リッツは意地でも振ふり向むいてやるもんかと思いつつ、次の洗濯物を取りに行く。ため込んでしまって大変だ。

「こいつ首くび輪わがついててさ。ジョゼフィーヌっていうらしいんだ。メダルの裏うらに名前が書いてあって」

　わん！　と高い声で、先せん刻こくからマルタがタオルにくるんで抱だいていた、垂たれ耳で白しろ黒くろ斑ぶち柄がらの犬が鳴いた。

　リッツは反はん射しや的てきに振り向いてしまう。

　子犬はしきりに尻尾しつぽを振り、きらきらした黒い目で、濡ぬれてつやりと光る鼻を向けてリッツを見ている。

　そして犬を抱いて、怯おびえたような上うわ目め遣づかいで自分を見ている黒髪黒目のマルタ・サギー。

　日々の食事もままならないくらいの稼かせぎしかない甲か斐い性しよう無なし。

「お願い、リッツ。飼かってもいいよな？　雨の中で目が合っちゃったんだよう」

　だから。

　犬の飯めしまで面めん倒どう見みてやる余よ裕ゆうが一体どこにあるんだという。

　それくらいなら毎食のパンくらい買わせろとリッツは額ひたいに青あお筋すじを浮うかせて微笑ほほえみ、今まで何人もの主婦が言った言葉を口に出した。

「もとのところに戻もどしてきなさい」

　僕まだ十五歳さいなのにああ。





「リッツの鬼おに、悪あく魔ま、人でなし」

「鬼は三軒げん隣となり、悪魔はローズビルの地下二階に一家族、人でなしはそこらに山やま程ほどいるなぁ」

　言ったのはマルタ・サギー名探偵事務所と同じビルの一階の雑ざつ貨か屋やの店主ミスター・ブルネルだ。彼は内側から鍵かぎのかかる鳥とり籠かごに入った、色いろ眼鏡めがねをかけた半はん端ぱな火か勢せいのフェニックスだ。その様よう子すからあだ名は「鶏とり肉にく屋や」。正せい確かくには、売ってる方ではなく売られている丸まる鶏とりに姿が似ていることに由ゆ来らいする訳なのだが。



    

  
    
      「鬼だって悪魔だって人でなくたって、リッツよりは優しいさ。なぁジョゼフ犬いぬ」

　ミスター・ブルネルは、デリの椅い子すに勝手に腰こし掛かけたマルタの言葉に何かひっかかりを感じる。

　ジョゼフィーヌ。

　だよな。

「あー、マルタ・サギー」

　ミスター・ブルネルは居い心地ごこち悪わるく、軽く羽根を畳たたみ直してマルタ・サギーに問いただす。

「ジョゼフィーヌ？」

「うんジョゼフ犬」

「なんか発音おかしくないか」

「そうかもねぇ」

　言ってマルタはあははと笑い、膝ひざの上の犬の頭を撫なでる。犬はそんな微び妙みような差さ異いなど知らぬげに、マルタの手に頭をすりつけている。

「十五のガキに何から何まで世話して貰もらってる甲斐性無しが何を言ってやがんだ」

　言ったのは肉にく包ぼう丁ちようを巧たくみに操あやつり、ベーコンを薄うす切ぎりにしていくコック姿のオーガーで、彼の名はヘンリーという。

　普ふ段だんであれば言い返すマルタだが、今日は犬を抱いて犬の頭に鼻はな面づらを押おしつけ、不満げにぶつぶつ言うだけだ。

「だってー。外は雨あめ降ふりなんだよー。そこにだよ？　こんなもんが一匹ひとりでふらふらしてたらさー。拾うだろうフツー」

「フツーの奴やつは拾ってもいいかも知れねーけど、まともにリッツに飯も食わせられないお前が拾っちゃ駄だ目めだろう？」

　いつもより比ひ較かく的てき穏おだやかにヘンリーが言う。

　本当のことはきついから、けんか腰ごしに言う気にもなれなかった。

「うう……」

「そもそもなんでそんなに貧乏なんだ名探偵」

　ばさりと翼つばさを畳み直してミスター・ブルネルが言い、ヘンリーがそうだそうだと言う。

「いやぁ……なんでだろ……」

　きゅっと犬を抱きしめて、バツが悪そうにマルタは答える。ヘンリーが見事に均きん等とうにベーコンをスライスしていきながら言う。

「名探偵と言えば、そうだ、お前自分でその犬の飼い主見つけ出して戻せばいいじゃねぇかよ。もしかしたら迷ってるだけなのかも知れねぇぞ？」

「あっそうかー。その手があったな！」

　マルタがぽんと手を打ち、ヘンリーの手元が僅わずかに狂って、一枚だけ向こう側が透すけて見える程ほど薄いベーコンが出来てしまった。





　ところでつい先月からのことだが、マルタ・サギー名探偵事務所の向かいのビルの二階は、大だい規き模ぼな改かい装そう工こう事じを行っていた。

　一階は花屋とその倉そう庫こだ。二階は貸事務所だったのだが、誰だれか金持ちが買ったのだと噂うわさになっていた。

　しかも内ない装そうだの家具だの、運び込まれる物はどれも高こう価かそうで、けれどそれでいて統とう一いつ感かんのある趣しゆ味みのよいものだった。

　その趣味からは持ち主が女性か男性か判はん然ぜんとしなかった。色調は灰色と青と金。主なモチーフは伝統的な百ゆ合りのデザインだった。

　仕上げとばかりに色とりどりの花が花屋によって運び込まれ、酒屋と肉屋と果物くだもの屋やが入って出てくると、ああ、誰かが入にゆう居きよしたんだなと誰もが思った。

　窓辺のテーブルに、運び込まれたシャンパンと肉と果物を置いて、オペラグラス片手にデリの椅子に座るマルタを凝ぎよう視ししているのは、白髪しらがの厳げん格かくそうな老人だった。

　背せ筋すじに棒ぼうでも入っていそうな佇たたずまいと、横に立てかけられたステッキ。山や羊ぎ鬚ひげを扱しごきながら外を見ている姿は、なるほど足が悪いから、街ゆく人を見けん物ぶつするのが趣しゆ味みの老人かと見える。

　窓からは見えない部屋の奥おくで、俎まないたとナイフを使って、その老人を横目で見やりながら一人のゴブリンが果物の皮を剥むいている。

　ゴブリンは泥どろ色いろでごわごわした皮ひ膚ふをしていて体つきは丸くて小さい。服装はシャツとベストとズボンとネクタイだ。

　剥いた果物を皿に載のせてゴブリンは、老人の前に出す。

「せっかくの贈おくり物を何やってるんだマルタ・サギーは」

「ドクトル、貧乏だったことありませんものな」

「当たり前じゃないか、何言ってるんだジャック」

　言われてゴブリンのジャックは、名探偵に多少同情する。

　ジョゼフィーヌは探偵の補ほ佐さにうってつけの名犬だ。まぁ多少癖くせというか、特とく徴ちようはあるが。

　そもそもあのふざけた名探偵に入れあげて、これはいい犬だが、直接プレゼントするのもアレだからとか言って、マルタが来る直前に放しておいて拾わせて、それでマルタが拾って行っても経けい済ざい的てきに飼えないのなんか、苦く労ろう人にんのジャックにはわかっていたのだが、別にそれでジャックは困こまらないし、彼の主人は言っても聞かないだろうし、ということでほっておいたのだが、ここまで予想通りだとなんだか良りよう心しんが痛いたむ。

　彼の主人であるところの変へん装そうの名めい手しゆ、怪かい盗とうドクトル・バーチはうむう、何な故ぜだリッツ・スミスは犬が苦にが手てなのかとか言っている。

　ちらりと事務所の窓を見たジャックの目には、何度も帳ちよう簿ぼを捲めくって溜ため息いきを吐ついているリッツ・スミスの姿。

　この件けんで一番可哀かわい想そうなのは真ま面じ目めな彼だろうとジャックは思う。

　多分彼だって、犬は可愛かわいいはずなのだ。だからああやってなんとかならないかと帳簿を見ている。

　健けな気げだなぁとジャックは思い、こっそり胸を痛めるが、彼の主人、ドクトル・バーチときた日には、犬を一匹ぴき飼うのがどれだけの経済的負担をリッツ・スミスにかけるのか理り解かいをしていない。

　そしてこの場合、負担となるのが雇い主であるマルタ・サギーでなく、リッツ・スミスなのがそもそも全すべての問題な訳で。それを思うとちょっと今からデリに行って、あの情けない名探偵の小こ僧ぞうをぶん殴なぐりたい気持ちに駆かられる、男おと気こぎ溢あふれるゴブリンのジャックなのであった。





　そりゃあ、アレだ。

　これさえ使えば一発だ。

　マルタはミスター・ブルネルに余あまり布ぬので作ってもらった犬用抱だっこ紐ひもで犬を抱かかえて、傘かさを差して歩きながら考える。だって雨なんだもん。子犬なんだもん。濡ぬらす訳にはいかないだろ。

　マルタのベストの内側のポケットには、いつでも名めい探たん偵ていのカードが忍しのばせてある。

　どんな問題だってたちどころに解かい決けつするカード。

　これさえ使えばジョゼフ犬の飼い主なんかすぐに見つかるだろう。

　こんな風に雨の中、歩き回る必要なんかちっともないんだ。

　でも、腕うでの中でくぅんとか言って、不ふ思し議ぎそうにマルタを見つめるジョゼフ犬の濡れたみたいな鼻とか目とか。薄うすくて平ひらたい、焼く前のパイ生き地じみたいなピンクの舌とか（もっと似ているのは焼く前のタン塩しおだが、残念ながらオスタスには焼き肉屋は今のところ見つかっていないから、マルタはこの比ひ喩ゆを誰にも言えない）つやつやした毛並みの様子とか。

　可愛いんだもん。

　マルタは教会の入口の庇ひさしの下に入って休む。

　なんとなくぐるぐる歩いてしまったのでちょっと疲つかれた。

　通りすがりにシスターがマルタに声をかけた。

「あら。雨宿りでしたら、中にお入りになるとよろしいわ」

「え、でも、犬連れてますし」

「かまいませんわよ。オスタス市で、そういった区く別べつは無む意い味みです。けれど、その犬が自分で自分の面めん倒どうを見られないのでしたら、あなたが面倒を見てあげてくださいね」

　言うシスターの瞳ひとみには白しろ目めがなく、おそらく知らない種族の者だろうとマルタは思った。

「えっと」

　シスターが言ったことを把は握あくしきれなかったマルタはきょとんと問うとシスターは笑って言った。

「排はい泄せつ物ぶつの始末はあなたが、ということです。どうぞ。門は十時まで開けられていますわ。寝ね泊とまりは厳げん禁きんですけど」

　言うとシスターは扉とびらを指し示し、自分は何か用事があるらしく、雨の市街に消えて行く。

　言われたマルタは、傘の雫しずくをよく払はらい、教会の中に入る。

　オスタスの神。様よう式しきはキリスト教のそれとよく似てはいる。が、マルタは歴史をよくは知らない。

　信者が慈じ善ぜんをする、というところは同じようで、教会の作りもよく似ている。中に入って扉を閉めると雨の音が遠くなる。凝こった作りの高い天てん井じよう。

　マルタは抱っこ布でジョゼフ犬を拭ふいてやり、ベンチに座った。

　首輪もメダルもしっかりした作りで高こう価かそうだ。

「そりゃそうか。お前ご主人様いるよな、そりゃ。こんなんつけてもらってるんだもんなぁ」

　マルタは犬を抱いたまま、ベンチに横になった。

　傘を差して歩き回ったので、少し疲れた。腕の中の犬は、マルタの頬ほおをぺろりと舐なめると体たい温おんを分けるようにマルタの身体からだに身を寄せた。

　その様子にマルタは照てれたように微笑ほほえんで、それからベンチの上に長なが々ながと手足を伸のばし眠ねむりに落ちた。





　別に、マルタを探さがしている訳じゃない。ましてや犬を探している訳じゃなくて。

「だってミスター・ブルネルの店にいつものバゲットがなかったんだ」

　ぶつりと呟つぶやいたが、誰が聞いている訳でもない。

　オスタスは夕ゆう闇やみに包まれ、ガス灯に火が入れられていく。

　一本裏うら道みちに入り、静かに歩いていく。今度、給きゆう料りようが入ったらブーツが欲ほしいなと思う。

　けどまぁ、貧乏とはいえ、安心して毎日を過ごせるのはいい。

　トーリアス警けい部ぶの計はからいを、リッツは感かん謝しやしている。

　それはともかくマルタはどーにかならんかと言うのは愚ぐ痴ちだ。真ま面じ目めにやりゃあそれなりに収しゆう入にゆうもあるんだろうに。

　それでもマルタはリッツの過か去こを詮せん索さくしないし、むしろ居場所があるのがありがたい。

　それにしてもマルタ・サギーの周囲というのは変なのが多い。

　路地の角かどを通り過ぎた途と端たん、声をかけられる。

「リッツ・スミスさん」

　……まぁ、例えばこういうのとかだ。

　駆かけだして無む視ししてもいいのだが、今は急ぎの用事がある訳ではない。ただ、マルタと犬を……違ちがう、バゲットを買いに行くだけだし。

　相手もなんか用事があるみたいだし。

　張りはあるが老人、紳しん士しの声だ。

「あの、犬だがね。あれはよい犬ですよ。きっと探偵業の助けになる。飼ってやるがよろしい」

　リッツはいらっとして傘の柄えを強く握にぎる。

「お前バーチだろ」

　紳士がぎくりと緊きん張ちようする気け配はいが伝わる。

「あのな、マルタにこんな回りくどいやり方でそんなもんくれてやろうなんて奴やつは、お前しかいないから。な」

「えーごほん、そんなことはないのではないか」

「そりゃ、あいつはいろんな奴からいろんなモノ貰もらいがちではあるけどな。匿とく名めいである必要が、普ふ通つうはないんだよ、バーチ。あんたみたいな犯はん罪ざい者しや以外はな」

「犯罪者とは酷ひどいな。怪かい盗とうと呼んでくれまいか」

「うるせぇ。犯罪捜そう査さに役立つ犬なんか送ったら、お前が不ふ利りになるだろう。ったく、一体何企たくらんでやがるんだ」

　その言葉にバーチは悦えつに入った笑えみを漏もらす。

「フフフフ企みなどないよ。ただ、私は好こう敵てき手しゆにいい仕事をしてもらいたくてだな」

「あのー、あの犬、ドクトルには役に立たないんです」

　角からもう一つ声がした。

「ジャッ……！」

　バーチが制せい止しする声。従じゆう者しやかなんかだろう。

　その声にリッツは礼れいを言う。

「……ご親切にどうも」

「いえいえ。それはともかく、まあせっかくですんでね。貰って頂いただけるとありがたいんですが」

「お前なんなんだ、そんな迷めい惑わくなものを押おしつけるような」

「すみませんねぇ、ドクトル、今一つ世間知らずで」

　こう低てい姿し勢せいに出られては、かりかりしてばかりもいられない。

　ジャッ、とやらに、リッツは好感を持つ。

「ああ、まぁ。……いやぁ、でもともあれ、まぁ、何よりいけないのはマルタが稼かせがないってことで」

「だから、なんで貧びん乏ぼうなんですかねぇ名探偵の癖くせに」

「ねぇ、そうなんですよ。っていうかあいつ家でだらだらしすぎなんですよ。最近ドクトル・バーチ関係の依い頼らいも少ないし。っていうかドクトル・バーチが動けば自動的にマルタのとこに依頼が来るので、バーチ、あんたが予よ告こくさえ出せば犬の餌えさ代だって入るんだっつーの」

　振ふり向むかず唇くちびるを尖とがらせてリッツは言い、バーチは老紳士の声でぶつぶつ答える。

「私にだって色いろ々いろ都つ合ごうというものがあるのだ。大体最近のオスタスには美しい物が少ないし、なんでもかんでも無む節せつ操そうに盗ぬすんでいるわけでは」

「ドクトル、喋しやべりすぎです」

　ぼそりとジャックに言われてバーチは口をつぐむ。

　リッツは何も言わず、くるりと傘を回し、水すい滴てきを飛ばす。

「……まぁ、今の話は聞かなかったことにします。犬はどうするか、は、まだ決めてませんし。っていうか僕まだ十五歳なのに」

「……それは、雇やとい主ぬしがマルタ・サギーだからしかたないのではないですかな」

　ああ、ジャッ、はわかっているなぁ、とリッツは素す直なおにそう思った。

　ジャッ、とは少し話をしてみたかった。





　オスタスは夜に包つつまれる。

　雨あま雲ぐもの上には月が出る。

　たとえ地ち上じように月光が、届とどくことがなくても月は出ているのだ。

　さて、実はオスタスにはとある条じよう例れいがある。

　オスタス市議会が成立したとき以来の条例で、ほぼ全すべての市民がこの条例の必要を認みとめている。

　それは、ある一定の種族には、残ざん業ぎようを認めないということ。

　天てん文もん、特に月の運行で形けい態たいが変わる種族が、オスタスにはいるからだ。

　雨が止やんだ。

　リッツはふとそれに気がついて傘かさを畳たたんで振って水滴を切る。

　ガス灯の明かりにその飛沫しぶきがビーズのように輝かがやく。

　一いつ瞬しゆん丸く透とう明めいになる水滴が、リッツの足あし下もとの水たまりを叩たたく。

　一本向こうの通りを、蒸じよう気き自じ動どう車しやが静かに走っていく。それと馬車が何台か。

「ミスタ・リッツ・スミス」

　水を踏ふむ音がして、リッツの前に影かげが立った。

　小こ柄がらな、少女の影だ。

　よく声をかけられる日だなと思う。

　少女の姿は暗くてまだ見えない。

「誰だれだ、君は」

「マルタ・サギーはエンウイグ教会で休んでおられます」

「あ、そうなんだ。ありがとう」

「寝ね泊とまりは厳禁で、十時までしかいられないそうです」

「あ、ご親切に」

　って違ちがう。

　なんか僕マルタに感かん化かされてる気がする。

　しっかりしなくては。

「質問に答えろ」

　年の頃ころならリッツより下だ。

　十歳さいくらいだろうか。

　それにしてはしっかりした話し方だが。

「迎むかえに行って差しあげてくださいね。あれではお風か邪ぜを召めしてしまいます」

　しかも世話やき。

　バーチといいこいつといい、なんでマルタの周まわりは世話やきが集まるんだろう。

　多分あいつ、この調子で一生行くんだ。

　楽しやがって。

　なんかむかつく。

　もちろんリッツは、その筆ひつ頭とうが自分で、しかも一番面めん倒どうを見ているということに気がついてはいない。

「ミスタ・リッツ・スミス。私を飼かって下さい」

　凜りんと張はりつめた声で言われる。

　え。

　えーと。

　リッツは顔がじわじわと赤くなっていくのを感じる。

　そんな。

　女の子飼うとかって、不ふ道どう徳とくな。

　でも、向こうが飼ってって言ってるんだし、

　イヤ待てだって、そんなの無む理りだ、犬だって飼えないのに。ああ、恨うらむぞマルタ・サギー。お前の稼ぎさえよければ僕のロマンスがはじまったというのに。

　あれ。

　待てよ。

　犬？

「……君、ジョゼフィーヌか」

「いいえ、私はジョゼフ犬」

　つん、と誇ほこらしげに少女は言う。

　リッツには正直何が違うか分からない。が、動どう揺ようを顔に出すのも悔くやしい。

　少女はほぼ裸はだかで、腰こしに布のような物を巻いているきりだ。夜で視し界かいが利きかないのをいいことに羞はじらっている様子はない。

　リッツは自分の上うわ着ぎを脱ぬぐと少女に向かって投なげ渡わたす。

「着なさい」

　少女は上着を器き用ように受け取ると、

「ありがとう。紳士ですね、ミスタ・リッツ・スミス」

　と言って笑い、流れるような動作で着き込こんだ。

「どういたしまして。……ところで君は人じん狼ろうの種族かな」

「いえ、私は人じん犬けん族ぞくです。狼おおかみより、人に親したしい生き物で。……マルタ・サギーを主しゆ人じんと決めました」

「なんでまた。あんな盆ぼん暗くらを」

　心しん底そこ呆あきれてリッツは言い、少女はリッツの上着をきちんと着込んで微笑ほほえんだ。

「マルタ・サギーは行く当てもなく、私を抱かかえて雨の中を、一日歩いてくれました。もちろん昼間の私は犬ですから、抱だかれるよりも歩いた方がいいのですけれども、雨の中、私を抱いて歩き続けるというのは」



    

  
    
      　思い出したように、クス、とジョゼフ犬は笑った。

「なかなか疲ひ労ろうされたと思いますよ。その不器用さに、私は忠ちゆう誠せいを誓ちかうこととします」

「……そうかい」

　確かにマルタの、そういう変に不器用なところはリッツも好感を持っている。

　横で見ていると実はマルタは、もっと上う手まくやれないものかなぁとか言って、落ち込んでいることも多々ある。

　本人が聞いたら一体どう思うんだろうなとリッツは少しおかしくなった。

　人の美点はその人自身の思いもかけないところにあると、何かで読んだと思い出す。

「私の能力はドクトル・バーチ仕じ込こみです。私の餌えさ代だいくらいは、自分で稼ぎます。まずは、当とう座ざの食しよく費ひでもマルタ・サギーにお渡わたししましょう」

　言うなり、少女は軽けい快かいに駆かけだして、闇やみの中に消えて行った。

　リッツはそれを見送り、

「……エンウイグ教会に十時までいられるってことは。その時間までほっといた方がいいってことなんだろうな」

　と、一人呟つぶやく。

　それなら一度事務所に戻って、アイロン掛がけの続きをしてしまおう。

　ジョゼフ犬が一いつ緒しよなら、マルタはちゃんと帰ってくるはずだし。

　ああ、僕まだ十五歳なのに、なんでこんな雇い主の帰りの心配なんかしてるんだろう。

　苦く労ろう性しようの僕に、神よ、幸さちあれ。





　マルタは硬かたいベンチの上で、ぐっすりと寝ねこけていた。夜になったのも気がつかず、雨が止んだのも気がつかない。

　シスターがやってきて、夜になったので出て行ってくださいねとやんわり告げ、寝ぼけたマルタが動けずにいると猫ねこのように襟えりを持ってつり下げられ、ぽいと外そとに捨すてられて中から鍵かぎをかけられた。

　雨に濡ぬれた路ろ面めんにマルタは座すわり込み、横を通る車に思いっきり頭から水をかけられた。

　まだ寝ぼけていて、茫ぼう然ぜんとする。

　黒くろ髪かみから水を滴したたらせ、ふと天を仰あおげば星と月と夜の雲。

　僕なんでこんなとこにいるんだっけ。

　ぼけっと思い至いたり、そして周囲を見て探さがす。

「ジョゼフ犬」

　立ち上がり、濡れた服が張り付く不ふ快かいさに、ちょっとズボンの太ふと股ももの布を引っ張って。

「ジョゼフ犬」

　姿は見えず、返へん事じはない。

　主人を探すと言っても、結けつ局きよくこれが一番いい方法なのだと頭のどこかで分かってはいたのだが。

「放せば、勝手に家に帰るよな。雨が上がれば、そりゃそうだよな……」

　だって犬だもん。

　マルタは街がい灯とうの灯あかりを頼たよりに、ハンチングと傘かさを探し出した。

　濡れたハンチングを絞しぼり、傘をきちんとまとめる。

　さっきのシスターは怪かい力りきだった。

　色んな種族がいるオスタス。

　水に濡れたことを恨むでもなく、マルタは歩き出す。だってあのシスターは暫しばらく教会に居させてくれたから。

　街角の暗くら闇やみを、小さな影かげがよぎる度たびに垂たれ耳の白黒の斑まだらのと期き待たいはしたのだが、どれも違った。

　猫ねこや、犬や、マルタの知らないなにやかや。

　かわいかったなぁジョゼフ犬。

　ご主人様がいい人だといいなあ。

　かわいがってもらえるといいなあ。

　オスタスの石いし畳だたみ、その水みず溜たまりにうつる月。

　踏ふんづけて壊こわして、一つ溜ため息いきを吐つく。





　びしょびしょの服のまま階かい段だんを上がって、事務所に戻もどる。

　一階のミスター・ブルネルの店はとうに閉しまっていた。

　向かいのビルの一いつ室しつにだけ灯りがついていた。動いたシルエットは巻まき毛げの女性の物で、ああ、綺き麗れいだなぁとマルタは思った。

　オペラグラス片手に、今日はもうそこに泊とまると決めたバーチが変へん装そうを解といた姿すがただったのだが、もちろんマルタは知るよしもない。

「ドクトル、いい加か減げんお休み下さいよ。肌はだ荒あれしますよ」

「んー。林りん檎ご剥むいてくれジャック。睡すい眠みん不ぶ足そくにいいそうだから」

　いや、だから睡眠をとりなさいよと言いかけてジャックはやめた。

　バーチは椅い子すの上に膝ひざで乗って、足をぱたぱたさせていて楽しそうだ。

　理解出来ない趣しゆ味みだとしても、主人が楽しそうなのはいいことだろう。

「お、マルタが帰ってきたぞ。リッツに怒おこられないといいんだがなぁ」

　怒られとけそれくらい。

　ジャックは何も言わず、林檎を剥いた。





「お帰り」

　パジャマとガウン姿のリッツに言われ、ただいま、と返したものの、続くのは溜息しかなかった。

「悪いな、服濡らしちゃったよ」

「いいよ、また洗せん濯たくするし。犬どうした」

「ん。いなくなった」

「そうか。風ふ呂ろ入ってから寝ろよ。風か邪ぜひくぞ」

　言って、リッツは自分の寝しん室しつに入り、ベッドに潜もぐり込んで灯りを消す。

　犬、どうした。

　いなくなった。

「どうだかな」

　ぼそりと呟き、あっさり寝入った。





　次の日、マルタは奇き妙みような重みと共に目を覚ました。

　しかも、変な匂においが。

「……な、なんだこれは」

　思わず起きあがって呟く。マルタのベッドの上にこんもりと、財さい布ふの山が出来ていた。

　多種多様で主に汚きたない。

　茫然とするマルタの耳にかつかつと忙せわしなく高い足音が届く。

　重い財布をどかして飛び起きる。

「ジョゼフ犬！」

　呼ばれた名前に犬はひゃん、と甘あまえた声で鳴いてその拍ひよう子しに黄色い蝦が蟇ま口ぐちの財布が床ゆかに落ちた。

「お、お前が拾ってきたのかこれ、全部？」

　慌あわてるマルタに、犬が飛びついてぺろぺろと顔を舐なめる。

「あは、くすぐったい、ジョゼフ犬！」

　マルタは笑いながら犬を抱きしめる。

　柔やわらかい毛け並なみと温あたたかい身体からだと、ぴこぴこぴこぴこ動く尻尾しつぽ。

　温あたたかい薄うすい舌に顔を舐められて、マルタは声を上げて笑う。

　いつの間にか戸口にガウンを着たリッツが立っていて、紅こう茶ちやのカップを手にしていた。

「散さん歩ぽはどんなに面めん倒どうでもお前がやれよ。縁ふちの欠かけたスープ皿があったから、あれでいいだろ、ジョゼフの食しよつ器きは」

　肯こう定ていを示しめしてジョゼフ犬が鳴き、マルタが顔を輝かがやかせる。

「あ、ありがとうリッツ！　ぼく、もっと頑がん張ばるからな」

「ハハハハハハ、頑張り方も知らない癖くせに言うもんじゃないぜ、マルタ」

「あっそうか」

　てへ！　と頭の後ろに手をやって肩かたを竦すくめられ、リッツは思わず手に持ったカップを投げつけそうになったが止めた。

　間ま違ちがいなく事務所の中で一番高い物だからだ。

　その細い持ち手をぐっと握にぎり、朝食を作りにキッチンに向かいながらリッツは言う。

「それと、オスタスの白黒斑の犬は、夜は外に出しておいてやらないと、犬の精せい神しん衛えい生せい上じようよくないぜ」

　夜、帰ってこなかったところを見るとどうやらジョゼフ犬は自分が人じん犬けんであることを知られたくないようだ。

　欠伸あくびをしながらリッツは呟く。

「僕ってホントに親切……」





「ああ重かった！」

　シーツを一枚、風ふ呂ろ敷しきの様にして背せ負おい、ジョゼフ犬が集めた財布を背負って、マルタは警察署までやってきた。

　受付の机つくえの前にどさりと財布入りシーツを下ろしてにっこり笑う。

「ええと、僕は探たん偵ていＭ、あるいはオスタスの一市民だ。トーリアス警部はいるかい？　もしくは拾しゆう得とく物ぶつの届け出はどうすればいいのかな？」

「……少々お待ち下さいね」

　眼鏡めがねをかけた、褐かつ色しよくの鱗うろこのある肌はだの婦人警官がそう言って立ち上がり、やがてマルタは奥おくに通された。

　奥と言っても個こ室しつなどではなく、机と椅い子すが置いてあるだけの休きゆう憩けいスペースだ。

　警察署の電話はひっきりなしに鳴り、ざわざわとして落ち着かない。

　泥どろのようなコーヒーを出され、マルタは悠ゆう然ぜんと足を組んで椅子を軋きしませる。

「で、なんだ、あの大たい量りようの財布は」

「んー多分拾った。届け出て持ち主が現あらわれなければ僕の物になるし、出てきても一いち割わり僕の物なんだよね？」

「ま、そうだがな。だからってこんなによく集あつめたな」

　トーリアスが感かん心しんして言う。よく見ると財布の全部に犬の歯は形がたがついている。

　マルタは何も言わずにコーヒーを啜すする。

「まっず」

「いいんだよ気き付つけ薬ぐすりみたいなもんなんだから」

　トーリアスが苦にが々にがしく言って、ふと立ち上がり、自分のデスクに戻り、書しよ類るいを一枚持ってきた。

「ところで探偵Ｍ氏。とある貴き族ぞくが特にお前をご指し名めいなんだが。稼かせぎになるぞ、これは」

「……誰ですかこれ」

　書類に書いてある名前を見て、マルタはつまらなそうに言う。

　長ったらしい名前。

　なんとかかんとかあーたらこーたら侯こう爵しやく。

「あー……この依い頼らいは受けておいた方がいいな。オスタス市し議ぎ会かいの実じつ力りよく者しやだ。逆さからうと厄やつ介かいなことになるぞ」

　ふうん、とマルタは言って書類を見る。

　依頼、犬の捜そう索さく。

　白黒斑垂れ耳。

　名はジョゼフィーヌ。

　繁はん殖しよく家か兼けん調ちよう教きよう師しの元から搬はん送そう中ちゆう籠かごから逃とう亡ぼう。

　首輪に名前付きのメダル。

「……あー。因ちなみにここから先は私の独どく白はくなのだが。この調教師、わりと、評ひよう判ばんがよくない。というか尻尾を掴つかませないが、どうも、その……動物を怯おびえさせるようなことをしているらしい。更さらに言うと侯爵というのは、動物をそのー、殴なぐる趣しゆ味みがあるらしいんだな」

「……でも、依頼を断らない方がいいんだろう？　お金になるしな」

「そうだな」

　警察署の中には喧けん噪そうが渦うず巻まいている。スプリングが布ぬの越ごしにすぐに尻に当あたる椅子に、ずるりと座すわり、マルタは電でん灯とうの光にかざすように書類を見つめる。オスタスは今日も雨だ。

「I'm Marta Saggy」

　マルタはカードを取り出さずにぼそぼそと言う。

　万ばん能のうの名探偵のカード。

　謎なぞや困こまりごとなんかなんでもござれだ。

「Open your fuck'in gate of THE POWER」

　ジョゼフ犬可愛いよなー。

　リッツも飼かっていいって言ってくれたし。

「I will use the card …"DETECTIVE"」

　いつもより間ま延のびした感じでマルタは呪じゆ文もんを唱となえ、トーリアスに向かってにこりと笑った。

「カード、もったいないから」

　茫ぼう然ぜんと見つめるトーリアスに、マルタは足を組みなおす。

「えーと。依頼は受けました。呪文も唱えましたが解決しませんでした。この事じ件けんは迷めい宮きゆう入いりです。と長い名前侯爵に伝えて下さい。トーリアス警部」

　マルタはにっこりと笑う。

　トーリアスは暫しばらく呆あつ気けに取られていたが、やがて、ぷっと噴ふき出だして言った。

「……汚お点てんだな、名探偵Ｍ」

「全くです。こんな屈くつ辱じよくは初はじめてのことで」

　マルタ・サギーは片かた眉まゆを跳はね上げて傲ごう岸がんに笑い、王侯貴族の様にコーヒーを一口飲んで言った。

「まっず」

「うるさい」

　トーリアスがぼそりと返す。





　長い名前侯爵は珍めずらしい犬が欲ほしかった。夜会で自じ慢まん出来るような奴やつだ。

　人犬族は珍しかった。

　犬なのだからどんな扱あつかいをしても構わないだろうと、闇やみ市し場じようで買い調教師に預あずけた。

　それもこれもあの美しいマリアンナ・ディルベルタの歓かん心しんを買うためだった。

　けれどマリアンナ・ディルベルタに夜会で犬を見せても、冷たい笑いを浮うかべるばかりだった。夜だったから人の姿だったからいけなかったのかも知れない。

　次の日、ドクトル・バーチにあっさりと犬を盗ぬすまれた。館やかたに逗とう留りゆうしていたマリアンナ・ディルベルタは「まあ恐おそろしいこと」と眉まゆを顰ひそめた。その様さまが美しかった。残されたバーチのカードは警察に届けた。

　あの犬、高価だったのに。





　雨の昼間のオスタス。アイロンをかけるリッツの横にしつらえられたベッドでジョゼフ犬はまどろむ。

　思い出すのはドクトル・バーチの言葉だ。

「君は、マルタ・サギーの助けになりたまえ。私の宿しゆく敵てきだけれど、優やさしい少年だ。寂さみしがり屋だからきっと可愛かわいがってくれる」

「けれど、私を助けてくれたのはドクトルです」

　黒い帽ぼう子しとマント、アイマスクのバーチはくすりと笑った。

「怪かい盗とうより、探偵の方が、犬は似合うだろう。もし、恩おんに着てくれるのなら、私に対しては働かないでいてくれると嬉うれしいね」

　バーチはそう言って頭を撫なでてくれた。

　そして、ここは暖かい。

　メダルのついた硬かたい革かわの首輪ははずされ、柔やわらかい布で縫ぬわれた首輪がつけられた。

　そこにはマルタが不器用な刺し繍しゆうをしていた。

　オスタスの誰も読めない日本語で、

『ジョゼフ犬』

　と。



    

  
    
      



「ドクトル・バーチからの予よ告こく状じようがきたぞ」

　トーリアス警けい部ぶがマルタ・サギー探たん偵てい事じ務む所しよの扉とびらを開あけて言ったのは、冬の気け配はいのする午後の早くだった。

「おお、久ひさしぶりだなぁ」

　マルタはぼんやりとそう言い、ジョゼフ犬いぬはお行ぎよう儀ぎ良よくトーリアスを見み上あげて細い尻尾しつぽを振ふり、リッツ・スミスは窓を大きく開けて通りに向かって叫さけんだ。

「ありがとう、バーチ!!　これでパンと紅茶が買えるよー!!」

「リッツー寒さむいー」

　マルタの言葉にリッツは窓を閉しめ、靴くつ音おと高たかくマルタに詰つめ寄よって、額ひたいをごりごりと音がするほど合わせて、睨にらみつけると歯ぎしりをする様に言った。

「ここには立りつ派ぱな暖だん炉ろがあるというのにだな。薪まきを！　買う金もないのは誰だれのせいだ、言ってみろマルタ！」

　マルタは顔を青ざめさせながら引きつり笑いを浮うかべる。

「あっ、でっでも、ジョゼフはおなかいっぱいだと思う……」

「あたりまえだ。ジョゼフが飢うえるくらいならお前が身体からだを売うれ」

　瞬またたきもせずにリッツは喉のどの奥おくから響ひびく様な声を出した。

　マルタは口の端はしに引きつった笑えみを浮かべ、視線を外はずせないまま呟つぶやく。

「う、売れるのか僕」

「知らないよ」

「……まあ、そんなコトになったらバーチがすっ飛んでくるんじゃないかなー」

　トーリアスは上着を脱ぬいで軽く畳たたみ、椅い子すの背にかけて勝かつ手てに台だい所どころに行き、勝手に薬や缶かんに水を汲くんで、勝手にコンロに火をつけた。

「僕、バーチの愛あい人じんになる気はないぞ」

「向こうもないだろ」

　マッチの軸じくを弾はじいて火を消してトーリアスは言い、リッツが更さらに額を押おしつける。

「だれが売ばい春しゆんしろって言った。売るのは物ぶつ理り的てきに身体だ、手足とか内ない臓ぞうとか。人間族の若いのなんか、結構な値ね段だんが付くんだぞ知らないのか」

「そんなん風ふう評ひようだろ？」

　マルタが睨みあげ、トーリアスは口の端を上げる。

「その件けんについての捜そう査さの本部はあるぞ」

「え、嘘うそ」

　マルタが凍こおり付いて言い、トーリアスは流しに置いてあったままのティセットを、シャツの袖そで口ぐちをまくり上げて洗い始める。

「お前が殺人事件とかは勘かん弁べんしてくれっていうから耳にいれなかっただけだ。まあ正しよう直じき、凶きよう悪あく犯はん罪ざいの方にも手を出して欲ほしいもんなんだがな」

　水みず音おとの中でトーリアスは言い、マルタはバツが悪そうに視線を落とす。

「……連れん続ぞく殺さつ人じんとかなら……出るよ。次の殺人が止められるんなら」

　リッツは額を放すと、マルタを見下ろして言う。

「なんでそんな、犯罪とか苦にが手てなくせに探偵なんかやってんだ」

「……だって。僕、名探偵のカード使いだから……」

　不ふ満まんげにマルタが言い、リッツは長く息を吐ついた。

「愚ぐ問もんだった」

「あ、そうだマルタ。それで、カード使いで異い世せ界かい人じんのお前を研けん究きゆうしたいって学がく者しやがいるんだが」

　トーリアスの言葉に二人は視線を向ける。

「へえ。酔すい狂きような」

「賛さん成せいだ、マルタ。リッツ、用意はしたから私に茶を淹いれてくれ」

「あ、はい。……それはいいけど……研究って？」

「王おう立りつの、まぁ、そういう研究所があってだな。そこの中の一人からの申し出なんだけど。まぁ別べつ途と手て当あては出るが、いやだったら断ってくれていいんだぞ、マルタ」

「んん。手当の金額によるなあ」

「マルタ」

　マルタの言葉にリッツは何な故ぜか反射的に咎とがめる様な声を出してしまった。

「嫌いやみじゃないぜリッツ。単たん純じゆんにさ。今回バーチの件で金が出たって、薪は燃やせばなくなっちゃうだろ？　少しがんばらないと凍とう死しする」

「……確かにな」

　リッツはふう、と鼻息を漏もらす。

「で、トーリアス。バーチの予告はなんなんだ」

「絵か、宝石か？」

　楽しげにマルタが言い、トーリアスは口の端を上げる。

「花だ」





「これがそれです」

　花咲さき乱れる温おん室しつの中、細い鉄てつ細ざい工くの脚あしを持つテーブルの上に、一つの鉢はちが載のっていた。ご丁てい寧ねいにガラスの覆おおいまで付いている。

　分ぶ厚あつい吹ふきガラスの覆い越ごしに見えるのは青い薔ば薇らだ。

　リッツとマルタは花と葉の匂においでむせかえる温室の中、まじまじとそれを見つめる。

「僕がいたとこじゃ青い薔薇って作れないことになってんだけど」

「いやー、オスタスでもそうだよ」

　リッツもまじまじと見つめて言う。

　二人を案あん内ないして、今説明している白はく衣いの青年はマルタの腰こしまでくらいしか身長のない、緑色の皮ひ膚ふをした、けれど人間の造ぞう形けいの青年だ。

　この建たて物ものに入るときに、王立植物研究所主任のリーサーと申します。と、二人にむかって自じ己こ紹しよう介かいをした。

「まあ、偶ぐう然ぜん上う手まいこと行きましてね。仮かりに今、リーサーズローズと呼んでいますが、まぁそのうち相応ふさわしい名前がつけられるでしょう」

「ふへー。キレーだなーこれー」

「ほんとすごーい」

　少年二人に心の底から賞しよう賛さんされ、リーサーはまんざらでもない様子だ。

「で、バーチがこれをいただきに来ると？」

　指の関かん節せつでケースを叩たたき、マルタはリーサーに問う。

「ええ。そのあたりの事じ情じようは、警部からお聞きに？」

「一いち応おうね。というか、予告状を預かってるよ」

　マルタは答えるが、あくまで視線は青い薔薇だ。

「すっごいねーこれねー。すっごいキレーだね」

「珍めずらしいだけじゃないねー綺き麗れいだねー」

　リーサーはこほん、と咳せき払ばらいをして、ケースの上から布を被かぶせ、横に置いてあった香こう水すい瓶びんのポンプを押した。

　マルタとリッツははっと我われに返り、きょとんとし、顔を見合わせる。魂たましいでも取られたみたいな感じだった。

　二人を見てリーサーは苦く笑しようする。

「まぁ、我ながらまずいもの作ったなぁ、とね」

「……綺麗なだけじゃ無いんだ？」

　茫ぼう然ぜんとリッツが言い、マルタは事じ態たいが把は握あく出で来きずに、

「んっ？　ええっ？」

　ときょろきょろしている。

「香かおりか姿すがたかわかりませんけどね。あるいは両りよう方ほうか」

　リーサーは言って肩かたを竦すくめる。

「これが犯罪者の手に渡わたったらおそろしいことになります」

　その言葉で、マルタがおお、とようやく納なつ得とくした声を上げた。

「……なるほどね。しかし薔薇で、この効こう果かとは」

　リッツは顎あごに手を当てて言い、次の瞬しゆん間かんマルタと同じ事を言ってしまった。

「「いかにもバーチが好きそうだ」」



　より相応しい主の手に落ちる僥ぎよう倖こうを美しきものに与あたえるため、満まん月げつの夜に参さん上じよう致いたします。

怪盗　ドクトル・バーチ



　いつも通りの白のエンボス加か工こうのカードに書かれていたのはつまり、それだけの文章ではあったのだが、裏うらを返してみればそこには青い薔薇が描えがかれていた。

　暖あたたかい空気が循じゆん環かんする音とそれを攪かく拌はんする天てん井じようのファンの音が響ひびく温室の中で、三人はマルタが取り出したそのカードをひらひらと眺ながめていた。

　杜ね松ずの香こう水すいのカード。

「ふーん。まぁ、満月の夜と言えば明日だねぇ」

　リーサーは言い、彼らはかなり大きめのバーチのカードを眺めた。

「警けい備び態たい勢せいとかどうなってるか聞いてる？」

　マルタはリッツに訊きいて、リッツはさらさらと言った。

「一応。その花は温室から出せないから、警備はここに敷しかれるらしい。バーチが盗ぬすんでここから持ち出す時、まぁ、枯からさない様な事は当然考えてるとは思うけどね。まぁ、いつも通り入口と出口を塞ふさいで周まわりを囲かこんで」

「コメディみたいにまた警けい官かん山やま盛もりにするの」

「そのようだよ」

「……面おも白しろいからいいけど、意い味み無ないよね」

「意味無くしてんのはお前だ」

　にこにこと言われ、マルタもにこにこと笑えみを返す。

「えへー」

「えへーじゃねぇ」

「まぁ、守って頂きたいのは本当なんですよ」

　リーサーは殺さつ伐ばつとした二人の会話を無む視しして言った。

「いくらドクトル・バーチが周しゆう到とうだと言っても、万まんが一いちこの株かぶが枯れたら私は泣いてしまいます。精せい魂こん込こめて作ったんですから」

「……でしょうね」

　マルタは微笑ほほえんで言う。

「青い薔薇は、園えん芸げい家かなら誰でも作りたいものです。悪あく魔ま的てきなまでに蠱こ惑わく的てきな香りも姿も、僕にとっては副ふく産さん物ぶつでしかないのですよ」

　リーサーの言葉に、マルタは視線を和やわらげる。

「……ただ、青い薔薇を作りたかったと？」

「……それは全すべての園芸家の夢です。そして、女王陛へい下かに喜よろこんで頂くのが、オスタスの市し民みん全ての願いです」

　リーサーは誇ほこらしく微笑んで言い、マルタは頷うなずく。

「いかにも」

　まだ女王陛下に会ったことがないリッツは、僅わずかに不ふ機き嫌げんに唇くちびるを尖とがらせる。

「でも、まぁ」

　リーサーは苦く笑しようして言う。

「何故、この薔薇が出で来きあがったのか、実は私にもわからないんだ。偶ぐう然ぜん出来た、というしかないから、この株が増やせなければ一いち代だい限かぎりだね。……忸じく怩じたる物があるけれど、まぁなんとか、この幸運を物にしたいなと思っている。だから、マルタ・サギー。ドクトル・バーチがいかにこの薔薇に相応ふさわしい優ゆう雅がな怪かい盗とうであっても、私個人としてはこの花を守りたいのです。……そして、オスタスのシンボルとして、皆みなに認みとめられたい。……よろしくお願いします」

　リーサーの言葉に、マルタは帽ぼう子しをとって胸に当てて微笑んだ。

「承うけたまわりました。薔薇の主」

　マルタの気き取どった台詞せりふに、リーサーは照てれて手をぶんぶんと顔の前で振ふった。

「そんなそんなそんな。そんな詩し的てきな尊そん称しようをいただけるような者では無いですよ、私はただの園芸家に過ぎないのですから」

　その遣やり取とりを、リッツはマルタの横でにこにこ聞いていたが、温室の窓にぶつかる小さな音に気がつくと、視線を上げた。

　ガラスにはりつく染しみの様な物を見つめるリッツに、リーサーは言う。

「ネラスストームですよ。冬ですね」

「ええ。この分なら、一週間くらいで収まりますかね」

「まあ、それくらいでしょうね」

　横で聞いていたマルタはきょとんとしてリッツを見たが、

　が。

「まー嫌いやでもわかるよ」

　とリッツはそらっ惚とぼけ、リーサーも笑っているだけだ。

「オスタスの冬は初めてなんですね、マルタ」

「ええ。まぁ、解わかるというなら今ここでお伺うかがいするのも無ぶ粋すいですね。……さて、そろそろ失礼することにします」

　マルタは苦笑してハンチングを被かぶり直す。

「ときに、エシ氏の研究所というのはどちらにあるかご存じですか？」

　その名を聞くとリーサーは途と端たんに顔を強こわばらせた。

「エシ氏ですか」

「仲なか悪いんですかあいた」

　足をリッツに思いっきり蹴けられた。

「フツー言わないだろそーゆー」

「……仲悪いというか……僕が個人的に彼を嫌きらいです」

　リーサーはどこかげっそりと言った。

「なんのご用か存じませんが、長なが居いは無む用ようと思いますよ」

　そう遠くない場所で鐘かねが鳴る。時じ刻こくを知らせる寺院の鐘だ。澄すんだ音が高く響ひびく。

「時を知らせる鐘ですか？」

　静かにマルタが聞き、リーサーは答える。

「ええ。正確で助かっていますよ。エレッセオ寺じ院いんの鐘の音です」





　リーサーは穏おん和わで聡そう明めいだ。

　リッツもマルタもそう思った。

　そのリーサーが嫌いとまで言うエシ氏というのは一体どんな人だろう。

　エシ氏の研究室はリーサーの温室の隣となりにあった。

「よくいらしてくださいました探たん偵ていＭ氏！」

　テンション高たか。

　エシ氏は人間族だったが、色んな血が混まざっている様で、耳の下には少しの範はん囲い鱗うろこがあり、髪かみはふわふわとした白はく髪はつで、眼鏡めがねの下の目は金色で、虹こう彩さいは黒だった。身長はマルタより頭一つ大きいくらいで、顔の造ぞう作さはそれなりに整ととのってはいるのだが、視線が強すぎて焦しよう点てんがどこで結むすんでいるのか解らないのが決定的で、いい男という表ひよう現げんが出来ない。

「いやーお会いしたかったー！」

　マルタが手を差し出す前にエシ氏はマルタの手を両手で取って、上下にぶんぶん振った。

「なんでも、Ｍ氏は異世界人であられるとか。いや素す晴ばらしい」

　いいながらエシ氏はとったマルタの手をじっとりと撫なで回し、焦点の合っていない目で、手を見つめていた。

　マルタは生せい理り的てきな嫌けん悪おで鳥とり肌はだを立て、そっと手を引いた。

「あー。のー。えー。と」

　口の端はしに皺しわを刻きざんで、なんとか笑みに見えるものを作って、ズボンの尻でごしごし手を擦こする。

　リッツはハンカチを取り出すとそっとマルタに渡した。

「エシ博士の研究というのはー」

　マルタが愛あい想そ笑いを浮うかべて言い、エシ氏は更さらに笑みを深める。

「やー、これはこれは。トーリアス警部からお聞きですかー」

　うん、ボーナスでるって。

　笑顔を凍こおらせてマルタはそれだけ思う。

「えー、オスタスには実に多た様ような生き物が市民として暮くらしていますよね。当とう然ぜん、研究や分ぶん類るいが必要になってきます。それが私の仕事でして。いやー、常つね々づね、カード使いの噂うわさを聞いては、いったい生せい物ぶつとしてどれほど違ちがうのだろうかとの興きよう味みを抱いだいていたのですが、なかなかカード使いなどにお目にかかる機き会かいはありませんでねぇ。カード使いは異世界の生き物というではないですか。いかなる生体機能を有しているのか？　いやあ実に！」

　エシ氏はマルタの手をまた無む理り矢や理りとってものすごくにこにこした。

「興味は尽つきませんねぇぇええ」

　マルタも物もの凄すごくにこにこしたが、顔かお色いろは土つち色いろだった。

　嫌いとかいうより。

　もうヤだこいつ。

　リッツはマルタの上着の肘ひじを取るとくい、と引っ張って、半はん目がんになって見上げて言った。

「帰かえろ、マルタ」



    

  
    
      「え」

「明日に備そなえてやらなきゃいけないことがあ・る・か・ら」

　なんだろ。なんかあったっけ？

　とマルタは思いつつ、リッツの妙みような迫はく力りよくに押おされて頷いた。

「あ・そう」

　エシ氏はきょとんとした顔でマルタの手をぱっと放し、それからまたにこにこした。

「ではまた明日！　出来れば早い時間に！」

　やだなぁ。

　思ってマルタは阿あ呆ほうの様に笑った。





「僕あいつ嫌いだ」

　リッツは早はや足あしで、マルタの前を歩く。夕ゆう暮ぐれのオスタスの石いし畳だたみの道。

「いいよ、マルタ。あいつんとこいくなよ」

　言われた言葉にマルタは目を丸くし、それから吐と息いきで笑った。

「お金、いるじゃん」

「いるけど」

「新しん年ねん前にはツケを全部払はらって、薪まきを蓄たくわえて。パンと紅茶と肉とバターと野菜。お前のコートと手て袋ぶくろとマフラーもいるだろ？　僕だってセーターの一枚も欲ほしいしさ。スケートリンクがコウエンパークに出来るっていうじゃない。通って、スケート上う手まくなったらおもしろそうだよ？　あと、冬用の寝しん具ぐを買わないといけないし。まともな食しよつ器きと、ジョゼフにはもっといい食事」

「ミスター・ブルネルが回してくれてるのは、最さい高こう級きゆうのものだよ。ヘンリーなんかわざとベイコンを切り間違えてくれてる」

　続く言葉を出し損そこなって困こまって軽く両手を揺ゆらすマルタに、リッツはあくまで振ふり向かない。

「知ってるくせに」

「いや、あの」

　軽く肩かたを竦すくめてマルタは惚ける。

「知らなかった」

「嘘うそつき」

　リッツは歩きながらぼさりと言う。

「ほんとに嘘へただよな、マルタ」

「なんだよ」

　マルタはポケットに両手を突つっ込み、白い息を吐きながら寒さむそうなリッツの背中を睨にらみつける。

　金が入ったらまずリッツのコートだ。

　ウールかツイードの奴やつがいいな、とにかく暖あたたかい奴。襟えりが大きくて、立てられるのがいい。

「内ない臓ぞう取って売ってるの、あいつなんじゃないかってくらいの怪あやしさじゃん。いいじゃんか、バーチの件で金は入るんだし」

「……けど、トーリアスの紹しよう介かいなんだよ？　エシ氏の研究所だって王立なわけで。ボーナスが入るならいい話じゃないか」

　リッツはやっぱり振り向かない。

「じゃ、好きにすれば」

　言われてマルタは茫ぼう然ぜんと足を止める。

　なんだそれ。

　だって金がない金がないって言ってるのはいつもリッツの方だろ。

　それに、別に、リッツがなんかする訳わけじゃないし。

「……なんだよ」

　マルタが立ち止まっている間に、リッツはすたすたと歩き去る。マルタはその背せ中なかが人ひと波なみに消えるまで動かない。

　なんだよ。

　面おも白しろくない。

　せっかくお金が入るっていうのに。

「バカ」

　ぼそりと呟つぶやく。

　一いつ緒しよに歩いてなんかやるもんか。

　リッツがいないと帰り道が解らないことも忘れて、マルタはそう思った。そしてものすごく迷った挙あげ句く、心こころ細ぼそくなってジョゼフ犬が迎むかえに来て、

「ああああんジョゼフ犬ぅ」

　と抱だきしめる羽は目めになった。





　夜になってオスタスは冷え込む。

　空気が幾いく重えものガラスの様に張り、透とう明めいに澄すんでいく。

　この季き節せつはオスタスの代だい名めい詞しとも言える霧きりが全くかからない日が何なん日にちか続くのだ。

　月げつ光こうは冴さえ、石畳に落ちる夜の影かげは昼よりも鋭するどく切り立つ。

　スレートの屋や根ねの上に、ブルネットの女性の姿。

　月光の闇やみに沈しずむ街からは誰だれも見上げはしない、その孤こ独どくな王国に、クリスタルの握にぎり手の杖つえを持ち、貂てんの襟飾かざりのついたケープと、夜を切り取った様な別べつ珍ちんの群ぐん青じよう色いろのドレスを纏まとったその様子。ぴったりとした革かわの手袋を填はめ、白い息を柔やわらかな羽う毛もうの様に吐き出して、オスタスを睥へい睨げいしている。

　ガス灯の街路の灯あかり、蒸じよう気き自じ動どう車しやのヘッドライト。無む辜この市民の団だんらんや、繁はん華か街がいの賑にぎやかさ。

　その灯りを際きわ立だたせる、オスタスの清せい冽れつな冬の夜。

　人など立つはずのないその場所に、翼つばさも持たずに彼女は立っていた。

「ドクトル」

　背はい後ごの気け配はいにとうに気がついていたらしく、彼女は声をかけられても驚おどろきもせず、振り向きもしない。

「ジョゼフィーヌ。屋根まで上がるのは猫ねこの所しよ行ぎようだ」

「恩おん人じんの影を慕したうのは、犬の習しゆう性せいです」

　鼻はな先さきを飛ぶ虫に視線を僅わずかに動かし、ジョゼフィーヌは言う。

　しなやかな身体からだ、その身体に滑なめらかに生えた短い体毛。しなやかに筋きん肉にくの躍やく動どうする体たい躯くの少女。夜の中で緑に光る瞳ひとみばかりが昼間の犬の姿を彷ほう彿ふつとさせる。

　バーチの傍そばに寄ると、マルタにはジョゼフ犬と呼ばれているジョゼフィーヌは、ぺたりと屋根に尻をつけて座すわり、膝ひざを立てて背せ筋すじを伸のばしてバーチを見上げた。

「マルタ・サギーは優やさしいかね」

　バーチの問といにジョゼフィーヌはその凜りんとした口の端を上げて犬けん歯しを覗のぞかせる。

「はい。優しいです。リッツ・スミスも私の事を秘ひ密みつにしてくれている上で可愛かわいがってくれていますし」

　ドクトル・バーチの紅くれないの唇がほころぶ。

　堅かたいつぼみが開く様だとジョゼフィーヌは思う。

「それは何よりだ。私のところにいるより、君には似に合あいだよ」

「あの、ドクトル」

「なんだね」

「エシ氏というひとについてなにかご存じではないですか」





　昼間、マルタをおいてきぼりにした後、リッツは警察署に向かった。

　二人を迎むかえに出たジョゼフ犬は、どこか苛いら々いらした様なリッツを見あげながらその後をついていった。入口で犬は抱いて入ってと注意され、リッツはジョゼフ犬を抱き上げた。

「トーリアス警部、あのエシ氏というのはなんなんだ？」

「ああ。不ふ愉ゆ快かい極きわまりないだろう」

　煙草たばこの煙けむりで真っ白になった室しつ内ないの中、山と積まれた書類に埋うもれて、トーリアスは言った。ひっきりなしに電話は鳴るし、いつでもざわざわと落ち着かない警察署の中だ。

「わかってて話を持ってくるのは、どういうつもりなんだ。あんな奴」

　吐はき捨てる様なリッツの声こわ音ね。トーリアスは回かい転てん椅い子すに座ったまま、リッツを見上げて言う。

「だが身み元もとははっきりしているし、王立の研究所の博士だ。成せい果かも上げている。要よう望ぼうがあって、マルタが金が欲ほしいと言えば、そりゃ紹介するさ」

「だけど、あんなのないぜ。あれじゃマルタ、まるっきり研究材料」

「リーッツ」

　珍めずらしく険けんのある声でトーリアスが次の書しよ類るいを手に取り、読んで何事か書き込みをしていく。

「勘かん違ちがいするなよ」

「なにがだよ」

「マルタはお前より年上で、カード使いだ。別のとこから来て、曲まがりなりにも何とかやってる」

　曲がりまくっているけどな。

　とはトーリアスが内ない心しん漏もらした言葉でリッツには聞こえない。

「深しん窓そうの令れい嬢じようじゃねぇんだ。嫌いやなら自分で断ことわるだろうし、金が欲しければ多少の嫌な事は我が慢まんせざるを得えないだろう」

　そのまるきり真っ当な答えに、リッツは唇くちびるを尖とがらせて真っ赤に顔を染そめて俯うつむいた。

「僕がその分働けばいいのかな」

「お前にそれが出来たらマルタんとこにいないだろ」

　言われてリッツは黙だまり込んでしまう。





「ふむ、リッツ・スミスはなかなか複ふく雑ざつな事情を持っている様だな」

「私は話しすぎたのでしょうか。人間の機き微びというのにはまだ疎うとくて」

　風が巻まいて、二人の横を過ぎて行く。離はなれた場所の旗が、少しの間をおいて勢いよく翻ひるがえる。

「さて、どうだろうな。経けい験けんを積つみ、考えて成せい長ちようすることだよ、ジョゼフィーヌ」

「はい」

「答えは運命しか知らないものさ。さて、君の質問のエシ氏だがね。知っているよ」

　ぴく、とジョゼフィーヌの耳が髪かみの下で立ち、バーチに向かう。

「トワイネル・クルーゼル・エシ。それが彼の名だ」

　バーチはケープの中からキセルを出すと、魔ま術じゆつ的てきな動きで火をつけ、長く煙けむりを吐き出した。

「色んな種しゆ族ぞくの血が混じっていてな。人生の最さい初しよには、何を食べていいのかすら解わからず、苦く労ろうしたそうだよ」

「なるほど」

　例えば人間が食べたら死ぬ猛もう毒どくも他の種族にとっては主しゆ食しよくだったりする。

　そういったことが、自分の体たい内ないで日にち常じよう的てきにおこれば、それは苦くるしいだろう。

「それだから彼は研究の道を志こころざしたわけさ。だがまぁ、もともととても、そう……こだわりが強かった彼は……その、まあ、偏へん執しつ的てきとも言おうかな。まぁ研究者に向いていたわけさ」

「……マルタに危き害がいを及およぼすことがあるでしょうか」

「マルタ・サギーに？　どういうことだね」

　怪け訝げんそうにバーチに言われた質しつ問もんに、ジョゼフィーヌはしまったと思う。

　その顔を見てバーチはふ、と微笑ほほえんだ。

「いいよ、言わなくていい。考えればわかることだ。マルタは異世界人だからな。研究対象にしようというのだろう、トワイネルは」

「エシ氏と、ドクトルはどのようなご関係なのですか」

　言ってしまってからジョゼフィーヌは後こう悔かいする。

　訊きいていいものなのだろうかこういうのって。

　けれどバーチはオスタスの灯りを見つめながら微笑んだ。

「子供の頃ころ、家が隣となりだったのさ」

「なるほど」

　納なつ得とくするジョゼフィーヌに、暫しばらくしてからバーチは言った。

「冗じよう談だんだよ」

　……難しい。





「よく来てくれたね探たん偵ていＭ!!」

　次の日、朝の早くに訪ねていったマルタに、エシ氏はうきうきと白はく衣いの裾すそを翻ひるがえし、踊おどりながら研究室からやってきてマルタの手を取って、逆ぎやくの腕うでを身体の後ろにバレリーノの様に伸ばして腰こしをかがめた。

　やっぱ僕こいつ苦手だ。

　マルタは凍こおり付いた笑顔でそう思い、今朝、珍しく朝食を用意してくれなかったリッツの事を思い出す。言うこと聞けばよかったかな。

「済すまないね、こんな早くにさ」

　エシ氏はマルタの手を何度もにぎにぎしながら言う。

「いえ」

　短く言ったマルタの腹の虫が鳴る。

　リッツがへそを曲げてしまったので、昨夜から何も食べてないのだ。

　……苦にが手てだと思う奴やつの前で、これ辛つらいなぁ。

　とほほと思うマルタの手を引いて、嬉うれしそうにエシ氏は研究室の奥おくへとスキップしていく。

「来て来て来て」

　楽しそうに言われ、マルタは面めん食くらう。

　殺さつ風ぷう景けいかつ得え体たいの知れない物がごろごろしているいくつかの部屋を抜ぬけると、そこにはサンルームがあり、温かいスープと焼いたベーコン、スクランブルエッグと、籠かご一いつ杯ぱいのパンと皿に盛られたバターと、小さな壺つぼに入れられた蜂はち蜜みつが載のせられていた。

　更に牛乳とジュースと紅茶と、スモークされた鶏とり肉にくと果物と温野菜まで。

「義ぎ務むだよ、探偵Ｍ氏。食べてくれないと採さい血けつも出来ないでしょう」

　サンルームに立っているからかどうか、マルタの目にはエシ氏が輝かがやいて見えた。

　そしてマルタはそっとエシ氏の手を取るときらきらした瞳ひとみで見つめた。

「いい人だな、博士」

「定てい評ひようがあるんです」

　エシ氏はマルタの手に自分の手をそっと重ねた。





　エシ氏には女性の助じよ手しゆが三人と、年ねん配ぱいの男性助手が一人いた。

　食事を終おえたマルタは、髪かみの毛を取とられ、血を採とられ、体温を測はかられ、あっちこっち揉もまれたり押おされたりなんだりされた。

　エシ氏にされたらどうしようと思う様な事も、三人の女性の、しかも若わかくて綺き麗れいな助手さんのつめたくてちっこくてふわふわした手にされるんだったら悪くない。

　年配の男性助手は極きよく端たんに背せ筋すじの曲がった、白髪しらがの男で、頬ほおに髭ひげと尻尾しつぽがあった。明るいところに行くと、虹こう彩さいが針のように細くなる。猫ねこの種類の何かなのだろう。

　幸い、彼は力仕事担当のようで、部屋に機き材ざいを置くと去っていった。

　悪いが猫科の何かのむさいおっさんよりも、つめたくってちっこくってふわふわしてていいにおいがしてかわいい方がいい。

　電でん極きよくみたいなものを胸とか喉のどにいくつかつけられて、ベッドに寝ねかされる。

「ええと、これは何ですか」

　クリーム色の壁かべ紙がみに、冬の午前の日が当たっている。スチームで暖められた空気が心地ここちよい。

　いいなぁスチームストーブ。

　そんなことを思いながらマルタは横になり、その時隣となりにいた助手の女性に訊いてみる。

「触しよつ覚かくです」

　にっこり言われた思いがけない答えに、マルタは凍り付く。助手の女性は、質問の意い図とを酌くみとり違ちがえたかしらという様に少し考え、やっぱりにっこりと言った。

「探偵様の心しん肺ぱいの音や脈みやく拍はくを取らせていただいてるんですわ」

　いや。

　そうじゃなくて。

　触覚って何の。

　いや。

　いいか。

「お休みになってくださって結けつ構こうですよ。今夜はドクトル・バーチとの対たい戦せんなのでしょう」

　何か有ゆう機き的てきなデザインの、目め盛もりやダイヤルのあるパネルを操そう作さしながら助手の女性は言う。

　そうだ。

　今夜は満まん月げつだ。

　リーサーズローズを守らなくちゃ。

　思ってマルタは眠ねむってしまった。



　信しん用ようして下さって結構ですよ……

　何しろここは王立の研究所ですから……

　ええ、女王陛へい下かの命による秘ひ密みつの研究です……

　陛下のために……

　まぶしく暖かい冬のまどろみの中、丸まる太たは羽毛の布団ふとんと温室のにおいの中、そんな言葉を聞いた気がして、何か言おうと思う。

　陛下はそんなことしない。

　気け高だかく優やさしくかわいくて魅み力りよく的てきなあのゴルゴン。

　このオスタスの女王、いや、オスタスを首しゆ都ととするこの国の女王。

　断だん然ぜん異い議ぎを唱となえる、と言ったのはなぜかコンクリートで作られた学校の校こう舎しやの中で、なじみのあるようなないようなクラスメートの顔がこちらを見ている。

　教きよう壇だんに立っている男は、知っているはずだけれど顔が見えない。

　漫まん画がで言うなら齣こまからはずれている。

　映えい画がでいうならフィルムがずれているような感じ。

　かたかたと映えい写しや機きが鳴っている音すらする。

　彼が何か言った。

　意味が分からない。何語かも。

　字じ幕まくが出た。

　縦たて書がきの、古い映画に出るそれだ。フィルムに直じかに打つから必ずどこか一か所はつながっているように作られた文字。

　男の唇くちびるが動く。知っている形。知っている微笑み。

　クラスメートがこっちを見ている。

　異議を、

　と言って男に駆かけ寄ろうとする。

　自分は怒おこっているようだ。

　けれど足あし下もとが羽毛布団だから、沈しずんでしまって進まない。

　暖かくていい匂においのする羽毛布団。緑の、人工の熱ねつ帯たいのにおい。

　どこまでも深く沈んでしまう。



「うう」

「うなされていたよ、探たん偵てい氏」

「わぁ」

　ベッドに両りよう肘ひじをついて、その両手の上に顎あごを載のせて。かわいい女の子で、関かん係けいが恋こい人びとだったらこんな風に覗のぞき込まれて目が覚さめたなら、きっとでれでれできるんだろうに、相手がエシ氏では全身に軽く鳥とり肌はだが立つのはあるいは仕し方かたがない。

　どこに焦しよう点てんがあっているんだか分からない爬は虫ちゆう類るいのような目。

　暖かくて蒸むれた緑の匂いがすると思ったらいつの間にかここはリーサーの温室だ。

　その中の一いつ角かくに、マルタの横になっている天てん蓋がい付つきのベッドが運びこまれていた。

「なかなかの趣しゆ向こうだろうウフフフフ」

　エシ氏は嬉うれしそうに笑う。

　マルタは茫ぼう然ぜんと周しゆう囲いを見回す。

　濃こい緑。

　こちらの世界の知らない国の知らない植物。そして鳥。

　鳴いて飛び、色しき彩さいを乱らん反はん射しやさせる鳥達。その南国の色。ガラス越ごしのひかり。

　目を細めてマルタは言う。

「リーサーさんとは仲が悪いと聞きましたけど。いいんですか、彼の温室でこんなこと」

　エシ氏は目を丸まるくする。

「ひどいな」

「え」

「別に仲が悪い訳じゃないよ」

　え。

　だって、リーサーははっきり言ってたのに。

「お隣さんとは仲良くするさァ。ましてや彼はこんなすてきな温室の持ち主だ。勝手にベッドを置かせて貰もらう都つ合ごう上じよう、仲良くしたいと思うだろう」

　勝手に。

　そうか。

　そりゃぁ嫌きらわれるだろう。

　マルタは意味なくにこにこしてしまう。

　エシ氏もにこにこしているが、この二人の笑え顔がおには共きよう感かんは全くない。

　気になる夢をみたなあとマルタは思う。

　声は男だったから、マルタは訊きいてみた。

「あの、エシ氏」

　エシ氏は手に持ったボードに何か楽しそうに書き込みをしている。

「なんだい」

「こちら、男性の職員っていらっしゃいますよね」

「ん？　うん」

　どうして？　と訊かれ、マルタは苦く笑しようして言う。

「おかしな夢を見たんです」

「ほう」

　エシ氏の爬虫類めいた瞳がぎらりと光り、そのバランスの特とく殊しゆな手がペンを握にぎり直す。

　マルタは言わなきゃよかったなぁと心しん底そこ思った。





　リッツはだらだらする事に決めた。

　マルタになんか朝食の支し度たくなんかしてやんないし、掃そう除じも洗せん濯たくも繕つくろい物も帳ちよう簿ぼ付けも壁かべの修しゆう繕ぜんも床ゆか磨みがきも内職の封ふう筒とう作づくりも宛あて名な書かきも、奴やつの靴くつ磨みがきもシャツのアイロン掛かけも教会で貰もらってきた古ふる服ふくの仕し立たて直しもしないことに決めた。

　だいたい僕は働き過ぎだ。

　そしてあいつは怠なまけすぎだ。

　確かに掃除させればものを壊こわすし、洗濯させれば服をダメにして、

「だって全自動じゃないんだもん」

　とか唇をとがらせてわけのわかんないことを言うし、靴を磨かせれば途と中ちゆうで飽あきて油のシミを作るし、大工仕事をさせれば壊すし、下手すると怪け我がするし、もっと下手するとそれを隠かくして悪あつ化かさせて熱出すし。アホ。

　針はり仕事に至っては、はっきり言って糸の無む駄だだ。血の染みの点々とついたコートなんか誰が着たいもんか。どうやったらあんなに出血できるんだ。

　ただでさえ「名探偵事務所の人」とか近所の人に呼ばれて胡う散さん臭くさがられているのにそんなもん着て歩いた日には何言われるかわからない。

　しかも、マルタ・サギー名探偵事務所のマルタ・サギーなんだから、探偵と呼ばれるはずのマルタまで事務所の人呼ばわりされているし。

　金はないし。

　もうすぐ昼だ。

　こんな時間までベッドの中にいた事は、そういえばオスタスに来てからなかった。

　窓越ごしに町の音がする。少し寒い。毛もう布ふがもう一枚あるといいなぁ。

　ほんとに、新しん品ぴんでなくていいんだ。

　教会に行って貰ってくればいいことだ。

　マルタは毛布にコートを二枚かけて寝ている。穴のあいたセーターとかを、首くび周まわりに詰つめて、ジョゼフ犬を抱だいて寝ている。

　ネズミの巣すみたいな寝ね床どこで寝ていて、それはそれで快かい適てきらしいが、でも種族的に寒がりらしく、リッツが平へい気きな気き温おんの中で鼻を真っ赤にそめていたりする。

　薪まきが。

　ないと。

　羽毛の布団も。

　リッツは唇を尖とがらせて、ごそりと布団の中で丸くなる。腹は減へったが外に出たくない。

「僕がもっと働けたらいいのになぁ……」

　かなり稼かせぐ自信はあるんだけどなぁ。

　エシ氏がマルタに対する様子は、どこか人間扱あつかいをしていなくて不ふ愉ゆ快かいだ。マルタはそれでもいいと思っているらしかったが、リッツはそれを我が慢まんできない。

　そりゃもの珍めずらしい異世界人なんだけど。

　はっきりと接せつ触しよくできる唯ゆい一いつのカード使いかも知れないけど。

　エシ氏の態たい度どだって研究者として当然なのかも知れないけれど。

　金がないといけないのだけれど。

　……本当は、僕は、こうして自由に町を歩いたり、言いたいことを言ったりしていてはいけないのだけれど……。

　前いた場所のことを思い出す。

　オスタスとはまるで違ちがう町。

　白い石で作られた町、オレンジの香かおる空の青い美しい町。

　布団の中で強つよく目を閉じる。

　よく考えたら、リッツもオスタスの冬は初めてだ。





　高い犬の鳴なき声が至し近きんでして起きる。

「うわ」

　リッツは自分の身体からだの上に四し肢しを突つっ張ぱらせて立って、細ほそい尻尾しつぽを振ふっているジョゼフ犬を見上げた。濡ぬれたあめ玉の様な黒い目とかち合って、寝ね惚ぼけた声で言う。

「お、おはよう、ジョゼフ犬……」

　目をこすって起きあがるリッツを見ると、ジョゼフ犬はリッツの上から軽けい快かいに床ゆかに降り、ドアの前で鳴いた。

　昼間一度目をさましてまたそのまま眠ねむってしまったらしい。案あん外がい疲つかれが溜たまっているのかな。最近ろくな事件もないのにと考え、肩かたに手を置き首をぐきぐき鳴らして回し、はっと気がついてバネ仕じ掛かけの人形の様にベッドから飛び出した。

「うわあ、バーチの予告の日じゃないか今日!!」

　アイロンをしてハンガーに掛けておいたフリル付きのシャツを着て、ベストを着て上着を着てズボン靴くつ下した、靴に帽ぼう子し、コートに片かた腕うでを突っ込んで事務所のドアから駆かけだし、カギを閉しめる。

　廊ろう下かでお座すわりをして待っていたジョゼフ犬が、リッツの後を軽快についていく。

「まずい、間に合うかな」

　とか呟つぶやきつつリッツは走る。息が白く固まりになる。リーサーの温室までは息が続かないから途と中ちゆうは早足で。

　やがてオスタスの霧きりが夜の寒かん気きに追いやられて晴れ渡わたり、空に、輝かがやく桃もも色いろの布を敷しいた様な夕焼けが見え始める頃ころ、リッツはようやく温室についた。

　噂うわさを聞きつけた記き者しや達たちや野や次じ馬うま達をかき分け、なんとか馴な染じみの警けい官かんを見つけて案あん内ないしてもらう。

　毎まい度ど仰ぎよう々ぎようしい警けい備び態たい勢せいは、マルタに対たい抗こう心しんを燃もやす警けい視し総そう監かんのたっての命令らしい。曰いわく、カードを出してちちんぷいで事件が解決するなんて、ガキの遊びじゃねえんだ舐なめるな異世界人、だそうで、あの時は挑ちよう発はつしたマルタも悪かったが、芝生しばふの上に置かれた白いテーブルを両手で掴つかんで振り上げた警視総監もかなり大人げなかった。そしてその背はい後ごで真っ赤な顔をして笑いをこらえているトーリアスも大人げなかった。

　大人なのは仕事とはいえ毎度かり出されてあほくさい目に合いながらも、リッツの顔を覚えていて親切にしてくれる警官の皆みなさんだ。

「あの、いつも、すみません……マルタがご迷めい惑わくをおかけして……」

　つい、言ってしまったリッツに、ざわざわする空気の中で、温室の中の道を先せん導どうしてくれている警官が苦笑して言った。

「いや、いいんですよ。職しよく務むですしね。まぁ、しかしこっちに割さく人員があれば、警けい邏らや他の事件に回してもいいんじゃないかとは思いますが、警官隊の威い信しんを保たもつというのもまた大事な仕事なのです、助手殿どの」

　おそらく退たい官かん近いのだろう、初しよ老ろうの警官はそう言って目元に皺しわを刻んだ。

「……そんなにお若いのに、そんなにお気きを使って。あなたにいいことがありますようにと、今度の礼れい拝はいで祈いのっておきましょうリッツ・スミス氏」

　言われてリッツは真っ赤になる。

　思いがけない言葉で、なんと返していいのかわからない。

　そろそろ日が沈しずむから、ジョゼフ犬はどこかに消えた。

　ちょっと心こころ細ぼそく思いながらリッツは歩いていく。

　温室には燃もえ立つ薔ば薇ら色いろの光が差しこんでいた。夕暮れだ。

　うねり、流れる幾いく種しゆ類るいもの桃色や赤、あるいはアクセントめいた効果をもたらす、墨すみ色いろや金色の雲の有あり様さまが、ガラス越しに見えていた。それらの光と、早はや々ばやとガス灯に照てらされた温室の植物が不思議な陰いん影えいを作り出している。

　警官が配はい置ちの確かく認にんのためにざわめいて動く中、大きな南国の植物の木の下で、トーリアスと何なに事ごとか話しているマルタの姿は不思議と違い和わ感かんがあった。

　別の世界からの来らい訪ほう者しや。

　カード使いの名めい探たん偵てい、マルタ・サギー。

　ガラス越しの夕焼けを背景にしたその横顔が、わずかに切せつない気がして、リッツは目を細める。

　だって、残のこして来た人だっているんだろう、マルタ。

　二度と帰れないかも知れない自分の世界にさ。

　ハンチングを被かぶってネクタイをしめて、オスタス風の格かつ好こうをしてはいるけど、君の世界の衣い装しようはもっと違うんだろう。

　ふと、マルタがリッツに気がつく。

　オスタスの市民には見み慣なれない瞳ひとみの色。黒といってもそれは多様だが、リッツにとってマルタの瞳の黒はマルタ唯ゆい一いつの色だ。

　驚おどろいた様にマルタがその瞳を見開き、それから安あん堵どした様に、少し照れくさい様に笑った。

「来てくれたんだ、リッツ」

「え」

　マルタの言葉に、昼の経けい緯いを思い出して、リッツは真っ赤になる。

「あっ」

　小さく言った言葉にマルタは気がつかず笑っている。

「べっ、別に、そんなんじゃないからな！」

「……え？　な、何が？」

　きょとんとするマルタにリッツはぐっと詰つまった。

　何がって。

　こいつ、くそ、僕としたことが。

　何か言わなきゃ。

　何か。

　リッツは唇を尖らせ、帽子の庇ひさしを力任せに下げて、赤い顔のまま呟いた。

「助手だから、来ただけだからな」

「あ……？　うん……」

　茫ぼう然ぜんとマルタは言って、わけがわからないという顔でリッツを見ていたが、ふと笑え顔がおになって柔やわらかい声こわ音ねで言った。

「でも、なんか怒おこらせたみたいだったから、昼ひる間ま。ひょっとしたら来ないかなあなんて、ちょっと思って、そしたら帰ったらすごい気まずいなぁとか思っててー」

　柔らかく笑いながらマルタは言い、トーリアスはその背後でにやにやと笑っている。

　リッツはどういう顔をしていいのかわからず、何かぼそぼそ言ったが、マルタはそんなことに頓とん着ちやくせずに、脳のう天てん気きな笑顔で言った。

「で、なんで怒ってたの？」

「……な」

「……リッツ・スミス!!　私から警備の説明をしようじゃないか」

　あんぐりと口を開けてしまい、怒いかりか何かわからない感情のために二にの句くが継つげなくなっているリッツとマルタの間にトーリアスが割わって入り、リッツの肩かたを抱だいて引きずる様にしてその場から引き離はなした。

「怒るだけ無む駄だだぞ」

「だっで～」

　リッツはぐすぐす鼻を鳴らしながら温室の中にしつらえられた東あずま屋やに連つれて行かれ、トーリアスにキャンディをもらってほぼ無理矢理落ち着かされて外が真っ暗になる頃に、いつも通りマルタの横に立った。

　予よ告こくの時間は夜八時。

　子供がベッドにおいやられ、芝しば居いはそろそろカーテンコールも終わる頃。オスタスの歓かん楽らく街がいがもっとも派は手でにさんざめき、光り輝く時間である。

　空くう調ちよう設せつ備びの動く音と、ガス灯の燃もえる匂におい。

　夜になって咲さく花の香かおりや動き出す植物の僅わずかな動どう作さ。その気配や音。

　常つねならこんなに煌こう々こうと照らされる事のない温室の中、決して少なくない数の警官や記者達がざわざわとしているのは、なんだか何かの祝しゆく祭さいの様だ。

　明らかな非ひ現げん実じつがそこにあり、それは不ふ謹きん慎しんな楽しさに満みちていた。

　温室のほぼ中央に置いたテーブルに、ガラスのケースに入れられたリーサーズローズの鉢はちを置き、リーサーとマルタとリッツ、それにトーリアスがそれぞれ椅い子すに座ってそれを囲かこみながら紅茶を飲んでいた。

　テーブルには上じよう等とうのシフォンのクロスをわざわざかけ、リボンと蔓つたの葉はをあしらって飾かざり立ててある。そしてガラスケースの上から、花はな嫁よめのヴェールの様に薄うすい布が目め隠かくしの様にかけてあった。

「……プレゼントするみたいですねえこれ……」

　リーサーが不安そうに言い、マルタは平然と答える。

「我わが仇きゆう敵てきに対する敬けい意いの表れです。それに美しい薔薇をより美しく飾るのはよいことでしょう」

　いやそれ飾ったの僕だし。マルタに言われてやった訳わけだから別にいいんだけども。

　リッツは内心思いつつも、リーサーの研究所のキッチンを借りて淹いれた紅茶を飲む。

「やァやァやァ、皆みな様さまご機き嫌げん麗うるわしく」

　聞き覚えのあるどこか果てしなくあつかましい声がして、リッツは口に含ふくんだ紅茶を噴ふん水すいの様に噴ふき出した。

　そこには何を考えているのだか、三さん者しや三さん様ようの花の飾りのついた白いドレスを着た助手を引き連れた黒の礼れい服ふく姿すがたのエシ氏が上機嫌でステッキを振ふり回しながら歩いてきた。助手は薄い布で顔を覆おおい顎あごの下で結ぶ流行のスタイルの帽ぼう子しを全員が被かぶり、楽しそうに笑い合っている。

「エシ、僕の温室でステッキを振り回すなといつも」

　椅子から飛び降りて立ち上がり、結けつ果か的てきに座っているときより視線が低くなってしまったリーサーの言葉をエシ氏はあっさり無視する。

「して、件くだんの怪かい盗とうはどこだね。なかなかの美び男なん子しだと評ひよう判ばんだから見に来たんだ」

「いやぁバーチがここでにこにこ茶をしてたら変へんだろ」

　とマルタが言い、

「素す顔がお見た奴やつはいないのに、何だ、その美男子とかって」

　とリッツが言い、

「ステッキを振り回すなよう、葉はが傷いたむだろ！」

　とリーサーが泣きそうになりながら怒ど鳴なっていた。

　エシ氏は話している間中ずっと杖つえをぐるぐる回していて、もちろんリーサーのいうことを聞く様子などなかった。

「まぁまぁ、リーサー君はいつもかりかりしていていけない。隣となり同士なんだ、仲良くしなければならないだろ？」

「勝手に温室にベッドを置く隣りん人じんだろ？　排はい水すいもお前んとこのがこっちに流れてきて迷めい惑わくなんだよ。浄じよう化か槽そうが溢あふれて薔ば薇ら園えんが駄だ目めになったときは泣きそうになったよ」

「そして枯かれた薔薇園に咲いた一輪の青い薔薇！　素す晴ばらしい、なんたる奇き跡せき！　あるいは僕のところから流れたなんらかの薬やく剤ざいが、君にその園芸家初の栄えい光こうをもたらしたのかも知れないんだぜ、リーサー！」

　エシ氏は言って大おお仰ぎように両手を広げた。ステッキの先が茂しげみに突つっ込こまれ、何かが折れた音がした。

「ぎゃぁ！　バカ！」

「アッハッハッハッ、リーサー、君ィ、この僕の貴き重ちような頭ず脳のうと才能に向かってバカとはまたエスプリの効きいたことを」

「バカにバカと言ったんだ！」

　二人のやりとりを茶を飲みながら見ていたマルタ達三人は、心しん底そこリーサーに同どう情じようしたが、同どう時じにくちばしを突っ込むほど義ぎ侠きよう心しんに篤あつくも愚おろかでもなかった。

　すい、と踊おどる様な足あし取どりと、白い羽根の様な体たい重じゆう移い動どうでもって、三人の助手が進み出て、リーサーの肩や腕うでにそっと触ふれて囁ささやいた。

「博士」

「鐘かねが鳴りますわ」

「エレッセオ寺院の鐘が鳴りますわ」

「八時の鐘が鳴りますわ」

「やァ」

　エシ氏の瞳ひとみが細く狭せばまり、口の端はしが楽しげに吊つり上がる。

「ショウの時間だ」

　突とつ然ぜん、ガス灯の火が一いつ斉せいに大きくなり、その明るさに温室内の闇やみが濃こくなった。急きゆう激げきに上がった温度に耐たえられず、ガラスのカバーが次つぎ々つぎ砕くだけ散ちり温室の中は忽たちまち暗闇に包まれる。

　警官達や記き者しやや野や次じ馬うまの悲ひ鳴めいが響ひびき、強い明るさの後にやってきた暗闇に誰だれもが視界を奪うばわれたその時、闇を裂さく様に声が響き渡わたった。

　けして大きくはなく。

　けして高くではなく。

「I'm Marta Saggy!」

　その言葉に聞き覚えのある者は誰が何をしているか知っている。

「Open your fuck'in gate of THEPOWER.」

　暗闇の中、カードの縁ふちに走る金の光がよく見える。夏の花火のようなせつなさ。流星の様な儚さの金の光。

「I will use the card......"DETECTIVE名探偵"!!」

　ざあっとその金色の光の粒りゆう子しが広がって崩くずれる。

　金色の光に僅かに照らされる、暗い温室の中に堂々と立ったマルタ・サギーのその姿。

　そしてその金粉を全身に、飾りの様に纏まとい付かせたもう一人の人物の姿に、リッツ・スミスは目を瞠みはる。

　彼はすでにリーサーズローズのガラスケースを、まるで初しよ夜やに寝ね床ごとに迎むかえ入れる乙おと女めの様に抱かかえていた。高い折れ襟えり付きの上質な黒のマントを着て、やはり黒い鍔つば付きの帽子を被った、美しい均整を持つ男。目元はマスクで隠かくされてはいるものの、その骨こつ格かくや肌はだ、通った鼻び梁りようや筆ふでで入にゆう念ねんに描えがいた様な唇くちびるで、美しさは推すい測そく出で来きる。

　怪盗、ドクトル・バーチ。

　彼は中ちゆう空くうに立っていて、不敵に微笑ほほえんだ。

　記者達がストロボを焚たいて、マグネシウムの匂においが辺りに充じゆう満まんし、シャッターの音が響き渡る。

　いかにも無ぶ粋すいなその光に、気分を害がいした様子も、注意を向ける様子もなく、ドクトル・バーチはマルタに言う。

「よい宵よいだな、マルタ・サギー」

「……ご機嫌麗しう。ドクトル・バーチ」

　マルタも口の端を上げて笑い、帽子の庇ひさしを掴つかんで軽く動かす。

　中空に立つバーチにリーサーが懇こん願がんする様に言う。

「頼たのむ、外に出さないでくれ！　デリケートなんだ、この寒さじゃあっと言う間に枯かれてしまう！　交こう配はいもまだだ、それ一ひと株かぶしかないんだ、盗ぬすむなら盗むでいいから、枯らさないでくれ！」

　必死の言葉にバーチは微笑む。

「緑みどりと薔ば薇らの芸げい術じゆつ家かの方。盗んだものをどうするか、それは私にしか知しり得えないことなのですよ」

　中空に立ったバーチは薔薇のケースを抱えたまま、静かに上じよう昇しようしていく。

　リーサーは血けつ相そうを変えてマルタにしがみつく。

「マルタさん、捕つかまえて下さい！」

「え？　出来ませんよそんなこと」

　飄ひよう然ぜんとマルタは言い、リーサーは全身の毛を逆さか立だてて言った。

「はぁ!?」

「僕は探たん偵ていですから。謎なぞは解きますけど、それ以上のことは警察の仕事です。本ほん来らい名探偵は警備に向かないのですよ。事件が起こった後でなければ推すい理りは出来ないのですから」

「マルタ、喋しやべりすぎだ。警官も野次馬もいるんだぞ」

　リッツは焦あせってマルタの肩かたを掴んで耳打ちする。

「聞こえやしないさ」

　闇の中、光る瞳でマルタは言い、口の端を上げる。

　最さい近きん気がついた。

　カードを使っているときのマルタは、僅わずかばかりいつもより自じ信しん家かで尊そん大だいだ。それがカードの効こう果かによるものなのか、単たん純じゆんに気が大きくなっているだけなのかはわからない。

　ただいつもより僅かばかり。

「僕の存在は特別に秘ひ匿とくされなければならない。それは女王陛へい下かの命令だ。従わないオスタスの市民はいないだろう」

「女王陛下の命令よりも、その場のうわさ話の楽しみが勝つ人種が今ここに集まってると考えた方がいいんじゃないのかマルタ」

　リッツは鼻の頭に皺しわを寄せて告げ、その間にもバーチは夜の闇に吸すい込まれる様に上昇していく。

「マルタ・サギー。明あきらかになるべき謎は、今この場では私のことではない。そして芸術家の方。この温室の環かん境きようを壊こわしてしまったことをお詫わびしよう」

「詫びるくらいならどうかその奇跡の薔薇を枯らさないでくれ！」

　自じ覚かくなくリーサーは地面に跪ひざまずいて懇こん願がんしていた。神に祈いのる様に手を組んで。

「……明らかになるべき謎だと？」

　トーリアスが言い、そして焚たかれるストロボの中、バーチは闇に消えていく。

　ぷ、とその場に不ふ似に合あいな声。

　誰だれかが笑った。

　女性だ。

「───────大したものね、その名探偵のカード！」

「抗あらがえないわ、話す事への誘ゆう惑わくに」



    

  
    
      「そう私たちはおしゃべりな小こ鳥とりですもの」

「カード使いの力に支し配はいされるのはうふふ、やみつきになりそうな高こう揚よう感かんだわ」

「ご報告しなくちゃいけないわね、……様に」

　名前は聞き取りにくかった。ただ、その声が聞こえた範はん囲いで顕けん著ちよに反はん応のうしたのはリッツ・スミスただ一人だった。

「……リッツ？」

　あからさまに顔を青ざめさせて身体からだを硬こう直ちよくさせるリッツを、マルタは横よこ目めで見たが、彼女たちがまた話し始めて視線を戻もどす。

　彼女たち。

　エシ氏の喉のど元もとと両の手首に、細い優ゆう美びなナイフが当てられている。

「あっれぇ？」

　エシ氏は笑え顔がおのまま硬直し、冷や汗あせを流していた。

　話しているのはエシ氏の三人の助手だ。

「最近、巷ちまたで話題の臓ぞう器きの売ばい買ばい、買い手はわたくしたちですの」

「それというのもリーサーズローズを完かん成せいせしめるためですわ」

「排はい水すいを溢あふれさせたのもわたくしたちですわ」

「人の心を奪うばう青い薔薇を作るためには、わたくしたちが人の内臓から作った秘ひ薬やくが必ひつ要よう不ふ可か欠けつなのですわ」

「エシ博士、先せん刻こくお察さっしの通り、排水の中にそれは仕し込こんでおきましたの」

「そして薔薇園の薔薇を枯らして、リーサーズローズは完成しましたのよ」

「唯ゆい一いつ無む二にの、絶ぜつ対たい無む二にの青い薔薇。人の心を惑まどわす花」

　三つの声が一つになる。

「渡わたしていただきましょうかしら、ジェインキインズ・リーサー博士！」

　全員の視線がリーサーに集まった。

　リーサーは硬直し、引きつった笑いを浮うかべる。

「い、一体、何を……」

「先せん刻こく、ドクトル・バーチが持ち去ったリーサーズローズは偽にせ物ものなのでしょう？」

「おそらくインキで着ちやく色しよくしたのでしょう」

「本物はどこですか。教えて下さらないと温室は血ちで汚よごれてしまいますことよ」

「いやー君達そこは僕の命がと言うところじゃないのか」

　エシ氏が言い、助手達がにっこりと声を揃そろえる。

「あらァだって博士、嫌きらわれてらっしゃるじゃないですか」

「あ、そっかぁ」

　あっはっはっとエシ氏は笑い、その拍ひよう子しに喉が少し切れて血が出たが助手達の手は緩ゆるむ気配さえ見せなかった。

「マルタ……」

　リッツが困こん惑わくを示しめして言うが、マルタは動どうじない。

「平気さ、リッツ」

　口の端はしに笑みさえ浮かべて傲ごう然ぜんとした態度で。

「状じよう況きようは正まさにカードの支配下だ。事じ態たいは解かい決けつに向かっているよ。僕らが出来ることは何もない」

「……あ、そぉ」

　リッツは何となく面おも白しろくなくて唇くちびるを突つき出す。

　記者や野次馬達は事態が把は握あく出来ていない様子でざわざわとしている。けれど緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きは理り解かいして、近ちか寄よって来ようとはしない。

　トーリアスは口くち元もとをぐっと引ひき締しめると、助手達を睨にらみつけて低い声で言った。

「クレイフル・ソーマンソーは元気かね」

　口から零こぼれたその名に、マルタの様子が一変する。ざわりと産うぶ毛げが逆立ち、目の奥おくに何か、怒いかりの様な暗くらい光が灯ともる。

　脳のう裏りに蘇よみがえるのは痩そう身しんの医学生の姿。灰はい色いろの目の男。マルタがオスタスに来た日からすこしの間、マルタの面めん倒どうをみていた、トーリアスの友人。

　殺人者で今は行方ゆくえをくらましている男。

「オスタスでのいくつかの事件。……スレイリードラゴンに端たんを発はつする『内ない臓ぞう抜ぬき』を特とく徴ちようとする事件。警察庁で捜そう査さを進めていくにしたがって、同どう一いつの結けつ社しやの仕し業わざであることは明らかになった。仮にノナウムスと呼ばせてもらっているがな」

「どういう意い味みだ」

　マルタがぼそりとリッツに耳みみ打うちし、リッツが答える。

「古い俗ぞく語ごで内臓抜きって意味だよ。そういう悪あく魔まがいたって伝説さ」

「伝説ね」

　マルタは苦く笑しようする。オスタスにいないものはない。本当にそういう悪魔がいたのかも。

　助手たちの形のいい唇が微笑ほほえむ。

「まぁ」

「ふぅん」

「そうですの」

　肯こう定ていも否ひ定ていもしない。ただ彼女たちは要よう求きゆうだけを述のべた。

「リーサーズローズはどこですの」

　温室のガラスに、何かが当たる音がした。それは雨かと思える音だったが、あっという間にガラスを揺ゆるがす音となった。天てん空くうからぶちまけられた霰あられの様な音。

「な、なんだ!?」

　記者や野次馬達が動どう揺ようする。

　リッツはいち早くその正しよう体たいに気がついて言った。

「マルタ、ハンカチで口と鼻を覆おおって伏ふせろ！」

　リッツは自分もそうしながら言って、マルタは素す早ばやくそれに倣ならった。

　その途と端たん、バーチが開け放ったままの窓から、何か黒い雲の様なものがやってきて温室の中に渦うずを巻いて暴あばれた。

　唸うなりの様な音は羽は音おとで、黒い者は羽は根ねを持つ小さな昆こん虫ちゆうだとマルタが知るのに少し時間がかかった。問いかけるマルタの視線に、リッツは肘ひじでにじり寄って耳元で叫さけぶ。そうしなければ聞こえないほど羽音はすさまじかった。

「ネラス嵐ストームと言うんだ!!」

「ネラス!?　って何だ!?」

「この虫のことさ！　羽蟻ネラスの渡わたりだ!!」

　羽は蟻ありの渡りと言われれば、その現象はマルタも知っている。ある種類の蟻ありは、年に一度変へん態たいして羽根をはやし、新しい土地を求めて旅をするのだ。多くの羽蟻の正体はシロアリで、マルタの知識の中では厄やつ介かい者もの扱あつかいされていた。オスタスのそれがどうかはマルタは知らない。それにそもそもマルタが知っているのは、それが起こるのは夏のはずだった。そしてこんなに激しい訳はなかった。

　けれど温室の中で暴れ回るそれは確たしかに嵐あらしと呼ぶのに相応ふさわしいもので、助手たちもこの突とつ然ぜんの驚きよう異いには驚おどろいて怯ひるんだ。

　やがて、機き転てんを利かせて警官隊のだれかが温室の窓を開け、月光に誘さそわれる様に羽蟻ネラスが去っていった後にはちょっとだけ怪け我がをしたエシ氏とそれぞれ警官たちとトーリアスに取り押おさえられた三人の助手と、半はん狂きよう乱らんで温室の窓を閉め回るリーサーの姿が見えた。





　エシ氏の助手はもう一人いた。猫科の年ねん配ぱいの小男。彼は温室での騒さわぎなど知らぬげに、荷物を纏まとめ、エシ氏が進めている研究書の写うつしを終おえると、元のところに戻もどし、机の上に置かれていた書類の名前に、ふ、と唇を緩ゆるめた。

　研究対象マルタ・サギー。

　年配の小男と彼が入れ替かわっていたのはここ一週間の事だ。小男にはエシ氏から骨ほね休やすめだとと言って金を渡わたして保ほ養よう地ちに向かわせた。

　マルタがここにやってきたのは予よ想そうの範はん囲いではあったが、万が一気がつかれたらなんと言って挨あい拶さつしようかと考えるのは楽しかった。

　彼は変へん装そうを解とく。

　ドクトル・フィナンシェ教室では、変装はとても大だい事じな科か目もくだった。そして彼はそれが得とく意いだった。

　服ふくを脱ぬぎ骨ほねを鳴らして背せ筋すじを伸のばす。

　すんなりとした体つきの青年がそこに現あらわれ、鞄かばんの中から取りだした服を身につけていく。眼鏡めがねをかけ、コートを着き込こむ。

　栗くり色いろの髪かみと灰はい色いろの目の青せい年ねん。

　騒がしい温室に背を向け、彼はオスタスの夜の中に消える。





　エレッセオ寺院の鐘しよう楼ろうに、バーチは静しずかに立っていた。鐘かねは三つで、時を知らせるのに美しい和音を響ひびかせる。

　黒く塗ぬった気き球きゆうを繋つなぎ、待つ。

　やがてやってきたのは、腕うでに青い薔ば薇らの鉢はちを持ったジョゼフィーヌだった。紙で覆おおっていたのだが、走って来る途中で紙はとれてしまった。

「ドクトル」

「ああ、いい子だね。よくやった」

　褒ほめられてジョゼフィーヌは嬉うれしそうに笑う。差し出された黒くろ革かわの手て袋ぶくろを填はめた手に、心地ここちよく顎あごを乗せる。

「解かい除じよ薬やくをあげよう。鼻がきかないのは不安だろう？　可哀かわい想そうに、悪かったね」

「いえ、必要なことでしたから、いいんです」

　鼻の中に細い管くだを軽く差しこまれ、何かを噴ふん霧むされる。こそばゆさにくしゃみをしたが、戻る嗅きゆう覚かくにジョゼフィーヌは安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。

「ふぁ……でも、ドクトル。いいのですか。この花、枯かれてしまいましたよ」

　差し出された鉢の薔薇は、既すでに色あせ、花か弁べんも葉も萎しなびはじめていた。

「いいのさ」

　バーチは言うと、退色しはじめた花弁をそっと掴つかんだ。柔やわらかなそれは何の抵てい抗こうもなく外れ、バーチの手の中に残る。

「この花はね、ジョゼフィーヌ。ある研究者の秘ひ技ぎの手て引びき書によって、芸術家がそうと知らずつくらされたものなのだ。芸術家は青い薔薇が作りたかっただけなのだろうが、青い薔薇にはある素材ソースを加くわえると、人から考える力を奪うばう香かおりが発せられるのだ。人を支し配はいするのは神でなければ人であると、その腐くさった信しん念ねんに基もとづいてつくられたその手引き書は、とにかく人の内臓に固こ執しつする。同じような事件は、同じ者によってまた起こるだろうが……」

　バーチはゆっくり手を開く。

　冬の風が、その花弁を凍こおらせ、色をうしなわせ、香りを奪うばいながらどこかへとその花弁を連れて行く。

「……ともあれ、人を人たり得えなくするものの存在を私は憎にくむ。そういったものは美しくないと、私は確かく信しんしているからだ」

「はい」

　ジョゼフィーヌの短い返へん事じに、バーチは微笑む。

「いい子だな」

「あの、ドクトル」

「なんだね」

「次の鐘が鳴るまでに賃ちん金ぎん下さい」

　きっと、うるさくて死んじゃう。





　次の日、トーリアスから金をもらったリッツは、ツケだの各かく種しゆ支し払はらいだのをして、マルタを連れて投げ売りの店に行ってカンパンだのビスケットだのの日ひ持もちする食しよく材ざいを買い、その帰りにホットドッグを買って二人で食べ、おいしいおいしいと笑い合った。それから教会に行って古着をもらい、薪まき屋やに寄り先払いで薪を買い、配はい送そうを頼たのみ、事務所に戻って一息ついた。

　その時、テーブルに金の入った封ふう筒とうを置いていたのだが、いつの間にか妙みように増ふえてる気がした。が。増えている分にはいいかと思い追つい及きゆうしないことにした。

　けれども、ちらりと見た視線の先で、ジョゼフ犬がびくんと緊きん張ちようしたのは見み逃のがさなかった。

　あのあと、リーサーは本物のリーサーズローズのある金庫へと案内してくれたのだが、そこにはバーチのカードがあるだけだった。

　傷しよう心しんのリーサーと助手に裏うら切ぎられたエシ氏は、仲良くパブで酒を飲んでいたという。

　本当は仲がいいのかも知れない。

　マルタは元げん気きな様に見える。

　すこし、空から元気にも見える。

　けれどそれでも、一度荷物を置いてもう一度出た街まちで、洋服屋の飾かざり窓に目を留とめて、リッツにツイードのコートを着せて似に合あう似合うと喜んだ姿は本ほん心しん嬉うれしそうだったから、リッツは先にお前の買えよと言おうとしてやめた。

　鼻も耳朶みみたぶも真っ赤なくせに。

　そんなに喜よろこんじゃってるから。

「……じゃ、日ひ頃ごろの感かん謝しやの印しるしとして、貰もらっておくな」

　わざと偉えらそうに言ってみた。



　マルタを研究するなら、世話が焼ける癖くせにお兄ちゃんぶりたがる、こういう精せい神しん構こう造ぞうをこそ研究すべきだと、リッツはマルタの嬉しそうな顔を見て、少し照てれくさく思いながら考えた。



    

  
    
      
　あとがき






　こんにちは。あとがきです。短たん編ぺん集しゆうです。雑誌でぽろぽろと連れん載さいをさせていただいたものを集めたものです。

　書き下ろし長ちよう編へん『マルタ・サギーは探偵ですか？』の続きには……軽くなってますけど、あっち読まなくても読めます。平へい気きですよー。もしお迷まよいでしたら大だい丈じよう夫ぶですよー。

　ただ最後の一編にちょろりと出てる人については長編読まないと「ふーん」かもしれません。

　読んでも「ふーん」かもしれませんけど、それはううごめんなさい。

　久しぶりに第一話読んだらマルタのキャラが「あっ、あれ？」って感じだったので喋しやべり言葉とかちょっと直しました。長編より先に書いたもんだから固こ定ていしてなかったんですね。とほ。

　このシリーズはわりとちんたらしたペースで刊かん行こう予よ定ていなのですが、書いている私は楽しいのでよければおつきあい下さい。ではまた。

二千四年　　　　　　　　野梨原花南



    

  
    
      マルタ・サギーは探たん偵ていですか？

a collection of s.



野の梨り原はら花か南なん
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